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令和５年朝日村告示第６２号 

 

 令和５年朝日村議会９月定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和５年８月３１日 

 

朝日村長  小 林 弘 幸 

 

 １ 期  日  令和５年９月５日 

 

 ２ 場  所  朝日村役場 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（１０名） 

    １番  齊 藤 正 法 君       ２番  中 村 文 映 君 

    ３番  羽多野 美 映 君       ５番  豊 田 惠美子 君 

    ６番  清 澤 あゆみ 君       ７番  古 池 美佐江 君 

    ８番  小 林 弘 之 君       ９番  清 沢 正 毅 君 

   １０番  清 沢 敬 子 君      １１番  北 村 直 樹 君 

 

不応招議員（なし） 
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令和５年朝日村議会９月定例会 第１日 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和５年９月５日（火）午前９時開会 

    開  会 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ （１）会期の決定 

    （２）審議日程表 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 請願・陳情の報告 

 （付議事件） 

第 ５ 議案第５０号 朝日村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め 

           る条例の一部を改正する条例について 

第 ６ 議案第５１号 字の区域の変更について 

第 ７ 議案第５２号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第４号）について 

第 ８ 議案第５３号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

第 ９ 議案第５４号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

第１０ 議案第５５号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第２号） 

           について 

第１１ 議案第５６号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 

第１２ 認定第 １号 令和４年度朝日村一般会計歳入歳出決算認定について 

第１３ 認定第 ２号 令和４年度朝日村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

第１４ 認定第 ３号 令和４年度朝日村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

第１５ 認定第 ４号 令和４年度朝日村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

第１６ 認定第 ５号 令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算認定に 

           ついて 

第１７ 認定第 ６号 令和４年度朝日村簡易水道事業会計決算認定について 

第１８ 認定第 ７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定について 
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第１９ 報告第 ３号 健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率の報告について 

第２０ 議案第５０号から議案第５６号まで及び認定第１号から認定第７号まで並びに報告第 

    ３号の議案提案説明 

第２１ 令和４年度決算審査報告 

第２２ 議案第５０号から議案第５６号まで及び認定第１号から認定第７号まで並びに報告第 

    ３号の議案内容説明 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 代表監査委員 中 村 牧 夫 君 

会計管理者兼 
総 務 課 長 

上 條 晴 彦 君 企画財政課長 清 沢 さおり 君 

住民福祉課長 上 條 裕 子 君 建設環境課長 大 池   守 君 

産業振興課長 清 沢 光 寿 君 教 育 次 長 上 條 靖 尚 君 

保 育 園 長 上 條 浩 充 君   

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 



－5－ 

開会 午前 ９時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから令和５年朝日村議会９月定例会を開会いたします。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ２番  中 村 文 映 議員 

    ３番  羽多野 美 映 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（北村直樹君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月15日までの11日間としたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 
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  よって、会期は本日から９月15日までの11日間と決定いたしました。 

  次に、審議日程は別紙のとおり行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  よって、審議日程は別紙のとおり決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会の説明員は、村長、代表監査委員、副村長、教育長、各課長であります。 

  入札結果調書及び例月出納検査結果が別紙のとおり報告されております。 

  また、報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎請願・陳情の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第４、本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配付いたしま

した請願・陳情文書表のとおり所管の常任委員会に付託いたしましたのでご報告いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５０号から議案第５６号まで及び認定第１号から認定第７号ま

で並びに報告第３号の上程 

○議長（北村直樹君） この際、日程第５、議案第50号から日程第11、議案第56号まで及び日

程第12、認定第１号から日程第18、認定第７号まで並びに日程第19、報告第３号の議案を一

括上程いたします。 

  提出されました議案はお手元に配付のとおりであります。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案提案説明 

○議長（北村直樹君） 日程第20、ただいま提出されました議案の提案理由の説明を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） おはようございます。 

  本日、令和５年朝日村議会９月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方にはご出

席を賜り、御礼を申し上げます。 

  今定例会は決算議会でもあり、決算認定についてご審議をいただきますが、令和４年度の

一般会計決算案でございますが、歳入決算額は37億9,100万円、歳出決算額は36億6,086万円

となり、前年比、歳入は1.3％、歳出は2.4％の増となりました。 

  なお、歳入歳出差引額は１億3,014万円の黒字となり、健全化判断比率は４つの財政指標

とも健全財政範囲内の結果でありました。 

  夏の大きな行事が４年ぶりに戻ってまいりました。分館主催の納涼祭は、コロナで失われ

た４年間を取り戻すがごとく、以前にも増して人出も多く、大盛況でありました。 

  そのほか、お夏祭り、鉢盛山登山マラソン、ヤマメのつかみ取り、お盆の行事である地区

対抗野球大会、ヤマメ釣り大会と主催者の皆さんやボランティアスタッフの皆さんのご苦労

の賜物で各行事が成功裏に終了いたしました。 

  お夏祭りや分館の納涼祭で、村外から来た人が、朝日村にこんなに多くの若い人や子供さ

んがいるんだということで驚いたという話をお伺いし、実は私も同じく感じまして、朝日村

の元気度、活力度もＶ字回復してきたなと感じたところでございます。 

  今年の夏の平均気温は、気象庁の観測記録が残る125年間で過去最高の高温を記録したよ

うでございます。特に７月の高温は全世界的に一番の記録であったようですし、雨が少なく、

猛暑が続く天候は朝日村の高原野菜の生育に大きな影響がありました。７月下旬に行われた

ＪＡ野菜販売対策会議では、数量、金額ともやや昨年を下回る状況とお聞きしましたが、続

く８月の猛暑で影響が拡大したようでございます。今後の秋作に期待し、台風等の影響がな

いことを祈ります。 

  先月、名古屋を中心とした中京エリアにネットワークを置く青果市場関係の３社と大手ス

ーパーマーケット１社に対するトップセールスの機会を得ました。トラックドライバーの働
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き方改革で懸念される物流の2024年問題は、農産物の輸送にも大きな問題となります。いか

に近い大きな市場にウエイトを移し、市場を確保し、販売を拡大できるかが鍵となります。

今後中京圏に対する太いパイプづくりが急務でございます。 

  今年度３回行われた地区草刈りボランティアは、約600人の参加をいただき、朝日村の美

化にご協力をいただきました。感謝を申し上げます。 

  コロナ禍で人と人の交流が途絶え、行政と村民の対話や人間関係も希薄になりつつありま

した。そのような状況を改善するために、公約で挙げました融和集会を６月から月１回のペ

ースでスタートいたしました。徐々に気楽に何でも話せる環境になってまいりましたので、

今後は地区に出向いて融和集会を開催してまいります。 

  次に、防災減災関係ですが、６月中旬に今年度の土砂災害防災訓練を三ヶ組地区で行い、

多くの皆さんに避難訓練と防災講習会に参加をしていただきました。今回で18地区目の土砂

災害危険地区での訓練となり、残るは２地区、御道開渡と下古見の一部となります。終了し

た地区では、各地区に合わせた防災マニュアルが完成するとよりよい防災活動につながると

思います。 

  また、一昨日行われました地震総合防災訓練では、全村で昨年より約150人多い約1,000人

の方に参加いただきました。新たな取組として、我が家は異常がないというサインとして玄

関にタオルを垂らす、そういった活動も取り入れました。もしものときのサインとして定着

が図れればと思います。 

  続きまして、各課トピックスについて報告いたします。 

  まずは総務課関係でございます。 

  旧役場跡地に拠点避難地整備事業として小野沢防災広場が８月25日に竣工を迎えました。

特に小野沢地区の皆さんによりよい使い方を研究していただきたいと思います。 

  鎖川右岸の防災拠点として、西洗馬防災センター建設事業に着手いたしました。９月１日

に地鎮祭が執り行われ、事業費は約１億9,000万円で、完成は来年３月末でございます。 

  環境省の補助金を活用し、温室効果ガス排出量削減に向けた取組として、公共施設の屋根

に太陽光発電を設置した場合の投資対効果の調査を開始いたしました。 

  次に、企画財政課関係でございます。 

  先ほども触れましたが、融和集会と出前村政の事務局活動をスタートいたしました。融和

集会では平均６名から７名の参加をいただいております。 

  次に、住民福祉課関係でございます。 
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  将来の朝日村の医療がどうあるべきかを検討していただく朝日村の医療の在り方協議会を

発足いたしました。６月27日に第１回、８月29日に第２回の協議会を開催し、全世帯に医療

に関するアンケートを実施いたしました。村民の約90％の方が村内に医療機関が必要と回答

しております。今後の進め方として、協議会での医療体制の方針を明確化し、村民の皆様へ

のパブリックコメントの機会を設けてまいりたいと思います。 

  電気・ガス・食料品等の価格高騰重点支援事業として、低所得の子育て世帯特別給付金、

子供１人５万円、低所得世帯特別給付金１世帯３万円の支給を開始しました。 

  そのほか、社会福祉施設への支援金として19施設に総額253万円を支給いたしました。 

  次に、建設環境課関係でございます。 

  圃場整備ですが、本郷工区の請負事業者が決まり、全ての工区の事業に着手できました。 

  大尾沢浄水場建設事業ですが、ポンプ棟、浄水棟の建屋工事は12月に完成する予定でござ

います。その後は浄水設備の設置、配管工事を行い、全ての施設の完成は令和７年３月、来

年度末を予定しております。 

  地籍調査ですが、スキー場周辺から着手し、今年度実施範囲の地権者による仮境界くい打

ちを実施し、今後境界を決定してまいります。 

  次に、産業振興課関係でございます。 

  物価高騰への支援策として、全村民に１人3,000円、村民生活応援券を配布いたしました。 

  農業振興策として、農業用機械の購入に対し、上限10万円の補助制度を開始しましたので

ご活用をお願いいたします。 

  次に、教育委員会関係でございます。 

  朝日小学校では、長寿命化計画に基づき、プール棟、普通教室棟の改修を行ってまいりま

した。プール棟は激しい腐食等の劣化の補修も終了し、８月１日に竣工いたしました。普通

教室棟については、夏休みに集中工事を行い教室内の工事は完了し、２学期は改修された教

室を使用し、全学年２学期がスタートしております。そのほか、特別教室棟の設計業務を発

注し、来年度工事に向け設計を進めます。 

  通学路安全対策では、６月25日グリーンベルト整備を行い、８月22日には関係者により通

学路安全点検が行われ、安全対策が進められています。 

  夏の公民館事業は、お夏祭り、地区対抗野球など、予定どおり開催され、お夏祭りには村

民約1,500名が会場を訪れました。地区対抗野球大会には５チームが参加し、原新田・リバ

ーヒルズチームが優勝いたしました。ヤマメ釣り大会には約100名の太公望が腕前を競い合
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いました。 

  子育て支援センターの関係ですが、放課後児童クラブの登録は139名、未就園児の登録は

32名で、多くの児童、未就園児に利用をいただいております。 

  各課の報告は以上でございます。 

  それでは、ただいま上程されました議案について、ご説明申し上げます。 

  本日提案いたしました議案は、条例１件、区域変更１件、予算５件、決算認定７件、報告

１件の計15件でございます。 

  初めに、議案第50号 朝日村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例につきましては、こども家庭庁設置法の施行に伴う厚生労働

省関係告示の整備に関する告示の施行により所要の改正を行うものでございます。 

  次に、議案第51号 字の区域の変更につきましては、中山間総合整備事業で実施している

圃場整備事業御馬越工区において農地や農道等の一体的な基盤整備が終了し、換地処分が行

われるに当たり、字の区域変更を行うものでございます。 

  次に、議案第52号から議案第56号までは補正予算でございます。 

  初めに、議案第52号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第４号）につきましては、歳

入歳出予算にそれぞれ5,000万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億

8,120万円とするものでございます。 

  歳入の主なものは、国庫支出金3,648万円、地方交付税3,597万円、村債574万円を増額し、

繰入金3,412万円を減額するものでございます。 

  歳出の主なものは、あさひプライムスキー場事業特別会計繰出金1,370万円、財政調整基

金積立金1,259万円、こども計画策定調査委託料250万円、子供のための教育保育給付238万

円、公園遊具撤去工事請負費230万円、長野県価格高騰特別対策支援給付金220万円でござい

ます。 

  次に、議案第53号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出予算にそれぞれ20万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

４億7,490万円とするものでございます。主なものは療養諸費審査支払手数料19万円でござ

います。 

  次に、議案第54号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、歳入歳出予算にそれぞれ1,500万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

５億7,400万円とするものでございます。主なものは、介護給付費交付金等返還金947万円、
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介護予防生活支援サービス事業負担金518万円でございます。 

  次に、議案第55号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第２号）

につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ1,370万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ1,930万円とするものでございます。主なものは、索道設備緊張油圧ユニット

改修工事1,240万円でございます。 

  次に、議案第56号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）につきまして

は、資本的収入の国庫補助金から建設企業債への財源振替でございます。 

  次に、認定第１号から第７号までは、令和４年度各会計の決算認定でございます。 

  初めに、認定第１号 令和４年度朝日村一般会計歳入歳出決算認定につきましては、歳入

決算額37億9,100万円、歳出決算額36億6,086万円について決算の認定に付するものでござい

ます。 

  次に、認定第２号 令和４年度朝日村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につきまし

ては、歳入決算額５億6,891万円、歳出決算額５億5,388万円について決算の認定に付するも

のでございます。 

  次に、認定第３号 令和４年度朝日村介護保険特別会計歳入歳出決算認定につきましては、

歳入決算額５億7,408万円、歳出決算額５億3,142万円について決算の認定に付するものでご

ざいます。 

  次に、認定第４号 令和４年度朝日村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につきま

しては、歳入歳出決算額それぞれ5,051万円について決算の認定に付するものでございます。 

  次に、認定第５号 令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算認定に

つきましては、歳入歳出決算額それぞれ1,235万円について決算の認定に付するものでござ

います。 

  次に、認定第６号 令和４年度朝日村簡易水道事業会計決算認定につきましては、収益的

収入決算額１億4,762万円、収益的支出決算額１億543万円、資本的収入決算額１億7,008万

円、資本的支出決算額２億1,445万円について決算の認定に付するものでございます。 

  次に、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定につきましては、収益的収

入決算額４億4,515万円、収益的支出決算額２億6,171万円、資本的収入決算額4,421万円、

資本的支出決算額２億8,070万円について決算の認定に付するものでございます。 

  次に、報告第３号 健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率の報告につきま

しては、令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率を報
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告するものでございます。 

  以上、本日提案いたしました議案等について、ご説明申し上げましたが、担当課長及び担

当者から補足説明をいたしますので、ご審議を賜りますようお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ここで、決算書について説明があります。 

  上條会計管理者。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、私からは、認定第１号から第７号までの

一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算認定につきまして補足説明をさせていただ

きます。金額につきましては、千円単位を切捨て、万単位で説明いたします。また、決算の

歳入歳出決算額、歳入歳出差引額につきましては、先ほど村長が申し上げましたので、ここ

では省略をさせていただきますのでご了承いただきますようお願いいたします。 

  それでは、水色の表紙で配付させていただいております令和４年度の朝日村の決算書でご

説明申し上げます。 

  後ろのほうに水色の仕切り紙がございます。その後ろの資料によりましてご説明申し上げ

ます。 

  最初に、８－２ページをお開きください。 

  令和４年度会計別歳入歳出決算総括表でございます。 

  令和４年度は、一般会計のほか４つの特別会計、また、簡易水道事業会計、下水道事業会

計につきましては地方公営企業法を適用した会計として予算を執行いたしました。 

  一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計では、それぞれ歳入歳出差引額が黒

字の決算となっております。 

  続きまして、８－12ページをご覧ください。 

  一般会計歳入の款別決算額でございます。 

  歳入の内容につきましては後ほど説明させていただきますので、ここでは、収入未済額に

ついて説明させていただきます。 

  収入未済額の総額は１億6,597万円でございます。 

  内訳でございますが、１款の村税が534万円で、主に固定資産税、村民税の未収金による

ものでございます。13款使用料及び手数料の５万円は、督促手数料の未収金でございます。

14款国庫支出金の587万円、21款村債の１億5,470万円につきましては、それぞれ繰越事業の

特定財源として翌年度へ繰り越したものでございます。 
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  続きまして、８－13ページをご覧ください。 

  一般会計歳入の決算状況で、前年度との比較になります。 

  主な内容を説明させていただきます。 

  まず初めに、１款の村税でございます。10億6,593万円、80.8％の増額でございます。固

定資産税の増額によるものでございます。 

  ９款の地方特例交付金は569万円、63.9％の減で、昨年新型コロナウイルス感染症対策地

方税減収補塡特別交付金によるものでございます。 

  14款の国庫支出金は３億8,504万円、24.3％の減でございます。前年度、新型コロナウイ

ルス感染症経済対策として実施されました子育て世帯等臨時特別支援事業補助金及び新型コ

ロナウイルス感染症拡大を契機に創設されました地方創生テレワーク交付金の減によるもの

でございます。 

  続きまして、８－16ページをお願いいたします。 

  一般会計歳出の款別決算額でございます。 

  翌年度への繰越額は１億7,579万円でございまして、６月定例会で報告させていただきま

した朝日小学校プール棟改修事業ほか３事業の繰越しに伴うものでございます。 

  続きまして、８－17ページをお願いします。 

  一般会計歳出の決算状況で、前年度との比較でございます。 

  主な内容を説明させていただきます。 

  ８款の土木費６億179万円、124.8％の増でございまして、朝日村下水道事業会計の負担金、

緊急自然災害防止対策事業工事請負費の増によるものでございます。 

  ９款の消防費は１億7,005万円、34.6％の減でございます。前年度繰越しで行いました移

動系防災行政無線設備更新工事請負費、旧役場庁舎除却工事請負費の減によるものでござい

ます。 

  10款の教育費は３億3,599万円、33.5％の減で、前年度繰越しで行いました中央公民館ア

スベスト除去事業工事請負費、小学校トイレ改修工事請負費の減によるものでございます。 

  11款の災害復旧費は336万円、70.4％の減で、道路施設等災害復旧業務委託料の減による

ものでございます。 

  続きまして、令和４年度の決算の主要事業について、課ごとに申し上げます。 

  ページのほう戻りまして、８－３ページをお願いします。 

  初めに、総務課の主要事業でございます。 
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  コンビニ交付事業（税証明）に686万円、地方税統一ＱＲコード納付事業に465万円、第２

分団駐車場整備事業に628万円、緊急防災減災事業として行いました拠点避難地整備事業に

402万円、防災センター建設事業に1,884万円が主な内容でございます。 

  続いて、８－４ページをお願いいたします。 

  次に、企画財政課関係の主要事業でございます。 

  地域公共交通の運行経費補助金に3,269万円、国の住民税非課税世帯臨時特別給付金事業

として690万円、電力・ガス・食料品等価格高騰対策として行われました緊急支援給付金給

付事業に1,234万円、朝日村ＤＸ推進計画策定事業に50万円が主な内容でございます。 

  ８－５ページをお願いします。 

  次に、住民福祉課関係でございます。 

  コンビニ交付事業に2,491万円、障害者の地域生活支援推進事業に１億2,727万円、福祉医

療費給付事業に2,776万円、国の低所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業に377万円、新

型コロナワクチン接種事業に2,525万円が主な内容でございます。 

  ８－７ページをお願いします。 

  次に、建設環境課関係でございます。 

  農業農村整備事業として県営中山間地域総合整備事業等の負担金に4,874万円、道路舗装

修繕事業に6,481万円、橋梁長寿命化事業に5,110万円、古見原排水路整備事業に6,914万円、

村営住宅等ストック総合改善事業に3,124万円。 

  ８－８ページをお願いします。 

  簡易水道事業会計では、大尾沢浄水場建設事業に１億3,053万円。 

  下水道事業会計では、下水道ストックマネジメント計画策定事業に2,199万円が主な内容

でございます。 

  次に、産業振興課関係でございます。 

  新型コロナウイルス感染症対策として実施しました朝日村化学肥料低減及び地力向上に伴

う堆肥購入支援金対策事業に1,010万円。 

  ８－９ページをお願いします。 

  松くい虫防除対策事業に1,265万円、朝日村地域活性化商品券配布事業に4,426万円、朝日

村原油価格物価高騰対策商品券配布事業に4,397万円、朝日村物価高騰対応燃料等商品券配

布事業に1,393万円。 

  ８－10ページをお願いします。 
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  あさひプライムスキー場事業特別会計では、移動式人工降雪機レンタルに210万円、索道

設備整備工事に321万円が主な内容でございます。 

  続いて、８－11ページをお願いします。 

  教育委員会関係でございます。 

  新型コロナウイルス感染症対策として実施しました保育園支援システム整備に805万円、

小学校給食費無償化事業に1,157万円、小学校長寿命化改修工事に4,510万円、縄文むら公園

リニューアル事業に524万円が主な内容でございます。 

  主要事業の説明は以上でございます。 

  続きまして、ページ飛びますが、８－53ページをお願いします。 

  村債の状況を合計金額で申し上げます。 

  令和４年度の起債額でございますけれども、３億1,570万円でございます。元金償還額は

２億8,721万円でございまして、令和４年度末の残高は20億9,036万円となっております。 

  続きまして、８－56ページをお願いします。 

  基金の状況でございます。 

  令和４年度基金は、財政調整基金へ４億1,005万円の積立てを行い、財政調整基金は24億

563万円となっております。 

  なお、基金の総額は前年度から４億2,161万円増の32億862万円となっております。 

  続いて、特別会計について申し上げます。 

  ９－１ページをお願いします。 

  国民健康保険特別会計でございます。 

  歳入の主なものは、１款の国民健康保険税が１億3,106万円で、前年度に比べ0.7％の増と

なりました。 

  歳出の主なものは、２款の保険給付費が３億9,199万円で、前年度から24.2％の増、３款

国民健康保険事業費納付金が１億4,125万円で、前年度から2.5％の増となりました。 

  ９－５ページをお願いします。 

  国民健康保険事業の財政調整基金につきましては、886万円の積立てを行い、7,597万円の

現在高となっております。 

  続きまして、10－１ページをお願いします。 

  介護保険特別会計でございます。 

  歳入の主なものは、１款の介護保険料が１億2,548万円で、前年度より1.1％の増となって
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おります。 

  歳出の主なものは、２款の保険給付費が４億6,589万円で、前年度より7.9％の減でござい

ます。 

  10－７ページをお願いします。 

  基金の状況、介護保険支払準備基金につきましては、1,435万円の積立てを行い、4,634万

円の現在高となっております。 

  続きまして、11－１ページをお願いします。 

  後期高齢者医療特別会計でございます。 

  歳入の主なものは、１款の後期高齢者保険料が3,808万円で、前年度より１％の増でござ

います。 

  歳出は、２款の広域連合納付金が5,008万円で、前年度より1.3％の増でございます。 

  続きまして、12－１ページをご覧ください。 

  あさひプライムスキー場事業特別会計でございます。 

  歳入の主なものは、２款一般会計からの繰入金935万円で、76％の減でございます。 

  歳出の主なものは、１款の事業費1,174万円で、主にリフト施設等の修繕費、人工降雪機

のレンタル料となっております。２款の公債費は61万円でございます。 

  続きまして、事業会計でございます。 

  決算書は、戻りまして６－２、６－３ページのほうをご覧ください。 

  事業会計でございます。 

  簡易水道事業、それと下水道事業会計の予算につきましては、収益的収支と資本的収支の

２つに区分されておりまして、収益的収支とは１年間の営業活動の収支、資本的収支とは施

設の更新や建設等に係る収支を示しております。 

  それでは、簡易水道事業会計でございますが、収益的収入の主なものは、第１項営業収益

で8,563万円、収益的支出の主なものは、第１項営業費用で9,608万円、このうち減価償却費

が6,789万円となっております。資本的収入の主なものは、第１項企業債9,870万円、第３項

負担金等が4,193万円で、一般会計からの負担金、繰入金でございます。 

  資本的支出の主なものは、先ほど主要事業で申し上げたとおりでございますので、省略を

させていただきます。 

  次に、７－２、７－３ページをご覧ください。 

  下水道事業会計でございます。 
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  収益的収入の主なものは、第１項の営業収益で１億381万円。収益的支出の主なものは第

１項営業費用で２億2,037万円、このうち減価償却費が１億5,145万円となっております。 

  資本的収入では、第２項負担金等が3,331万円、一般会計からの負担金、繰入金でござい

ます。資本的支出の主なものとしては、先ほど主要事業として申し上げたとおりでございま

すので省略をさせていただきます。 

  それでは、以上で、一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算認定につきまして、

補足説明のほうを終わらせていただきます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率の報告について 

○議長（北村直樹君） ここで、関連がありますので、日程第19、報告第３号 健全化判断比

率及び公営企業会計に係る資金不足比率の報告があります。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、報告第３号 健全化判断比率及び公営企業会計

に係る資金不足比率の報告についてでございます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定によりま

して、令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率を別紙

のとおり報告するものでございます。 

  おめくりいただきまして、別紙のほうをご覧ください。 

  すみません。議案書のところに報告第３号がございますが、その次のページになります。

議案書、決算審査報告書の前のページになりますので、よろしくお願いします。 

  それでは、報告第３号の次ページの別紙でございますけれども、令和４年度決算に基づく

健全化判断比率等についてでございます。 

  まず、健全化判断比率につきましては、実質赤字比率が数値なし、連結実質赤字比率が数

値なし、実質公債費比率につきましては6.8％で、前年の4.4％に比べまして2.4％上昇して

いる状況でございます。 

  次に、将来負担比率につきましては、数値なしとなっております。 

  続きまして、公営企業会計の資金不足比率につきましては、簡易水道、下水道、スキー場、
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それぞれ数値なしとなっております。 

  健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率につきましては、いずれも早期健全化基

準、財政再生基準を下回っている状況でございます。 

  以上でございます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎令和４年度決算審査報告 

○議長（北村直樹君） 日程第21、ここで代表監査委員から令和４年度決算審査報告を求めま

す。 

  なお、羽多野議員は監査委員席へ移動し、ご着席を願います。 

  中村代表監査委員。 

〔代表監査委員 中村牧夫君登壇〕 

○代表監査委員（中村牧夫君） 監査委員の中村でございます。 

  私から、令和４年度の決算審査報告をさせていただきます。 

  このたびの決算審査を羽多野美映監査委員と共にさせていただきました。 

  報告は、報告書に沿い、各会計、概要の部分は省略をさせていただき、審査意見を中心に

簡略にご報告させていただきますが、ご了解のほどよろしくお願いいたします。 

  早速ですが、報告書の２ページをご覧ください。 

  報告書の前文をご覧いただきます。 

  地方自治法第233条第２項及び第241条第５項並びに地方公営企業法第30条第２項の規定に

より審査に付された令和４年度朝日村一般会計及び特別会計並びに公営企業会計決算につき、

決算書並びに関係諸帳簿及び証書類を審査したので、その結果を、意見を付して８月７日に

小林村長に報告させていただきました。 

  第１、審査の対象です。 

  １、令和４年度朝日村一般会計歳入歳出決算。 

  ２、令和４年度朝日村国民健康保険特別会計歳入歳出決算。 

  ３、令和４年度朝日村介護保険特別会計歳入歳出決算。 

  ４、令和４年度朝日村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

  ５、令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算。 
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  ６、令和４年度朝日村簡易水道事業会計決算。 

  ７、令和４年度朝日村下水道事業会計決算。 

  ８、令和４年度朝日村定額運用基金の運用状況です。 

  第２、審査の期間でありますが、令和５年７月26日から８月４日までの期間、審査を行い

ました。 

  第３、審査の方法です。 

  審査に当たっては、村長から審査に付された決算書類が法令の規定に準拠して作成され、

かつ、計数が正確であるかを確認するとともに、予算執行及び公営企業の経営、財産運営が

適正かつ効率的になされたかについて、担当課長等から説明を受け、定期監査、例月出納検

査等の結果を参考にし、関係諸帳簿等及び証書類との照合等審査を実施しました。また、基

金の運用が目的に照らし確実かつ効果的に運用されているか等を主眼として実施いたしまし

た。 

  ３ページをご覧ください。 

  第４、審査の結果です。 

  審査に付された決算書類及び基金運用の状況は、関係諸帳簿、証書類と照合の結果、適正

であり、計数的に正確であるとともに、予算執行を含め、事務事業が適正に行われたことを

認めました。 

  第５、決算の概要及び審査意見でありますが、これに関しましては先ほど申し上げました

が、各会計及び概要につきましては省略をさせていただき、審査意見のみ報告を申し上げて

まいりますのでお願い申し上げます。 

  では、８ページをご覧ください。 

  審査意見１点目、アです。 

  令和４年度決算について。 

  令和４年度の決算額は、歳入が37億9,100万円で前年比1.3％の増加に対し、歳出も36億

6,086万円で前年比2.4％の増加となりましたが、実質収支は１億1,493万円の黒字となって

います。財政の状態を計る各指標、指数値は、昨年度と比べそれぞれ若干上昇したものの、

適正範囲内、基準値以下となっており、財政計画を基準とし執行管理が的確に行われた結果

だと判断いたします。財政指標分析の作業量は大きく、現在、データ精度向上の確保に取り

組まれているとのことです。作業手順の見直し、標準化などにより、精度の確保と作業効率

の向上を図り、引き続き財政の健全化に向け取り組んでいただきたいと思います。 
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  ２点目、イです。 

  防災対策関連事業について。 

  令和４年度の主要事業では、旧詰所解体工事も実施管理しましたが、業務内容から、工事

の施工監理は安全管理面からも専門部門、課に委託するなど、本来業務に専念する仕組みづ

くりが必要であると感じました。これは、防災センター建設事業の実施設計の内容審査も同

じであります。防災備蓄非常食購入事業では、一般的な想定品目に併せ、乳幼児等の避難に

対応した非常食、用品の整備検討もお願いします。 

  ３点目、ウです。 

  職員活性化事業についてです。 

  人事評価制度の運用が２年目となり、公平な評価により、職員の意欲向上につながってお

り、育成に向けた各種研修の受講により能力の向上も図られ、業務の遂行にその成果が見ら

れるとのことでした。 

  その好事例として、令和４年度の村税徴収率向上に向けた取組では昨年度比0.5％の向上

を達成したとのことであり、また、職員の工夫で事業費を最少に抑える取組は、職員活性化

事業の成果として評価されるものです。引き続きコンプライアンス研修を継続実施し、職員

の意識向上を図り、業務が公正公平に行われ、行政サービスがさらに向上することを期待い

たします。 

  ４点目、エです。 

  朝日村ＤＸ推進計画策定事業について。 

  今年度からプロジェクトチームをつくり、ＤＸ推進に取り組んでいます。最先端のシステ

ム導入が朝日村にとって必要なことなのかを精査し、費用対効果も考慮に入れながら、実用

性のある取組としてください。プロジェクトマネジャーが在任中のみ可能な属人的な業務と

せず、誰でも分かりやすく便利な内容となるようなマニュアル作成やデータベースの構築な

どを行い、職員がより主体性を持ち、達成感の得られる環境づくりに尽力してください。 

  次に、９ページをご覧ください。 

  ５点目、オです。 

  マイナンバーカード普及と交付申請について。 

  出張申請や夜間休日窓口対応などにより、令和４年度時点の交付率は70.4％で県内20位と

なりました。引き続き休日夜間窓口の開設は続けており、多様なニーズに対応していること

は評価できるものです。証明書の発行や健康保険証利用においてトラブルが出ておりますが、
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カード自体は個人に付与された番号を証明するための書類であるということ、電子証明書と

しての利便性が高いことを理解していただけるよう広く周知し、不安や疑念の解消の相談を

受け入れる体制づくりを強く要望いたします。村民が安心し適切に利用するための助けとな

ってください。 

  ６点目、カです。 

  あさひ健康ポイント事業と今後の健康づくりについて。 

  ３年目となった令和４年度で第１弾の区切りとなり、ポイント交換者は74名でした。 

  この事業は、健康づくりだけでなく、生活の生きがいづくり、介護予防等にも深く関連す

るため、各課が連携して多岐にわたるサービスを提供できるような工夫、幅広い年齢層で健

康づくりができる環境整備などを行い、健康村あさひが持続できるような取組となるよう期

待します。 

  ７点目、キです。 

  農業用水路等長寿命化・防災減災事業について。 

  曽倉沢ため池の廃止事業は、降雨出水時の状況を的確に把握し、地元住民との協議により

速やかに対策を実施した事業として評価します。 

  ４か所のハザードマップを作成されるとのことですので、その過程の中で、今回のように

リスク低減が可能な箇所は対策をし、それを反映したハザードマップの作成提供をお願いい

たします。 

  ８点目、クです。 

  橋梁長寿命化事業等大規模工事の実施について。 

  令和４年度に計画実施された施設や農地の修繕・整備事業は、施設の劣化評価や整備の必

要性を評価し実施されていました。国の求める基準が近年の災害状況を踏まえ、厳しくなっ

ているとのことで、基準の見直しごとに速やかに再評価を行い、今後の修繕・整備事業計画

に反映されていることも確認しました。 

  各大規模修繕事業の施工監理は業務委託となっています。工程の進捗管理は行っていると

のことでしたが、現場工事が施工安全計画書どおり実施され、作業の安全が確保されている

か、軽傷も含めた人身災害の発生及び災害隠しはないかなど、人材不足と作業者の高齢化が

進む状況での確認及び指導監督の強化をお願いします。 

  ９点目、ケです。 

  朝日村農業ビジョンについて。 
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  朝日村農業ビジョンは、朝日村農業の未来に向けた政策指針としてその取組内容を高く評

価します。 

  重点施策のロードマップの施策を、農業従事者とＪＡ共同の下、確実に展開し、その成果

である農業の活性化と農業振興の目標達成を期待します。 

  次、10ページをご覧ください。 

  10点目、コです。 

  鳥獣被害防止対策事業について。 

  防護柵の維持管理を委託された協議会等から、防護柵の損傷劣化が進んでいると報告を受

けているとのことでした。それを踏まえ、設備機能維持に向けた修繕事業の計画的な実施が

求められます。 

  また、近年確認されている熊の出没に対して柵の設置が難しい場所があることも理解しま

したが、村民の生命・財産を守るために、農地だけでなく集落や施設も視野に入れた鳥獣防

護対策への取組が求められます。 

  11点目、サです。 

  松くい虫防除対策事業について。 

  松くい虫の被害は、想定を超えて高地にまで及んでいて、樹種転換等を実施してきました

が、被害拡大による対策の長期化と対策費用の増加が想定され、対応は急務となっています。

地権者との協議等もあり苦慮されているとのことでした。その交渉は産業振興課が担ってい

るとのことですが、速やかな対応が求められる対策ですので、担当課・地権者・地域住民・

専門家等が連携し、さらに別の課による応援体制等の取組も一考に入れ、担当課である産業

振興課が松くい虫被害の対策に専念できる体制づくりが必要であると思います。 

  12点目、シです。 

  地域こども・子育て支援事業について。 

  子育て支援センターわくわく館では、ゼロ歳から18歳までの切れ目のない多彩な事業を展

開していることを高く評価します。 

  ファミリーサポートセンターは、利用料を負担したことで利用の兆しが見えているとのこ

とです。協力会員や利用者数の今後の動向を見極め、ＰＤＣＡサイクルに基づき継続の是非

を検討してください。 

  病後児保育事業は始まったばかりの事業です。保育園やわくわく館で周知活動をしており、

病院でしか対応できない特異性を鑑みて、事業を継続するための周知と保護者の理解を深め
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るよう努めてください。支援員が不足しないよう、わくわく館での活動や事業内容を村民に

広く理解していただき、担い手の育成に努めてください。 

  13点目、スです。 

  ＩＣＴシステムのセキュリティー管理と職員配置について。 

  ＩＣＴシステム導入により、保育園の理念、目標をより明確にして、職員一丸となり取り

組む環境が整備されたことを確認しました。 

  反面、プライバシーの管理や端末の保管などはより慎重に行うよう、定期的に確認し、セ

キュリティーの厳重化に努めてください。職員配置は、国の基準に比べると、より細かく年

齢を区分し、必要十分な職員配置をしており、園が理想としている職員配置数は現状過不足

がないとのことですが、園内での進捗を検討し、効果判定を行いながら、適切な保育園の運

営に努めてください。 

  一般会計に関しましては以上となります。 

  次に、11ページをご覧ください。 

  ２、国民健康保険特別会計です。 

  下の段にあります（３）の審査意見を述べます。 

  令和４年度の保険給付費は、高額医療を受けざるを得ないケースが重なったことにより増

えました。今後も同様に、想定できない疾病により保険給付額が突発的に増える可能性もあ

ります。加入者の負担に配慮し推移を慎重に見極めていくよう要望します。 

  また、１人当たりの医療費の市町村順位は67位と昨年よりも低水準になりました。コロナ

規制が緩和され、受診者が増えたこともありますが、引き続き健診を受ける習慣づけをし、

健康づくりに結びつくよう働きかけてください。 

  12ページをご覧ください。 

  ３、介護保険特別会計です。こちらも（３）の審査意見です。 

  健診によるデータ分析は、ＫＤＢを効率的に利用し、75歳以上の方を対象とした個別の運

動指導など工夫が見られます。新規申請者の原因疾患となっている認知症についての理解を

深めるための広報活動にも取り組んでいますが、発症に起因する疾病との関係を把握し、早

期対応できるよう統計的なデータ分析の活用を要望します。 

  介護予防や福祉に関しては、村の担当課では限界があり、社会福祉協議会との連携が不可

欠です。包括支援センターからは、保健師の専門的な知識を収集することができます。費用

的な負担を考慮に入れて、各課、事業所との情報共有を十分に行い、村民のニーズに沿った
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事業内容としてください。 

  次、13ページをご覧ください。 

  後期高齢者医療特別会計です。こちらも審査意見を述べます。 

  加入者は増加傾向にあり、令和５年度は800人を超えるという試算の中、１人当たりの医

療費が77市町村中63位という数字は健康状態がよく、慢性疾患の管理が適切にできている加

入者が多いと推測でき、高く評価します。今後も予防医療や健康意識の向上、適切な医療サ

ービスの提供ができるよう積極的な取組を期待します。 

  次、14ページをご覧ください。 

  ５、あさひプライムスキー場事業特別会計です。こちらも審査意見を述べます。 

  コロナ禍での運営として厳しい状況が続いていましたが、令和４年度シーズンは、指定管

理者の働きと新型コロナの影響緩和による小学校スキー教室の再開により、利用率を目標値

の90％まで高めることができたことは、行政支援と指定管理者の成果として評価するもので

す。 

  指定管理者がコロナ禍を乗り越えられたのは、自助努力もありますが、３年間の行政によ

る運営支援、事業費の担うところが大きいと思います。毎年実施されている事業の振り返り

評価、モニタリング評価により運営面の課題や問題点が浮き彫りになってきました。その先

も見据えた今後２年間の事業継続と利用率向上確保に向け、協定書の見直し検討が必要と思

われます。 

  また、索道については、定期点検の結果に基づく修理整備工事を確実に実施し、機能回復

を図り、来シーズンも指定管理者が安心して運用できる環境を整えるとともに、利用者の安

全確保に万全を期していただきたいと思います。 

  次に、15ページをご覧ください。 

  ６、簡易水道事業会計です。こちらも審査意見を述べます。 

  大型事業として始まった大尾沢浄水場施設の建設は順調に進んでいることを確認しました。

令和７年度の竣工後の施設の維持管理費の試算、上水道設備の長寿命化等も考慮し、収支の

バランスを見極め、計画的な事業を進めることを要望します。 

  新施設は、膜ろ過システム導入となり、冬期の渇水を若干改善できるとのことですが、取

水の状況や整備の必要性、新たな水源の発見等のために慎重に調査を進め、水源の安定的な

確保に努めてください。 

  16ページをご覧ください。 
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  ７、下水道事業会計です。こちらも審査意見を述べます。 

  村は今後、投資的経費として下水道事業の負担が大きくなることを試算しています。生活

に直結する事業で、下水道維持の在り方を検討する時期に来ていると受け止めています。山

間部にある自治体は設備の管理維持のための費用がかかることを考慮した上、広域化等も視

野に入れ、方向性を定めていくよう計画的な事業運営に努めてください。 

  次、17ページからは、令和４年度決算に基づく朝日村健全化判断比率及び公営企業会計に

係る資金不足比率に関する審査報告です。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第３条第１項の規定に

より審査に付された令和４年度決算に基づく朝日村健全化判断比率及び同法第22条第１項の

規定により審査に付された令和４年度決算に基づく朝日村公営企業会計に係る資金不足比率

につき、それらの算定の基礎となる事項を記載した書類を審査したので、その結果を８月７

日に意見を付して小林村長に報告させていただきました。 

  １、審査対象です。 

  令和４年度決算に基づく朝日村健全化判断比率、公営企業会計に係る資金不足比率及びそ

れらの算定の基礎となる事項を記載した書類です。 

  ２、審査期間は、令和５年７月26日から８月４日までの期間です。 

  ３、審査結果です。 

  審査に付された健全化判断比率は、実質赤字比率なし、連結実質赤字比率なし、実質公債

費率比6.8％、将来負担比率なし、資金不足比率なしであり、それらの算定の基礎となる事

項を記載した書類は計数的に正確であることを認めました。 

  ４、審査意見です。 

  （１）法令に照らし、財政指標の算出過程に誤りがないことを認めます。 

  （２）法令等に基づき、適切な算定要素が財政指標の計算に用いられていることを認めま

す。 

  （３）財政指標の算定の基礎となった書類等が適正に作成されていることを認めます。 

  （４）客観的事実の妥当性を判断した上で、財政指標の算定を行う場合において、公正な

判断が行われていることを認めます。 

  以上４点、それぞれを認めました。 

  次に、18ページ、19ページにあります資料１、資料２の状況につきましてご覧をいただき

たいと思います。 
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  以上、決算審査報告をさせていただきました。 

○議長（北村直樹君） 羽多野監査委員は自席へお戻りください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第22、ただいま提出されました議案第50号から議案第56号まで及

び認定第１号から認定第７号まで並びに報告第３号の議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。議案内容説明は全員協議会において行いたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時１１分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午後 ４時４５分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

  ここで、引き続いて全員協議会で議案内容説明を行いますので、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ４時４５分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午後 ５時２７分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎散会の宣告 

○議長（北村直樹君） 報告第３号につきましては、報告でありますので、報告を受けたもの

として処理いたします。 

  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ５時２７分 
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地方自治法第１２３条の規定により署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

         議     長               

 

 

         署 名 議 員               

 

 

         署 名 議 員               
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令和５年朝日村議会９月定例会 第２日 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

令和５年９月１２日（火）午前９時開議 

    開  議 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 諸般の報告 

第 ３ 一般質問 

 （追加付議事件） 

第 ４ 認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定についてに係る訂正について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 

     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 
会計管理者兼 
総 務 課 長 上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 さおり 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 大 池   守 君 産業振興課長 清 沢 光 寿 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君   

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 
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議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ５番  豊 田 惠美子 議員 

    ６番  清 澤 あゆみ 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  本日の説明員は、村長、副村長、教育長、各課長です。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎一般質問 

○議長（北村直樹君） 日程第３、これから一般質問を行います。 

  質問は申合せの順に行います。質問席にて、議員番号、氏名を告げてから発言をしてくだ

さい。 

  なお、議員１人の持ち時間が答弁を含めて50分と決められております。簡潔にお願いいた

します。また、時間５分前になりましたら、事務局からリンでお知らせをいたしますので、

お含みおきをください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 中 村 文 映 君 

○議長（北村直樹君） 最初に、２番、中村文映議員。 

  中村文映議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） ２番、中村文映です。 

  本日は、２項目について質問させていただきます。 

  まず１問目、今後課題となる大規模投資と財政状況について伺います。 

  村長は、４月の村長選のとき、村の今後の課題を、大型の社会資本はほぼ全てにおいて老

朽化を迎え、施設のリニューアルや統廃合が大きな課題だと指摘されておりました。 

  また、少子高齢化、人口減少、農業者の高齢化、新たにＤＸ等への取組も重要な課題だと

しています。また、１期４年間に多くの財源と時間を投入して行った取組についても、今後

も継続して取り組んで、実を取る必要があるとしています。さらに、新たな課題として朝日

村を無医村にしない対策や、住める状況にない空き家144軒をどのように活用していくかな

ど、重大な案件にも取り組むと公約をされました。 

  その多くの公約実現には、多額の財政出動が予想される状況です。 

  例えば、村民生活に一日たりとも欠かすことのできない上下水道関連事業だけ見ても、現

在建設が進行中の大尾沢浄水場の建設や、第二水源からの送水管の埋設工事、また肝腎要の

第二水源の湧出量の減少に対する対応。また、昨日発生した水道管の破管のように、村内全

域の水道管の老朽化、建設から40年近い年月がたち、施設の老朽化が進む下水処理場を今後
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どうするかなど、多額な資金が見込まれ、今後の厳しい財政状況が予想されます。 

  しかし、村外の方からは、朝日村は東京電力の税金があるから豊かだ、お金持ちだとよく

言われます。村民も、村は本当にお金持ちなのか、また、東京電力の税金がなくても大丈夫

なのかと疑問に思っています。 

  そこで、本日はその疑問に答えるべく、以下の質問をさせていただきます。 

  ①村民の素朴な疑問、村はお金持ちか、東電からの税金がなくなっても大丈夫かとの疑問

に、村としてはどのように回答されますか。 

  ②今後予想される大型社会資本整備は、どのようなものが想定されているのか。 

  今後10年間に村の財政計画、またさらに、長期的な20年間では、普通建設事業費の投資総

額はどの程度の規模になるのか。 

  ③現在、村には約24億円の財政調整基金があるが、その金額を村長はどのように捉えてい

るか。また、幾つかの目的基金があるが、今後の大型投資を想定して、新たな目的別基金の

積立てを行う予定があるかお伺いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） おはようございます。 

  今日は、一日長丁場になりますが、よろしくお願いいたします。 

  それと、昨日早朝未明、起きました水道管の破管事故に関しましては、特に発生場所が西

洗馬であったということもありますが、西洗馬の議員さんには、すぐに駆けつけていただい

て、地域に水を配ったり、フォローしていただき、感謝を申し上げます。ありがとうござい

ました。 

  さて、今の中村議員の①と③の質問にお答えをいたします。 

  朝日村が、お金持ちなのかとのご質問でございますけれども、お金持ちの定義というよう

なものは不明でありますし、幾らお金があればお金持ちなのかというところも、皆さん個々

の判断でございますので、分からないというのが正式な回答です。 

  しかし、昔から朝日村って裕福だよねとか、今、議員がご質問されたようなお金持ちだよ

ねというようなことは、よく皆さんも聞いていることかと思います。私も聞きます。そこで、

これは要因だと思うんですが、昔からレタス御殿が建つだとか、レタスでうんともうけたと

か、農家の皆さんの裕福さは、これはもう伝わっているということが１つ。それと、東京電
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力のやはり存在というのは、それなりきのインパクト。これは、固定資産税という税金が入

ってまいりますので、そういったことからして朝日村って裕福だねとか、いいねとか、お金

持ちだねというようなことが一般的に言われるかというふうに思います。 

  それと、次の24億円の財政調整基金があるがということで、大型投資を想定して、新たな

目的別基金の積立てを行うことを考えているかという質問でございますけれども、今おっし

ゃられるように、朝日村が保有する基金でございますけれども、総額では32億円を超えてお

ります。 

  内訳は、財政調整基金として約24億円、その他にも保健福祉基金として約５億円、文教施

設整備基金として２億2,000万円、またはふるさと応援基金3,000万円等々でございまして、

基金全体では32億円ほどがあるということになっております。 

  ご質問のこの金額をどのように捉えるかというご質問でございますけれども、安心できる

基金を、今まで積み立ててきてくださったということに感謝を申し上げたいと思います。 

  そもそも、財政調整基金の活用目的は、大規模災害時での活用とか、税収が一気に落ち込

んだようなときに、財源が不足するというときの、取崩しということをする目的でためてあ

りますので、標準財政規模のいろんな資料とか、参考資料とかいろんな文献を見ますと、標

準財政規模の20％くらいあれば基金としては、いいのではないかというふうに言われており

まして、朝日村の標準財政規模は約26億円でございますので、５億円あれば標準的というこ

とかと思います。それが24億円もありますから、お分かりのとおり、少し安心した基金があ

るということかと思います。 

  そして、今後、新たな基金の積立ての予定はとの質問でございますけれども、最近では、

森林環境譲与税の活用基金ということを設けましたので、今現在では、そのほかの基金とい

うことは、特別考えておりません。 

  以上、私からは、①と③の質問についてお答えをいたしました。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、私から中村文映議員ご質問の今後想定される大

型社会資本整備及び投資総額について、お答えをいたします。 

  まず初めに、今後想定される大型社会資本整備は、どのようなものかという質問について

でございます。 

  村では毎年度、今後10年間の収入及び事業費を推計した財政計画を立てております。 
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  現在、策定済みの計画は、昨年度策定したものでございまして、令和５年度から令和14年

度までの10年間の計画でございます。その計画の中で想定されている主な事業につきまして

は、村道舗装の長寿命化、地域優良賃貸住宅整備事業、旭ヶ丘村営住宅更新事業、小学校特

別教室棟長寿命化事業、トレーニングセンター等の長寿命化事業などでございます。 

  10年間の普通建設事業費の総額といたしましては、一般会計分で約39億円、公営企業会計

である上下水道施設の更新も含めますと、総額約59億円となっております。 

  さらに、20年間、令和５年度から令和24年度までの普通建設事業につきましては、現在作

成され、ホームページで公開をしております個別施設計画、中長期計画の見直しシートによ

りまして確認可能でございますが、令和５年度からの20年間で、一般会計分が約46億円でご

ざいます。 

  15年度以降の上下水道事業の計画につきましては、公営企業会計として、この個別施設計

画の中長期計画とは別の計画となっておりますので、この金額には含めておりませんので、

ご了承いただきたいと思います。また、個別施設計画の事業費につきましては、それぞれの

施設の建築年、面積、構造等を基に、想定される大規模改造等の時期、事業費を積算したも

のでございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 先人の皆さんが安心して、基金をずっと積み立ててきていただいてい

て、安心だということでしたし、また、今課長のほうから答弁いただいた大型の投資金額を

お聞きすると、やっぱり結構大きな金額だなというふうにびっくりするところです。 

  先ほど、村長も財政力を判断する基準は１つじゃないであろう、一概には言えないという

ことなんですけれども、私もいろいろな見方があるということは、承知しているところです

が、先ほど村長も説明ありましたけれども、朝日村が、１年間に普通に行っていくための必

要な経費となる標準財政規模が25億7,000万円と、今回の決算に載っておりましたけれども、

村の今、持っている貯金の総額からいけば、基金だけでも24億、今説明があった全基金だと

32億ということですから、１年間、交付金がなくてもやっていけるすごい金額だなというふ

うに思うわけです。 

  財政って、１年間にどのくらい収入が入ってくるかを想定して、事業計画を行っていくわ

けですよね。ですから当然、財政バランスというか、均衡しているというのが普通だと思う
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んですけれども。それが24億、32億、こう積み上がってきたということは、本来だったら、

その年に使うべきお金を使わなかったというふうに、逆に見ることもできるような気もする

んですけれども、その辺についてはどのようにお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今までの朝日村の歴史を見ますと、十七、八年前に、非常に財政危機

に陥ったということからして、ずっとその辺は、安定した財源を確保するという中長期的な

目的のために、今までの村政では、積立てをしてきたというふうに捉えられております。そ

れが１つ。 

  それと、今、議員がおっしゃられるように、やはりお金を使って村民の生活を豊かにして

いくというのも、これはやらなくちゃいけないことですから、ちゃんとした計画の基に、ち

ゃんとそのお金を使わしてもらうということは、これは大事かと思います。 

  ですから、一概に貯金するばかりがいいことではないと、今せっかく、こうやってためて

きていただいているお金でございますので、これ以上、我々の財政的な指標が悪くならない

程度に、そういった基金も取崩しをさせていただいて、有効的に活用していくというのも、

これは村民益にかなうということかと思います。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今、村長に説明いただきましたが、やっぱりためるだけじゃなく、使

っていくことも必要だというのは私も同感です。 

  ただ、先ほど、説明にはなかったんですけれども、貯金は24億、32億あるということなん

ですけれども、逆に村債のほうも、一応22億円あるわけですよね。昨年度は２億9,000万円

返済をしていく。それしばらく、年々３億近い金額を返済していかなきゃいけないというこ

とです。 

  昨年度は、東京電力が設備投資を行ってくれたおかげで、固定資産税が４億7,000万円も

増えて、自主財源比率も一気に12％ぐらい多くなりまして35％ということでしたけれども、

でも、逆に言えば65％は依存財源というのが現状ですよね。ですから、よその市町村に比べ

たら、非常に財政状況なんかは、いい状況にはあると思うんですけれども、預金の部分と借

金の部分、この辺の借金の返済みたいなところについては、どのように考えているのかお聞

きしたいんですけれども。 
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○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 中村議員ご質問の地方債の償還等につきましては、これま

での事業で地方債につきましては、交付税措置のあるものを優先して借りておりまして、そ

れを活用しながら、また基金も活用しながら、ここ数年はコロナの交付金を活用しながら、

住民のサービスを行ってまいりました。 

  地方交付税の措置があるとはいえ、地方債の残高は増えておりまして、基金も積み上がっ

てきたところですので、バランスを見ながら繰上償還等を行いまして、これ以上地方債の残

高が増えないように、その辺も注意しながら財政運営をしていく予定でおりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 企画財政課長から説明いただきましたけれども、村民の皆さんも、財

政調整基金についてはどのような性質の基金なのか、先ほど、村長の説明の中にもありまし

たけれども、一般に家庭で言えば普通預金といいますか、ある意味いつでも使えるというか、

たんす預金的な、そんなように捉えていい基金なんでしょうか。その辺はいかがですか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 財政調整基金につきましては、特定目的基金とは違いまし

て、目的が縛られていない基金でございますので、先ほど、村長が申し上げましたとおり、

災害等の突発的なものに対応するですとか、あとは、財政状況が悪化した際の財源として、

確保しているものでございます。 

  ですので、いざというときのための積立てということもございますけれども、地方財政法

の中では、繰越金の２分１は、翌々年度までの間に積み立てなければいけないという決まり

もございますので、それに従って積み立てているものでございます。 

  ですので、財政状況が悪化しないように、その基金も使いながら、住民サービスが充実さ

れるように運営をしていきたいと思っております。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 先ほども、村長も平均的には、標準財政の５％でしたっけ……積み立
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てていけばいいということで、大体５億円くらいが標準的じゃないかというお話もありまし

たが、どれだけあれば、急激な財政危機とか災害とかに備えるかというのは、分からないと

ころでございますが、先ほども申しましたとおり、やっぱりただ積み立てればいい、村長も

言ってました、ただ積み立てる、どんどん増えていけばいいということじゃなくて、やっぱ

り基金を取り崩して、今現在生きている、ここに生活している村民に、サービスをしていく

という村長のほうのお話もございましたけれども、私も全く、そのとおりだなというふうに

思っているところです。 

  もしもに備えることは、非常に大事かと思いますが、同規模の自治体から見ても、金額は

少し多いのかなというふうに思うところです。 

  ですので、この24億、少し余裕にも見える基金を使って、村長が今年４月の公約の中で、

９つぐらいの項目を公約として挙げているかと思うんですよね。その中には、細かく各項目

が数個ずつついていて、全部で約40項目くらいの内容があろうかと思います。その中には、

当然、長期的な課題もございますが、すぐにでもできるような施策も、幾つかあるというふ

うに思いました。 

  野菜の価格安定基金の増額や趣味の活動支援、出産祝い金の増額、それから未満児保育の

無償化、奨学金支援、また私が以前からお願いをしている、村長はやると言ってくれていま

したが、補聴器の購入資金などもありますが、過去の村民の皆さんには、申し訳ないんです

けれども、今、朝日村で一生懸命生活している方々に、早急に財政調整基金等を使うなりし

て、ぜひ村長のすばらしい公約を、もう実現していただきたいと思うんですけれども、この

辺、村長いかがですが。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今の、私の公約に基金をということでございますけれども、公約を実

行するためには、やはり財源が必要になります。今よりプラスした。それは、全体の調整を

見ながら、基金をあえて使う必要があるのか、またほかのことで財源が出てくるのか、それ

は、よく精査をしながら決めていきたいと思います。 

  ただし、やはり基金として、いざのときの積立てでございましたので、やはりこれから想

定される朝日村の医療をどうするかだとか、そういったやっぱりある程度、規模の大きい、

ある程度、財源が必要となるような事業に使わせてもらうのが、私は基金としては、一番い

いんじゃないかというふうに思っております。 
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  ですから、今いろいろのいわゆる福祉向上のための施策というのは、通常の行財政を行う

上でおいて、そちらのほうから何とか回せないかというふうに今考えております。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） やっぱり危機に備える、それから緊急に備えていくということもあれ

ですし、今、村長のおっしゃったとおり、長期的な課題の中で大きな問題も抱えているので、

そちらのほうに使っていきたいということなんですけれども。 

  ただ、先ほど来申し上げていますとおり、村民が税金を払い、事業者も税金を納めてきて

います。それから、国のほうとしましては、朝日村の村民が国民として、最低平等で、全国

の国民の皆さんと同じような生活を維持するために、交付金も出してくれていますので、や

っぱり積み上げたということは、１つはある意味、使わなかったということにもなろうかと

思いますので、ぜひその辺、当然どういうふうにやっていくか、財政計画の中でしっかり練

っていただいて、基金も含めた形で、私は検討をしていただきたいなというふうに思うとこ

ろです。 

  また、１期目もそうだったと思うんですけれども、何かこうスピード感という点において、

多少、例えば、村長の公約を実現するというときに、どうも何か、周りの市町村との横並び

とか、前例がないみたいなところで、なかなかまないたの上にのってこないというか、俎上

に上がらないというような傾向もあるように思うんですけれども。村長、その辺については、

ぜひ課長の皆さんにハッパをかけていただいて、４年間での公約というようなこともござい

ますので、ぜひできることについては、早急に取り組んでいただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） スピード感が云々という話がありましたが、私は違うと思っています。

スピード感、持ってやっていると思っています。 

  やはり、学校給食費の小学校の無償化なんというのもそうでありますし、我々の財政の中

で、できる範囲のことはスピードを持ってやるという、基本的な考え方は変わりませんので、

お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 
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○２番（中村文映君） 私も、今、村長からお話があった小学校の給食費の無償化事業、他市

町村に先駆けてやっていただきましたし、朝日村の通学事情を考えますと、高校生の通学補

助というのは、非常に朝日村らしい、いい施策だったんではないかなというふうに思ってい

ます。 

  当然その時も、財政を心配するご意見もお聞きしておりますけれども、やっていただいた

こと、それから、コロナ期における商品券なんかの配布事業も、数多くやっていただき、村

民からもよかったと、助かったというお声も私のほうに届いておりますので、決して、やっ

ていないということではないんですけれども、ただ、まだまだ、今先ほどもちょっと挙げた

ことについては、もう半年過ぎているわけですので、例えば、各担当の課の中に検討するよ

うな委員会とか、準備ができて取りかかってもいいではないかなというふうにも思うところ

でございます。ぜひ、４年間という期間が公約にはあるかと思いますので、速やかに取りか

かれるところは取りかかっていくよう、課長の皆さんに、ご指示をお願いできればと思いま

す。 

  もちろん、やみくもに村政を運営しているわけではなくて、朝日村には第６次総合計画が、

今、前期の後半を迎えています。当然、この第６次総合計画にのっとり、進めなくてはいけ

ないわけですけれども、今年、令和７年から始まる第６次総合計画の策定に当たり、前期の

検証の年になるかなというふうに、私は思うところですけれども、総合計画審議会等の審議

が今、始められているのか、それに向けての検証作業みたいなものが、もう既に行われてい

るのか、その辺について１点伺いたいと思います。 

  あと、財政計画を立てる。先ほど課長のほうからも説明ありましたけれども、財政計画に

毎年毎年、落とし込んでいかなきゃいけないわけですけれども、そのためには、１年１年の

検証が非常に大切かというふうに思うわけです。 

  私も、第６次の総合計画を策定するときに、委員をやらせていただいておりました。その

ときに、答申をするに当たり、ここに朝日村の第６次総合計画、持ってまいりましたけれど

も、一番最後のところに答申というのがありまして、二つの意見をつけて、答申をさせてい

ただきました。 

  その二つ目のところに、計画された施策が着実に遂行されるよう、外部評価を取り入れ、

毎年度の進捗管理を適切に行い、目標の達成に向けて取り組んでいただきたいという意見を

つけて、答申をさせていただいたんですけれども、この外部検証というのは、今この３年間

において、やられてきているのかどうかを伺います。 
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○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 中村議員ご質問の外部評価についてお答えをいたします。 

  毎年度、行政評価ということで、それぞれ事業について各担当が評価し、それを施策とし

て取りまとめて、村全体でどのように評価するかという施策のシートを作成しまして、内部

の評価を行います。 

  その内部の評価を基に、大学の先生ですとか、農業者の方、各種団体の方が集まりまして、

５人だったと思いますけれども、行政評価委員ということで評価をいただいております。 

  細かな施策一つ一つは難しいので、大きな施策について評価をいただいているところでご

ざいます。 

  今年度につきましては、ただいま各担当が評価した事務事業につきまして、各課長のほう

で、施策の評価をしているところでございます。それがまとまり次第、また外部の評価とい

うことで、大学の先生等を含めた評価委員会を開きまして、評価をいただきまして、総合計

画の事業が着実に進められているかというところを、ＫＰＩの進捗状況も含めながら検証を

いただいて、令和７年度からの後期の計画を立てる前の評価にということで進めているとこ

ろでございます。 

  今年度は、村民の皆様のアンケートを実施する予定ではございますけれども、来年度には

その計画、後期の計画策定に向けまして、村民の皆さんも含め、ご協力をいただきまして計

画を進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

〔「総合審議会」の声あり〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 総合審議会という形ではなくて、評価のほうは、行政評価

委員会ということで予定をしておりますのでよろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 確かに毎年、議会のほうにも内部評価、業務評価について、こういう

評価になりましたというのが来て、私ども議員のほうも見させていただいているんですけれ

ども、その中で、議会のほうからは、深い検証の跡が見られない。内部評価ですので、なか

なか自分たちのやってきたことに対して正確に評価、自分がやったことに対して評価すると

いうのは、非常に難しいのかなというふうに思って、非常に簡単な文章で、ほとんどがオー

ルＡといいますか、それがＢになったりＣになったりすることは、ほとんどないような状況
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について、評価が、本当にそれでいいのかというような注文が出て、毎年評価をいただいて

いるときに出ているような状況もあります。 

  それから、昨年度でしたか、やっぱり行政評価委員の先生から、結構厳しい意見がついて

いたような記憶が、今課長の話を聞いて思い出したところですが、やっぱり進捗管理事業を

進める上で、予算を立てて進捗管理をしていくことも非常に大切ですが、完成した後の検証

と評価というのが、今後仕事をする上において、非常に大切かなというふうに思うところで

ありますし、また、やっぱりきちっと自分がしてきた事業に対して、職員の皆さんが理解す

ることは、非常に力量アップにも、私はつながるというふうに考えております。 

  ぜひとも、外部評価、それから総合計画の審議会等も開いていただいて、次の後期計画の

策定に、取りかかっていただければなというふうに思いまして、私の１問目の質問を終わり

ます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 最終処分場の現状と今後の見通しについて伺います。 

  先日、松塩地区広域施設組合の環境保全協議会の会議に出席しました。その折、地元島内

町会選出の議員から、新しい焼却炉の建設が用地確保問題で遅れていること、また焼却プラ

ント建設には、入札や設計に４年、建設に４年かかるとされていて、当初、令和11年完成予

定がずれ込むことへの懸念が示されました。 

  地元は、約60年にわたって施設を受け入れ、さらに今後も施設を受け入れるに当たり、

喧々諤々の議論があり、対立する意見を調整する委員の方々のご苦労の一端を知らされた。

また、地元負担を強いる施設の建設の難しさを痛感した会議でした。 

  当朝日村においても、松塩地区広域施設組合（建設当時は、塩尻朝日衛生施設組合）の最

終処分場があり、年２回小野沢、本郷地区の役員が出席して、最終処分場連絡会議が開催さ

れ、排水処理水や周辺地下水の検査結果、埋立量の報告などが行われています。 

  現在、広域施設組合が建て替えを計画している焼却炉の形式は、昨年度選定が協議され、

今と同じ全連焼却式焼却炉（ストーカー炉）と決定しています。そのため、現在と同じよう

に可燃ごみを焼却に伴い、約13％の主灰や飛灰等のごみが出ることが想定されています。 

  今年６月に開催された最終処分場連絡会議では、朝日村の最終処分場の埋立率は63.8％と



－45－ 

の説明がありました。現在での量を埋め立てていけば、あと９年後には、満杯になるとの報

告でした。 

  今後、焼却灰や埋立てごみをどう処理していくのか、新たな処分場建設をどうしていくの

か。地元に負担を強いる施設建設には、場所の選定作業や地元説明、合意形成、設計建築と

長い期間が必要となります。処分場が満杯になる９年後を見据えて、今から取り組むことが

必要と考えます。 

  そこで、伺います。 

  ①改めて、現在の最終処分場の埋立て状況を伺います。また、正確な予測として何年後に

使用できなくなるかを予測を伺います。 

  ②最終処分場は、現在松塩地区広域施設組合の施設ですが、塩尻市と朝日村から出たごみ

の最終処分場として利用されています。今後について現時点で、塩尻市とは、話合いを持た

れていますか。また、持たれているならば、その内容をお知らせください。 

  ③焼却灰の最終処分には、埋立て以外にも方法はあるかと思いますが、埋立て以外にどの

ような方法があるのか、また、全国の他の市町村は環境保全や技術進歩を踏まえて、長期的

にどのような処分の方向に進んでいるのかをお伺いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、中村文映議員ご質問の最終処分場の現状と今後の

見通しにつきまして、お答えさせていただきます。 

  初めに、①につきまして可燃ごみ焼却に伴い、主灰、焼却灰と、飛灰、集じん機などで採

取される細かい灰が発生し、本村の最終処分場には、飛灰と埋立てごみを埋め立てておりま

す。 

  松塩地区広域施設組合によりますと、今年度８月は約560トンの飛灰を埋め立てておりま

す。これは、例年どおりの量であるとのことであります。今年度の飛灰の埋立て量は、直近

の３年間の平均と同じく約1,200トンを埋め立てる予定であるとのことです。 

  主灰と飛灰の処理方法は、埋立てだけでなく、民間企業に処理委託もしております。社会

情勢の影響も考えると、今後の正確な埋立ての予測は難しいという予想です。協定の埋立て

期限である令和15年までは、使用するという予定ですのでよろしくお願いいたします。 

  続きまして、②につきまして、最終処分場の今後につきまして、昨年７月に塩尻市と最終
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処分場の今後の運営について検討をしております。引き続き塩尻市と協議を継続してまいり

ます。 

  最後に、③につきまして焼却灰の最終処分の処理方法ですが、自治体が所有する最終処分

場の埋立てのほか、民間の処分場への埋立てや再資源化処理を委託する方法がございます。 

  再資源化処理につきましては、幾つか処理方法があり、例を上げますと燃焼処理これは焼

却灰をさらに燃焼させて無害化し、人工砂へ加工後、路盤材など建設資材や、点字ブロック

などに再生する方法があります。 

  ストーカー方式を採用している多くの自治体は、灰の処分は、最終処分場への埋立ての方

向は、今現在でも変わっていない状況であります。焼却灰の再資源化の技術は進んでおりま

すが、コスト面に課題があると感じております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今、課長のほうから説明していただきましたけれども、埋立て以外に

も処分の方法はあるというお話もありましたが、最終的には、多くの自治体はコスト面など

を考えて、埋立てということを継続しているんではないかというお話でしたが、そうします

と、今後も塩尻市と朝日村は、やっぱり埋立てをしていくということになろうかと思います

ので、先ほど来申し上げているとおり、非常に用地選定含めて、地元の理解や建設にも時間

がかかることだと思いますので、早急に塩尻さんと話合いを持っていただきたいなというふ

うに思っておるんですけれども。先ほど、私も７月というのが、今年の７月だったのか、昨

年の７月だったのかちょっとはっきりしなくて申し訳ないんですけれども。とにかくその内

容について、お話がなかったところなんですけれども、塩尻市の百瀬市長も小林村長も、任

期は、今期含めて４年でございます。ぜひこの４年間で、方向性を決めていただければなと

いうふうに思うんですけれども、これに対する村長の思いをお聞かせください。 

○議長（北村直樹君） 中村議員の持ち時間があと４分を切りました。手短に回答のほうをお

願いいたします。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今そのようにして動いております。 

○議長（北村直樹君） 中村議員、集約に入って下さい。 
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  中村議員。 

〔２番 中村文映君登壇〕 

○２番（中村文映君） 今、村長、そのように努めていきたいという回答でしたのか、ぜひそ

うしていただきたいなというふうに思うところです。 

  建設当時は、朝日の焼却ごみを塩尻市で燃やしていただいていました。でも、今現在は、

松本の焼却場で処分をしていただいておりますので、多少状況が変わっているかなというふ

うに思います。ただ、今現在でもごみの収集とか、ごみ袋に関しては、塩尻市に大変お世話

になっているところでございますが、ある意味、今は対等に近い立場にあるのかなというふ

うに、私は思っております。 

  ぜひ、小林村長の交渉力、折衝力に大いに期待をいたしまして、これで本日の質問を終わ

ります。 

○議長（北村直樹君） これで、中村文映議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 羽多野 美 映 君 

○議長（北村直樹君） 次に、３番、羽多野美映議員。 

  羽多野美映議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ３番、羽多野美映です。 

  私は、３問質問いたします。 

  これらの質問は共通して、「行政が今後の未来の朝日村にかける想い」をテーマとしてい

ます。なお、通告書の内容から外れない範囲で、補足の説明をしながら行いますのでご承知

おきください。 

  １問目、帯状疱疹ワクチン接種助成と子宮頸がんワクチンキャッチアップ接種の周知につ

いてです。 

  まず、①として３月定例会で質問した帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について伺います。 

  国としては、定期接種となっていないこのワクチンの接種費用を、公費負担することはで

きず、村も負担することは保留するとお答えいただきましたが、テレビ松本の健幸の窓など

を利用し、周知をしていただきました。 
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  ワクチン接種費用を負担してほしいとお願いした理由は、１つ目に、中高年の発症率が全

体の７割と言われ、仕事を持つ世代の人たちは治療を始めるタイミングが遅れ、重症化する

傾向にあるということからです。 

  発症した場合、おおむね２週間は通院が必要となり、神経節が完全にウイルスに侵されて

しまうと、神経痛などの強い後遺症が残ります。特に、三叉神経が支配している顔では、顔

面神経痛や顔面麻痺などの後遺症に悩む人もいます。そして、一度ならず、反復性に発症す

る人もいて、健康被害はかなり深刻だということを理解していただき、対応を考えてほしい

と思いました。 

  そして、２つ目に、2014年水ぼうそうワクチンの定期接種が始まった頃から、子育て世代

である20代から30代の発症が急増しています。 

  こちら資料１をご覧ください。 

  宮崎スタディよりというグラフになっておりますが、2014年から急激に発症率が増えてお

ります。なぜ、この年代が急増しているかと申しますと、水ぼうそうにかかる子供たちが少

なくなり、軽い水ぼうそうにかかり、抗体ができるといったブースター効果が期待できなく

なったというのが理由とされています。 

  今後そうした形で、若い世代で、帯状疱疹の発症が増えるリスクが高まっているというこ

とを、私は心配しています。 

  理由の３つ目は、高齢化するほど免疫力が弱く、再発リスクが高いということです。 

  資料２にお示ししましたワクチン接種効果は９割と言われ、予防効果が高く、発症率を抑

えることが期待できるのです。生ワクチンを接種した方にその後の様子を伺ったところ、毎

年発症していた帯状疱疹は、その後一度も出ていない。それまではかかると毎日、発疹部位

を消毒しに行き、何日も薬を飲まなければならなかったから、本当に助かっているというこ

とでした。 

  費用負担は、前回の質問では実現できませんでしたが、村では、周知活動に力を入れて下

さり、３月以降、帯状疱疹について興味を持たれた方が、非常に増えたように思います。 

  そして、発症を体験した人からは、つらい経験をしなくて済むならワクチン接種は受ける

べきと、異口同音に感想を述べています。 

  定期接種の場合、健康被害の救済制度がありますが、任意接種においても救済制度があり

ます。資料を参考資料としておつけしましたのでご覧ください。こうした救済制度も、きち

んと整っているということ。今後近い未来には、将来には、定期接種へ移行する可能性が高
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いということ。また松本市では、４月からの費用の一部助成が始まったということ。それら

を踏まえ、村でも一日でも早く接種費用の負担をご検討いただけないでしょうか。 

  次に、②として定期接種として行われている子宮頸がんワクチン（以下ＨＰＶワクチンと

言います）接種は、一時強い健康被害を訴える接種者が次々に現れ、以後、定期接種を控え

る期間がありました。 

  接種を逃した人に対し、キャッチアップ接種として、令和４年４月から令和７年３月の３

年間の期間限定で、公費での接種機会が提供され、当村に住民票がある対象者にも通知が届

きました。ＨＰＶワクチンの接種費用は非常に高価で、公費負担で接種することにより、家

計としてはかなり助かると思います。 

  資料３をご覧ください。 

  ２価、４価は１万5,000円から２万円、９価のシルガードというワクチンについては、１

回につき２万5,000円から医療機関により３万円かかるという負担になっております。 

  村のホームページを見ますと、４価ワクチンのみ補助の対象と案内されています。その理

由はと、当初の通告書に私は記載しましたが、更新日を確認しますと昨年の８月30日が最終

の更新日になっていたので、今年４月から公費負担となった９価ワクチンの補助についての

案内はなかった、ということで理解しています。 

  先日、対象者である私の娘がワクチン接種の申請をし、資料を確認したところ、９価の補

助もできるという内容で案内されていました。 

  しかし、ここで問題としたいのは、新しいワクチンができている。そして、その予防効果

は、今までのワクチンよりも高い。そうした先進的なものが受けられるようになったことを、

なぜ、積極的に周知しないかということです。冒頭で申しましたように、今後の未来の朝日

村のためにと考えると、一人でも多くの健康な人たちが村を支えていけるように、行政が取

り組むべき必要な事業として捉えていただきたいと思います。 

  重症化した帯状疱疹にかかる医療費、万が一、子宮頸がんを患ってしまったときの医療費

や生活負担は、村にとっても大きな負担となるはずです。こうした部分を含めて、費用負担

や周知活動についてどうお考えかお聞かせください。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、通告書をいただきましたので、それに基づいて答
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弁のほうをしたいと思います。 

  初めに、帯状疱疹ワクチン接種の助成についてお答えいたします。 

  ３月定例会においてご質問いただき、再度のご質問でございますので、早期の検討と取組

に期待していることからと存じております。国の動向は、前回と変わらないところでござい

ますが、議員おっしゃいますように、松本市での助成が令和５年４月から開始されたことに

よりまして、近隣の市村では、住民からの問合せがあるとも聞いております。 

  村といたしましても、県のワクチン接種の助成に関する調査の実施が予定されていると聞

いておりますので、その結果や県の動向も踏まえまして、財政的な観点も含め、前向きに検

討してまいりたいと思っております。 

  続きまして、子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種の周知についてお答えいたします。 

  議員ご存じのとおり、村では令和４年４月に対象者の皆様へ、子宮頸がんワクチン接種の

再開の通知を発送しております。通知の時点で、定期接種化されているワクチンは２価のワ

クチンと４価のワクチンでありますけれども、令和４年度の定期接種のワクチン代の見直し

をしたところ、子宮頸がんワクチンの２価ワクチンにつきましては、需要がないことを理由

に金額が提示されず、朝日村といたしましては、４価ワクチンの接種のみのご案内となりま

した。通知では、２価は公費の対象となりませんと、確かに記載されておりました。分かり

にくく誤解を生むような記載であり、大変申し訳なく思っております。 

  令和５年４月より、９価ワクチンも定期接種化され、公費で受けられるようになりました。

また、２価ワクチンも業者から金額が提示されましたので、接種できるようになっておりま

す。このことにつきましては、広報５月号で周知しているものの、接種可能となった４月当

初に、キャッチアップ接種の対象者への案内は行っておりませんでした。 

  なお、接種を希望される方へは、予診票を渡す際に、９価ワクチンのリーフレットをお渡

ししましてご案内しております。 

  予防接種については、村のホームページの更新も最近まで行われておりませんでした。通

知発送後、これまでの間に対象者への直接の接種の勧奨は行っておらず、令和５年度になり、

接種できるワクチンが増えたときに、そのお知らせとともに接種の勧奨は行えたのではない

か、またホームページの更新のタイミングもこのときだったと、接種の呼びかけの機会を逃

しており、積極的な接種勧奨は行われておりませんでした。 

  接種勧奨の今後の予定としましては、年が明けますと接種できる期間が残り１年となりま

すので、未接種の皆様へ接種勧奨の案内をする予定となっております。 
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  以上です。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 度重なるお願いになりますので、ちょっとしつこいんじゃないかな

というふうに思われるかもしれないんですけれども、帯状疱疹に関しては、本当に各市町村

において、興味を持たれている問題になっていると思います。 

  医療機関でも、かなり周知活動に力を入れていて、やっぱりお医者さんから見ても、ワク

チン接種の効果ということが、非常に高いという理解をされているところです。 

  ぜひこれは一足早く、朝日村でも取り組んでいただき、決して全額補助とは言いませんけ

れども、やっていただくということで、やっぱり住民にとっての安心感、それから、これは

帯状疱疹になったことによってかかる医療費が、村にどれだけの負担になるかということも

考えてもらいたいんです。そういうことを両者の立場で考えることによって、ちょっと表現

が悪いんですけれども、どっちが将来的に見ていいのかということを、やっぱり考えられる

ような目端の利く、機転が利く対応ということをしていただきたいなと思ったので、再度こ

の帯状疱疹についてはお願いをしました。 

  それから、子宮頸がんについてですけれども、本当にもう接種期間が残り１年となってく

る中で、これは、どうして私がお願いしたいかと申しますと、この９価のワクチンが出た時

点で、非常にこの予防効果が高くなっております。添付資料にもつけております。 

  なぜ、この年代の人たちが、定期接種を行わなかったかというところに立ち返って考えて

いただきたいんです。非常に、健康被害が多くて、とても敬遠されていました。この定期接

種に関しては。怖い、やっても大丈夫か、こういう不安がある中で９価のワクチンが登場し

て、予防効果がある、大丈夫だよということを、国が改めて示しているわけです。そこをや

っぱり、後押しすることということが、私は大事なんじゃないかなと思うんです。 

  それを、さっきの帯状疱疹もそうなんですけれども、いち早く情報をキャッチして、予診

票送った時点で、９価が受けられるよということでは、やっぱりよくないと思うんです。９

価が、なぜ受けられるようになったかということを、きちんと分かっていただく呼びかけと

いうことが、私は、村の仕事なんじゃないかと思います。そこを、強く要望したいと思いま

す。 

  そして、９価のワクチンに関しては、表で示しましたように２回から３回というふうにあ

るんですけれども、この２回から３回という理由ですね。２回という効果が出ている年代と
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いうのは、たしか14歳から15歳以下の人たちに対象で、効果が出ていると検証されています。

それ以上の年齢というのは、２回の定期接種によって、効果が出ているかどうか不明だから

３回受けることになっているんです。 

  そこのやっぱり理由、根拠ということも踏まえていただいて、３回の定期接種を９価で受

ける。この理由をきちんと示していただきたいんです。 

  それをやっていただけるかどうか、もう一度確認をしておきたいんですけれども、いかが

でしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 今回、羽多野議員からご質問ございました。私といたしまし

ても、健康づくり係のほうへ確認しました。確かに積極的な接種勧奨というのは、行われて

おらず、もっとできたんではないかということで、大変反省しております。 

  保健師を中心に接種勧奨進められるように、今後どのような方法があるかも含めて検討し

て実施してまいりたいと思っております。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 上條課長から今、前向きな検討していただくという、対応していた

だくというお答えいただきましたので、これで１問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） それでは、２問目の質問をいたします。 

  防災士の活用と育成についてです。 

  大きな災害が起こったとき、自助と共助という２つの助けに頼るところが大きいというの

が、過去の災害の経験から明らかになってきています。 

  地域の特色を考慮した防災・減災対策が求められる中、地域と自治体の連携に努め、社会

の様々な場で減災と地域防災力向上のために活躍が期待されている防災士は、多くの自治体

で、普及活動が積極的に行われ、資格取得のための費用の助成、活動の支援に取り組んでい
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ます。 

  そこで、質問します。 

  村は、防災士という資格者の存在と役割についてどのような認識を持っていますか。 

  ②資料４及び参考資料をご覧ください。 

  防災士登録者数は、2011年の東北地方太平洋沖地震を機に増えています。資格取得は防災

に関心の高い、自主性のある意欲ある人が資格を取得することから、若い世代が村内活動に

参加し、地域で活躍する場を増やすことになるのではないかと考えますが、村として防災士

登録者を育成し、活用していくことは考えていますか。 

  ③資料５をご覧ください。 

  資格取得には、ある程度の費用がかかります。また、養成講座の受講やレポート課題、資

格取得後の普通救命講習など、課題が多い点が普及のネックになっています。 

  しかし、免除規定があり、消防団員等に対する資格取得は、登録申請をするだけで取得で

き、費用も9,000円です。免除規定を利用し、消防団員に資格取得を促したり、費用の一部

助成をするなど、資格取得を後押しするような制度の導入ができますでしょうか。お答えく

ださい。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、羽多野議員ご質問の防災士の活用と育成

についてお答えをさせていただきます。 

  最初に、防災士の資格者の存在と役割、認識しているかということでございますけれども、

防災士につきましては、日本防災機構が認証する民間の資格で、防災に関する一定の意識や

知識、また救命救急などの技能を習得され、平常時から防災対策に対する取組、災害時には、

地域の災害対応に取り組んでいただける方々と捉えております。 

  資格者につきましては、これまで、村では４名の方を把握しておりました。しかし、今回

改めて日本防災機構に確認したところ、現在は、村民の方６名、そのほかに村独自で村内の

事業所等に勤務されている方２名を把握している状況です。 

  コロナ禍前の地震総合防災訓練におきましては、それぞれの地区防災会のほうへ、この防

災士の方を紹介させていただきまして、自主防災訓練の計画段階から参加していただくよう

に、地区防災会のほうから声がけを行っていただいておりました。 
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  また、昨年でございますけれども、３年ぶりに再開しました地震総合防災訓練におきまし

ては、役場職員の訓練に参加をしていただきまして、職員と一緒に、昨年は避難所の設営訓

練を実施していただいております。 

  次に、村としての活用等のご質問でございますけれども、この防災士を取得する方につき

ましては、防災に関する意識が非常に高く、自らの防災対策を実践していただけるほか、平

常時から防災対策の啓発など、地域の防災リーダーとしての活躍が期待されると思います。 

  また、災害時には、防災に関する知識を生かして人命救助、また消火活動等にも当たって

いただきますので、今後若い世代をはじめ、多くの皆さんが資格を取得することで、地域全

体の防災力の向上が図られることと思います。 

  また、１つの防災士の活用方法でございますけれども、実は、今回の地震総合防災訓練で、

役場の職員は、大規模災害時の初動マニュアルの確認を行っております。 

  その中で、職員は大規模災害が発生した際、正規職員63名のうち、43名が各地区の避難所

の設営に派遣されることになっておりまして、おおむね１日そこで派遣されることになって

おります。 

  その一方で職員は、災害対策本部員として、災害発生から48時間以内に行わなければなら

ない応急対策が多数ございまして、職員は、災害対策本部の業務を優先する必要があります

ので、避難所の設営につきましては、地区自主防災会が主体となって設営いただくよう、見

直しが必要じゃないかということで捉えております。 

  防災士の皆さんが、避難所の設営に関わったことで、スムーズに避難所の開設ができたと

いう実例もお聞きしております。また、地区自主防災会の役員の皆さんも、数年ごとに入れ

替わってしまいますので、地域にいるこうした防災士の皆さんが、避難所の設営に関わって

いただくような活用ができれば、村としても大変ありがたいと考えております。 

  続いて、資格取得に関する助成制度の導入等の検討でございますけれども、先ほど述べま

したように、防災士の皆さんにつきましては、平常時から、また災害時における活動、避難

所の設営などおいて活躍が期待されるほか、近年は、人員確保が難しい状況にございます消

防団の、補助的な役割も担っていただける面もあると思います。 

  こうしたことで、防災士の活用が図られる場面は、ほかにも多数あると思いますので、改

めて村としても、住民の皆さんに広く防災士の資格取得の啓発に取り組んでいきたいと考え

ております。 

  また、ご質問の防災士の受講費用の助成につきましても、前向きに検討させていただきた
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いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  消防団の方の資格取得ということで、ご質問ございましたけれども、今年度、消防団の在

り方をどうしていくかということで、そちらのほうの検討も行っておりますので、消防団員

の資格の取得につきましても、そこで改めて併せて検討させてもらいたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 課長お答えのように、もう既に、朝日村として何をしなければいけ

ないかという問題は、もう明らかになっているんだと思います。その部分をどういうふうに

していくのかということの仕組みづくりだったり、役割分担だったりということが、これか

ら行政の役割といいますか、やっていただくことだろうなというふうには思います。 

  特に、大きな災害が起これば、本部も被災者になるということは、もう当然分かっている

ことなんです。そうした場合に、48時間の救助は誰がするんだというと、私も実は、防災士

の先日養成講座を受けてきました。そのときに言われたのは、48時間以内で手を入れられる

その力というのは、地元の住民であると、そういうことでした。 

  阪神淡路大震災のときに、倒壊した家屋から救助できた、救助した人たちというのは、

80％が住民の人たちの力だったそうです。残りの２割は、ようやくたどり着いた公助だった

ということでした。 

  そういうことを考えたときに、やはり、その防災士という人たちの役割を、もう一度考え

直していただきたいたいなと思います。私が把握していたところでも、当時は４名というこ

とでした。６名で、またプラス２名だということ、とても、少しの増加なんですけれども、

よかったかなと思います。そして、先日私も合格通知を頂きましたので、そこに１名加えて

いただけたらなと思います。 

  それから、先ほど来申しましたように、防災士の資格というのは、資格のない人はこれだ

けの勉強をしなければいけません。以前、村長がおっしゃっていた、男女共同参画のときに

女性を防災士にどうかという話を、私させていただきました。その際に、村長おっしゃって

いました。電話帳みたいに厚いんだと、テキストが。そんなわけないと思って、私も受講し

てみたら、こういう状態です。しかも、まださらに、この中からレポートを13項目つくらな

ければいけない、それから２日間の講習、そういった負担というのは、一般の人からは、到

底負担があるものです。 
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  ですから、やはりこの消防団の人たちを利用しない手はないなと、私は思います。せっか

く団員の皆さん、好意で入団していただいて、一生懸命、地区の防災のためにやってくださ

っていますから、どうだという話を積極的にしていただいて、費用の助成もできたらしてい

ただきたいと。団員の人は安いので。一般の方は４万円です。本当に高いです。そこも含め

て、私だけじゃなくて、女性の防災士が、また増えてくるといいかなと思いますので、ぜひ、

よろしくお願いします。 

  それから、この件について、社協の職員の方にちょっと話をしてみたところ、社会福祉協

議会には、災害ボランティアですか、というのがあると思います。そことコラボして、やっ

ぱり防災士の人たちと、いろいろなことをやっていくのもいいよねということを、おっしゃ

ってくださいましたので、そういったところでもちょっとまた、やっていただけるようなこ

とをお考えいただきたいなと思います。 

  お願いすることばかりで、２問目の質問を終わりにしたいかと思うんですけれども。 

  以上で、２問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員の２問目の質問は終わりました。 

  ３問目の質問をどうぞ。 

  羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ３問目、朝日村が期待する社会福祉協議会の役割とは。 

  社会福祉協議会（以下、社協と言わせていただきます）は、社会福祉法第109条、110条、

111条に「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として位置づけられています。 

  社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織である社協は、行

政機関とのパートナーシップが強く発揮されることから、民間団体ではあるけれども、公共

性が強いという面で、地域福祉に大きく貢献できる力を持った団体と考えています。 

  今回私は、社協が取り組んでいる介護保険事業と地域福祉活動２つの大きな事業のうち、

介護保険事業について取り上げたいと思います。 

  社協の財政状況は、介護保険事業の収益が最も多く、自主財源の大きな支えとなってきま

した。しかし近年、介護度が軽度である利用者への介護保険サービス、介護予防、訪問、通

所等の公定価格の在り方が変わり、財源として頼ることができなくなってきている状況です。 

  添付資料ほのぼのの３ページをご覧ください。 

  令和４年度は、財政調整基金から約2,000万円の取崩しを行っています。 
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  この状況について、詳しく聞くために社協を訪れたところ、局長からは、介護事業からの

収益の増収は今後も期待できませんと。自主財源は、積立金の取崩しを行うことで、数年は

維持できるし、事業の精査を行って、自助努力するという話を伺いました。もちろん社協と

して責任を持って運営状況を精査し、取り組んでいくことはとても重要なことです。 

  一方で、ほか自治体で、当村の社協のような積立てをしているところは多くなく、過去数

年に遡っても、歴代の局長たちが努力を重ね、堅実な運営と財源を大切に使ってきたことが

うかがえます。 

  そこで、以下質問します。 

  社協に対する朝日村の補助金額の決定基準は設けているのでしょうか。あるとしたら、そ

の内容と、根拠はどのようなものですか。 

  ②番、社協に委託している事業、主なものには何があり、連絡調整や事業の見直し等のモ

ニタリングはどうしていますか。 

  ③番、社協における介護保険事業は、公共性が強く、地域福祉活動も同時に展開できると

いう特殊性があります。村としては、社協の存在意義についてどう捉え、今後社協が担う役

割として何を期待しますか。お答えください。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 羽多野議員のご質問にお答えいたします。 

  朝日村社会福祉協議会、私も社協と言わせていただきます。まずは、③番からお答えさせ

ていただきたいと思います。 

  社協は、高齢者の昼間の居場所、現在のデイ・サービスに当たりますや、ヘルパー、入浴

サービス、福祉団体への事務局など、在宅で暮らすご本人や家族の生活の支援を介護保険制

度が開始される以前より行ってきました。 

  住民福祉課といたしましては、高齢者や障害者のサービスが制度化されましても、社協は、

地域福祉の一番の支え手となって、地域に入って活動し、住民皆さんの身近な存在であるこ

とに変わりはありませんし、役割であるとも思っております。 

  社協は、羽多野議員の資料にもございますように、村からの受託事業のほか、地域福祉事

業として、地域で活動を行っております団体への支援や「いいせ」、「ぷらっとふらっとカ

フェ」、「お茶に呼ばれましょや！」また、子供を対象とした福祉教育、令和５年度は「カ
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レー大作戦」も始まりました。そういった、地域へ出向いての活動も充実してきております。

世代と分野を超えた地域福祉事業の実践団体として、積極的に活動いただきたいと思ってお

ります。 

  ご質問、①番でございますけれども、村は、社協の地域福祉活動を支えている職員の人件

費の補助を行ってきております。社協への補助金は、村の一般財源でありますし、補助額に

ついては、村としても一定の金額を示す中、社協事務局との合意により、決定しております。 

  続いて、②の委託事業につきましては、主なものは、朝日村健康づくり・介護予防事業と

して、趣味や運動等の講座の開催、毎月１回の講座から毎週１回行われている講座がござい

ますけれども、主な講座は再彩クラブや、健康運動講座、高齢者ふれあい学習などでござい

ます。 

  また、朝日村生活支援コーディネート事業としまして、日常生活を支援する職員の委託を

しております。 

  このほか、令和５年度は、教育委員会からの子供の居場所づくり事業を委託しております。

健康づくり・介護予防事業につきましては、年４回の実績報告の提出だけではなく、担当職

員から報告を行い、事業の進捗を確認しております。令和５年度は物価高騰の影響も考慮し、

この健康づくり・介護予防事業については、事業がさらに円滑に実施できるよう、事業費の

見直しも行っております。また、生活支援コーディネート業務は、毎月１回、地域包括支援

センター職員との連絡会を行い活動報告や情報共有の場を設けております。 

  生活支援コーディネーターとは日頃からも個別支援の打合せや、情報共有を行うとともに、

令和４年度は地域の支援をまとめた暮らしのお役立ちガイドを作成しております。 

  社協は、障害者福祉につきましても、令和５年度より塩尻市、山形村、朝日村障がい者総

合相談支援センターの相談支援員の受託をしております。 

  社協の特定の福祉分野だけにとどまらない事業を行っていることに関しましては、期待し、

職員は専門性が高く、地域のためぜひ力量を発揮し、かたくりの里を拠点として村民の心の

つながりを深めていただきたいと思っております。 

  住民福祉課といたしましても、相談支援や家庭訪問時の連携、事業へ協力し、参加できる

ところは参加しており、職員が社協と一緒に地域福祉を進めていくことが、社協の活動をよ

り活発化させていくと思っております。 

  以上となります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 
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〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） ①番に対しての回答なんですけれども、一定の金額というところで、

毎年、話合いの中で、合意の下で決められているということでしたが、一定金額ということ

ではないということですか。増やす減らすというところは、どういうところで合意をしてい

るんでしょうか。教えてください。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、ただいまの質問でございますけれども、一定の金

額を示すのかということで、毎年、社会福祉協議会への補助金につきましては、もうずっと

してきているわけですけれども、年度に、その時代に、そのときに、社会情勢によりまして、

あと、村の一般財源の状況にもよりまして、社協の事務局の職員と話合いをしまして、村か

らの補助金というのは歴代ずっと決められてきております。 

  それから、現在につきましては、令和３年度以降、社協から提出いただきました事務局職

員が地域福祉事業に、どのくらい従事しているかというところを出していただきまして、そ

の割合を基準としつつ算出しているところでございます。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 介護保険制度施行から10年、地域によって状況は異なっているんで

すけれども、全国的に民間事業者、ＮＰＯ等のサービスの供給者が、どんどんと経営が難し

くなってきて、閉鎖するところが出てきているという状況ですけれども。その中で、朝日村

における社会福祉協議会の介護保険事業が、今お伺いすれば、非常に村の中で密接なつなが

りがあり、非常に役割としては重要な部分を、私は占めていると感じているところですけれ

ども、その中で、ほかの自治体の社協なんかは、もう立ち行かなくなってきているという状

況が、実はもう目に見えてきているところです。 

  そうしたところで、社協のやっている介護保険事業に関して、よその自治体との統合とか、

公社と統合するとかという選択を迫られている自治体もあります。それから介護事業を、も

ういっそ縮小する、撤退するというところもあります。 

  周囲の動きに注視しなければいけないということも十分あるんですけれども、私は、この

朝日村の社会福祉協議会というのは、ほかの自治体とはちょっと違うんじゃないかなと思っ
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ています。というのは、やはり民間の事業者というのは、村内の中に入ってあまり来ていな

い状況の中、介護保険事業に限って申しますと、この村の中の要介護者、介護が必要な方た

ちに、なくてはならない事業所として、私は考えてほしいなと思っているところなんです。 

  そういったところで、補助金に関しましては、私が上げてくれ、下げてくれということで

はないんです。そういうことではなくて、本当にこの朝日村にとって、介護保険事業が大事

なのかどうかということを改めて精査していただきたいと。今後、もしかするとこの事業が

立ち行かなくなるということもあります。今、上限30人というところが、利用者が20人から

25人くらいということだそうです。それが、減ってきているのはどうしてなのか。 

  けれども、利用している人というのは、本当に大助かりなんです。私も、義理の母が同居

しておりますけれども、ケアマネジャーさんにも、本当に相談していただいたりして、とて

も助かっています。 

  そうしたところで、朝日村のこの社協の在り方について、特に介護保険事業について、こ

れから毎年、その補助金についての話合いだったり、各課の話合いだったり、事業の話合い

だったりだけじゃなく、この事業がいいのか、悪いのかということをしっかりとモニタリン

グをして、考えていけるような仕組みというものを再度考えていただけますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 社協が行っております介護保険の事業でございますけれども、

あくまでも社会福祉協議会が、事業所の指定を受けて行っている事業でございまして、まず

は、社会福祉協議会の組織の中で、今後どうしていくかということになるかと思います。 

  議員おっしゃいますとおり、確かに、通所サービスを行う事業所として、村内では大切な

事業所だとは、村としても考えておりますが、法人としてのまずは、経営の努力ということ

は、必ず必要であると思っております。その辺につきましても、私も社協のほうから経営状

況等は伺っておりますので、事務局の会議の中でも、触れていくことは可能かとは思ってお

ります。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 議員ご質問の一番最初のそのタイトル、朝日村が期待する社会福祉協

議会の役割とは、ここに戻ってちょっとお話をさせてもらいたいと思うんですけれども、結
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論から言いますと、非常に大切な組織であり、重要な組織であり、なくてはならない組織だ

と思っています。 

  これは以前、ここの会長を村長が兼務したなんという時代もございましたけれども、それ

以来、やはり朝日村の福祉のやっぱり基礎を築いたし、今でも基礎にあるのが、社会福祉協

議会であるので、まずここの組織が立ち行かなくなるということだけは、村のほうとしても

避けていかなくちゃいけないということで、先ほどからも介護保険事業についてということ

で、質問が集中しておりますけれども、その他の事業につきましても、もう少し社協のほう

でやってくれないかとか、常に、社協とは情報交換をして、そしてよりよい朝日村の福祉事

業とは、というところを目指してやっていきたいと思いますので、何といいますか、おら知

らねじゃなくて、一生懸命、村としても共同でやっていきますのでお願いします。 

○議長（北村直樹君） 羽多野議員、持ち時間が５分を切りました。集約に入って下さい。 

  羽多野議員。 

〔３番 羽多野美映君登壇〕 

○３番（羽多野美映君） 社会福祉協議会が、立ち行かなくなることだけは避けたいという村

長のお答え、私も本当にそのとおりだと思います。 

  なぜ今回、介護保険事業に限って質問したかと言いますと、この介護保険事業というのが、

社会福祉協議会の財源になっていたからなんです。そこのところがまた期待できなくなった

ときに、こんなにたくさんの地域福祉活動、これをどういうふうに支えていくのかというこ

とを、また村としては真剣に考えていただきたいと私は思いました。 

  朝日村は、どんな村ですかと聞かれたときに、行政運営に関わっている皆さんは、どうお

答えしていただけるでしょうか。子育てに優しい村、健康村朝日村、いろいろな表現の仕方

があると思います。私は、安心して、産み、育て、安心して人生を終えていくことができる

村であってほしいと思います。 

  そのための社会福祉協議会である、この地域性の高い、公共性の高い事業、ぜひこれから

何が必要で、何をしていくべきかということを、もう一度皆さんでお考えいただきたいと思

います。 

  それから、今、社協に期待されている、これはちょっと、質問の内容とずれるかと思うん

ですけれども、子供の居場所づくりだったりとか、子供を対象とした福祉教育についても、

非常に今、力を入れてきているところです。 

  村長の公約にもありました普通の暮らしの幸せ、この表現は、社会福祉協議会の職員が、
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わくわく館を利用する子供たちを対象にした講座で、福祉という言葉について説明をすると

きに、教材として使ったものです。 

  福祉という漢字は、どちらにも幸せという意味があります。福祉という字を縦に書いてみ

ると、普通の、暮らしの、幸せ、このそれぞれの頭文字、ふ、く、し、となると思います。

そういうことだということを、子供に分かりやすく講義をしてくれました。そんなふうに、

今、社協の職員は、たくさん子供たちに種まきをしているところです。介護についても、お

年寄りとどう関わっていくかということも、その講座の中でいろいろと教えてくださったよ

うです。 

  日本人というのは、まずは、一人で頑張ろうとする国民気質があると私は思っています。

頑張らなきゃいけないとか、自分で何とかやらなきゃいけないというふうに、社会福祉協議

会に、私は、思わせてはいけないと思うんです。 

  大丈夫なの、できるのというところを思いながら、これは住民福祉課だけじゃないんです。

例えば、お金の面で言えば、企画財政なのかもしれません、総務課かもしれません、それか

ら、はたまた子供の教育に関しては教育委員会かもしれません。 

  いろいろな課で、いろいろな話合いをしながら、この社会福祉協議会、福祉の在り方、地

域福祉をどうしていくのかということを、もう一度考えていただきたいと思います。これは

要望でございます。 

  以上で、私の３問目の質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） これで、羽多野美映議員の一般質問は終わりました。 

  ここで休憩を挟みたいと思います。 

  再開を10時50分といたします。 

 

休憩 午前１０時３９分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○議長（北村直樹君） ただいまより、一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 豊 田 惠美子 君 

○議長（北村直樹君） 次に、５番、豊田惠美子議員。 

  豊田惠美子議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ５番、豊田惠美子でございます。お願いいたします。 

  私からは２項目の質問を通告させていただきました。よろしくお願いいたします。 

  まず、１問目です。 

  ６月定例会における村回答の進捗状況についてです。 

  （１）意見箱設置記入用紙についてです。 

  村長は、村政の基本は村民目線、住民目線であり、村民の人権を優先して対応していると

回答されました。また、村政になかなか声を届けてくれない若者や窓口で直接話しにくいと

いう村民の声に応えて意見箱が設置されました。これまで何件の意見が寄せられましたか。

意見箱の用紙には記載者の氏名、住所、連絡先を記入しなければ回答しないと書かれていま

す。氏名、住所、連絡先の記入が必要な根拠は何でしょうか。お教えください。 

  （２）保険証の交付継続についてです。 

  現在、マイナンバーカードに保険証のひもづけが進められています。マイナンバーカード

取得は、個人の意向と申出によって取得されることとされています。村は、申請時に村民の

意向の尊重に配慮して丁寧に対応されていると回答されました。この時に、紙媒体の保険証

の発行交付継続を村民が要望される場合のことを検討していただきたいというふうに要望い

たしました。希望される村民にどのような対応をお考えですか。 

  （３）通学路安全確保に村がすぐできることの回答として、歩道と車道が分離していない

通学路での運転者へのスピード抑制の注意喚起として、県道292号線土合の桜坂公園入口と

いう掲示がある付近に「子供飛び出し注意通学路朝日村」の掲示板設置を検討できると回答

されました。いつ頃設置の予定ですか。 

  （４）マレットゴルフ場の利活用検討についてです。 

  昨年度利用者数は、ノートに記入している方、記名者だけで453名でした。雨天以外は毎

日の利用があり、私もマレットゴルフ場に何回か行って利用者からお聞きしたところ、人と

の交流の楽しみ、筋力低下予防、糖尿病管理で運動をしなくちゃいけないので、マレットゴ

ルフ場の整備を兼ねて貢献しながらできることをやりながらほかの人との交流を楽しんでい

る等の声がありました。 
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  廃止の方向については、広報がされず一部の人しか知らない状況があります。今後、地権

者、住民と丁寧な話合いを行っていくとの回答でしたが、その後話合いは行われていますか。

今後どのような方法、スケジュールで話し合われていく予定ですか。 

  以上、お答えいただきたい。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、私からは豊田議員ご質問の意見箱設置記入用紙

についてお答えいたします。 

  まず初めに、意見箱に何件の意見が寄せられたかというご質問につきましては、現在ゼロ

件でございます。 

  次に、意見箱の記入用紙に氏名、住所、連絡先の記入が必要な根拠についてでございます。 

  意見箱設置に関する村の考え方としましては、現在行っております役場窓口での対応をは

じめ、村公式ホームページ、長野電子申請サービスからのメール受付などの場合と同様の取

扱いとし、いただいたご意見に対し回答を希望される場合は回答をすること、内容は公表し

ないこととしております。 

  豊田議員がご提案の匿名式は、意見が集まりやすいといった利点もございますが、一方で、

真剣ではない意見が増えてしまうことやご意見をいただいた方とコミュニケーションが図れ

ないといった欠点もございます。村としましては回答ができることを原則としまして、ご意

見をいただいた方とのコミュニケーションが図れる記名式としておりますので、ご理解いた

だきますようお願いいたします。 

  なお、意見箱に投函された意見用紙は全て受付させていただきますので、仮に、匿名で投

函された場合であってもご意見の内容は把握させていただきます。また、ご意見に対する回

答につきましては、匿名または誹謗中傷、個人のプライバシーに関するもの、特定の個人ま

たは団体の利益につながるものなど、意見の内容によっては回答をしない取扱いとさせてい

ただいておりますのでよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、（２）番の健康保険証交付継続について私のほう
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からお答えいたします。 

  マイナンバーカードの取得は、ご本人の意向に尊重し配慮していることから、国が進めて

いるスケジュールまでの間にマイナンバーカードを全ての方が取得し得るかということから

も豊田議員のご心配も当然のことと存じます。 

  健康保険証は被保険者証とも言いますけれども、国民健康保険、また、会社等へ勤務され

ている方が加入しています健康保険、また、後期高齢者医療制度など加入している医療保険

ごとに保険証が発行されておりますけれども、マイナンバーカードによるオンライン資格確

認への移行による、この健康保険証、被保険者証の有効期限につきましてはどの医療保険に

ついても同一となってきております。このため、健康保険証の発行交付継続を希望する村民

にどのような対応をお考えですかとの質問につきましては、法律の規定により対応すること

となっております。 

  以上となります。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、豊田惠美子議員の３問目の質問、通学路の安全確

保に村がすぐできることについてのお答えをさせていただきます。 

  県道292号線土合付近ですが、一般質問の後６月25日に、近隣の住民の皆様、小学校ＰＴ

Ａの皆様、議員の皆様などからご協力していただきグリーンベルトの塗装をしていただき、

薄くなっていた塗装が濃くはっきりとなりました。通行車両への注意喚起となり、児童が歩

く通学路であることが再認識されたと思います。 

  村では、通学路安全推進協議会による通学路合同点検も８月22日に行っております。村内

の懸案となっている危険箇所を確認をしているところであります。 

  豊田議員のご指摘があった看板につきましては、協議会の中でまた設置を検討していきた

いと思いますのでお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、豊田議員ご質問のマレットゴルフ場の利活用検討

についてお答えいたします。 

  ６月の一般質問後の議会全員協議会におきまして、マレット場の現状と今後の進め方につ
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いて議員の皆様にお諮りさせていただきました。 

  今シーズン終了後の11月から地権者や住民との懇談の機会を設けてまいりますのでご理解

願います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） まず、意見箱の記入用紙についてです。 

  村のお考えはご説明いただいて、どのようなお考えでいらっしゃるのかということは理解

いたしました。ただ、６月の定例会において意見箱の設置を要望させていただきました趣旨

は、酌み取っていただけていないということを同時に理解しました。 

  声が届きにくい、窓口では言えない、ホームページ、あるいはメールで届けるということ

ができにくい方、いわゆる声なき声と言われる方たちの声をどのように村として聞いていく

のか、聞いていっていただきたいという趣旨で意見箱の設置の要望があったというふうに私

は理解しています。だから、この要望に対して何も答えられていないというふうに理解せざ

るを得ません。 

  ただ、課長が、たとえ記名がなくてもどのような声があったのかということはちゃんと受

け取って把握していきたいというお答えがあったことは、ありがたいことだというふうに思

います。 

  もう一つ、内容については公表しないということなんですが、なぜ公表しないのか。どな

たからの意見ということはそれこそ公表していただく必要はないと思うんですが、こういう

声をいただきました。それに対して村はこのように回答しました。あるいは先ほどもおっし

ゃられたような誹謗中傷、あるいは個人攻撃、あるいはご自分の属する団体の利益の宣伝に

関する声でしたので回答いたしませんという、そういう対応が村役場のロビーへの掲示、あ

るいはホームページに書いていただく。まあ、朝日村の村長の部屋とか、あるいはほかのと

ころでもいいと思うんですが、そういう、一体どういう声があってそれに対して村はどうい

う回答をしているかということの公表は、私は必要ではないかなというふうに考えます。 

  この２点について、議員が要望した要望についてと公表についてお答えいただきたい。 

  あと保険証ですけれども、長野県国民健康保険被保険者証の発行の村は責任者、保険者と

して発行し続けなければならないという義務が現状はあると思いますが、今後の国の動向に

よって上條住民福祉課長がお答えのようにどうなるのかということは難しい問題で、法に基
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づいた指示の下での対応を村はなさっていくだろうなということは当然予想されることです。 

  しかし、このマイナンバーカードというのは個人の申請、希望で取得するものですよとい

うことであったものが、全員の義務になり保険証の廃止ということが検討されていく中で、

そこで、今の法律の国民皆保険とされている保険者の義務がゆるがせになっていくというこ

とに関してはどのような認識をお持ちかということを教えていただきたい。 

  通学路の安全確保についてですが、これから検討されるということでお待ちしたいと思い

ます。 

  今朝も子供の登校時にちょっと見てきたんですけれども、それから、夏休み明けのときも

１週間というか月曜日から金曜日まで見ていたんですが、グリーンベルトが新しくなって、

そして皆さんの注意がそこにいっているということで、以前のスピードに比べてとてもスピ

ードが緩くなっている車が多くなっているという実感はあります。とてもありがたいことだ

なと思います。でも、やっぱり猛スピードで行く車もありますので、よりスピードの抑制に

対する周知をお願いしたいです。 

  今朝も四、五人で登校する子は、どうしても、グリーンベルトからはみ出して、いけない

よ道路を歩いているじゃないかとかと子供たち同士で注意しながらもやっているんですが、

子供というものはそういうものだという認識を、やっぱり運転者が持っていただけるような

配慮をぜひ村としてやっていっていただきたいと思います。これについては要望で終わりた

いと思います。 

  マレットゴルフ場ですけれども、これから話し合っていただくということで、様々な誠実

性が感じられなかったとか、今までの対応についての声も寄せられてはいますが、ここは誠

実に、丁寧に、今までの契約を遵守できるのかどうかということも含めて、できない場合は

なぜできないのかと、こういうふうにしていただきたいという説明をきちっとしていただく

必要があると思います。 

  ただ、私の希望とはそれは違うんですけれども、運動公園として利用していただけたらい

いなという要望は私はありますが、今回はそこには触れないでその要望にとどめて、これに

対してもお答えはいただかなくても結構です。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 
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○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、豊田議員の２回目の質問にお答えいたします。 

  まず、ご意見箱についてでございますけれども、なぜ公表しないのかという件につきまし

ては、公表されるとなかなか言いにくくなってしまうのではないかということ。また、ほか

の意見、例えばメールですとか電話ですとか、様々な方法でご意見をいただいておりますけ

れども、そのほかの意見については公表をしておりませんので、ご意見箱だけを公表すると

なるとご意見箱だけが村民の意見として取り扱われる可能性もございます。ですので、全て

のご意見を同じ取扱いとさせていただくものでございます。 

  また、窓口で直接話しにくいというご意見につきましては、窓口ではなくても相談室もご

ざいますので、相談室等でお話をしていただければと思いますし、なかなか直接お話をお伺

いしないとお互いの意見というのは分かりにくいと思います。いろいろと悩みですとか相談

事があるかと思いますけれども、直接お話をお伺いすることが大事だと思っております。で

すので、村のほうでは記名式でお答えできるようにしていただきたいということと、公表を

しないという取扱いにさせていただくものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 国民健康保険の保険者としてということかと思っております

けれども、やはり、国民健康保険の制度だけが特別な扱いという今回の移行ではございませ

んので、あくまでも、もちろん村内には後期高齢者の方もおりますし、会社員で健康保険の

方もたくさんいらっしゃいます。 

  そこで、じゃ、村が保険者である国民健康保険だけが独自にできるかということは決して

できませんで、国民健康保険も国民健康保険法の下に私たちとしては保険者として行ってき

ておりますので、あくまでも法律に基づいて事務をしていくことになっていくかと思います。 

  ただやはり、今回、要請ですか、要望も議会のほうに出ておりますとおり、皆さんからの

要望については国へ声を上げていくことというのは可能かとは思っております。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 企画財政課長からお答えいただきました。 

  近隣では、山形村の意見箱は記名等は求めていません。塩尻市もそうです。松本市は市長



－69－ 

へのはがきということで、お金のかからないそういうはがきが市長へ直接に声が届くという

形でなされています。なぜ、朝日村だけがこういう形なのかということが私には残念ながら

納得できません。 

  妥協的な提案になってしまいますが、白紙でも受け止めますということの回答をいただい

たというふうに最初の回答は理解させていただいて大丈夫でしょうか。記名してあったらば

回答は直接その方に届く、記名してなければ回答は届かないけれども村は声として把握して

いく、しかし、どんな形であれ公表はしないという今の村のお考えと立場だというふうに理

解してよろしいでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、お答えいたします。 

  豊田議員がおっしゃられましたとおり、氏名、住所、連絡先等が記載されているものにつ

きましては、その方に直接ご回答をさせていただきます。また、匿名でありましてもご意見

はいただきますので、こちらのほうで把握をさせていただきます。 

  ただ、ありましたとおり、ほかのご意見につきましては公表をしていませんので、ご意見

箱につきましても公表はしないということで取扱いをさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 意見箱の記入用紙についての村の立場とお考えは理解しました。た

だ、私はどうしてこういうふうになるのかということに関しては納得はしておりません。 

  次の、国民健康保険証なんですけれども、住民福祉課長がおっしゃるとおりにしかできな

いという認識は私も持っています。ただ、日本が世界に誇る国民皆保険制度の根幹をこのマ

イナカードという形にして医療保険証がひもづけられていって医療保険証が廃止されていく

ということは、なかなか医療保険証を持つことができない人たちが増えていく。 

  この皆保険がきちっと実行されるためには、マイナンバーカードを取得していくためには、

前回、副村長がおっしゃっておられたみたいに、例えば、ご家族の力だけでは駄目な方、成

年後見人等の第３者の方を立てて、その方の意向をお聞きして手続するとかというふうなこ

とをしなければならない。いろんな方法があるのかもしれませんけれども、そういう方たち

に対する全額自己負担ではなく保険の範囲で医療を受けられるという今の制度、住民の権利
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について検討、考えていただければというふうに思います。 

  あともう一つ、マレットゴルフ場なんですけれども、あそこは里山で山際にあって、それ

こそ山の中、電気柵の向こうですから。そこに毎日のように人が出入りしている、話し声が

ある、どかんという音が響いているということがなくなったときの獣被害に対するデメリッ

トとか、あるいは、山林として荒廃していってしまうかもしれないデメリットについてもご

検討いただきたいという要望を付け加えて、１問目の質問は終了したいと思います。 

  すみません、ごめんなさい。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、どうぞ。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） とても小さなことなんですが、マレットゴルフ場の村のホームペー

ジの案内ですが、ずっと冬季休業中という掲示がされています。この削除をお願いいたしま

す。 

  実際に利用されていますし、まだ廃止が決定事項になっていないのに冬季休業中という掲

示のままです。担当者に問合せをしたところ、いや、もうやっていないからというふうに答

えられたという声が２件寄せられています。ここは改めていただくことを要望して終わりに

します。すみません。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ２問目です。村民の命と安全を守る村の取組と責任についてです。 

  （１）朝日村の医療体制構築検討についてです。 

  西洗馬の三村内科が近い将来に閉院予定、三村歯科が閉院という状況があり、村として今

後の朝日村のあるべき医療体制について検討が進められています。 

  これは村にとって、また、村民にとって最重要課題であり、20年、30年後の展望が問われ

ていると考えます。検討を始めるためには現状の実態把握と分析が必要だと考えます。朝日

村の立地状況、村外医療機関へのアクセス環境、公共交通の利便性、今後の人口動態見込み、

そして村民の意向の把握が重要だと考えます。 

  理想は内科医師の常駐だと思われますが、現在の深刻な医師不足から医療連携が緊密な長

野県中信地区のこの地区においても、総合病院からの医師の派遣は厳しいことが予想される
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と考えます。 

  また、村民がどのような医療を期待しているかというアンケートが実施されましたが、家

庭医の存在、総合医療機関への紹介と治療後のフォロー、気軽にいつでも電話対応がしても

らえる看護師や保健師等を含む医療スタッフ体制、あるいは在宅での看取り、看護師、保健

師等の24時間対応があれば、やむを得ない場合は週数回の医師の診療でもやむを得ないのか

等、様々な形態が考えられると思います。 

  今後、村の実情、村民の意向に即した実現可能な医療体制の在り方の検討が要請されてい

ます。村長はどのような医療体制を目指していく方針なのか。財政的なこともあると思うん

ですが、設備や施設をどうしていくかという検討をする前に、そことセットとしてではなく、

村として目指す医療体制について時間をかけて検討していただければと考えます。村長の方

針についてお聞きします。 

  （２）です。 

  朝日村の保育園、小学校の給食の魚介類はどのような方法で入手され、何産のどんな物が

現在使用されているかお聞きします。 

  福島原発事故で放射能に汚染された大量の汚染水を様々な過程を通って処理したトリチウ

ム水の海洋放出が第１次は終了しましたが、中国が日本産の魚介類の輸入を全面禁止。改善

の兆しがあるのかもしれないという新聞記事もありますが、それに際し日本政府は福島県の

漁業者への補償に取り組む中で、福島県産魚介類を学校給食に検討するという農水省の発言

の新聞報道がありました。 

  これは８月31日の記事だったんですが、今日の読売新聞にもこの学校給食への検討がされ

ているということが載っていました。子供たちは放射能の影響を大きく受けると言われます。

私たち大人は個人の判断で購入、使用できますが、学校給食への提供は避けることが賢明で

はないでしようか。教育長のお考えをお聞きしたい。 

  （３）です。 

  あさひプライムスキー場リフトの安全運行についてです。 

  今年の１月、リフトにトラブルがあり、その原因が解明できないためリフトに関する総点

検を行うことを目的に現在の協定書にない1,355万円の補正予算の提案がありました。 

  スキー場運営でリフトの安全運行は重要であることは明らかです。リフト運行の責任者は

村長であり、管理責任者は産業振興課長であるとの説明がありました。これまで村は指定管

理者任せ、指定管理者頼みでリフトの安全運行管理に主体的に取り組んでいないという印象
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を残念ながら受けざるを得ません。村の財源をどのように使うべきかということを検討する

以前の問題がここにはあると私は考えました。スキー場利用者への安全に対する村の管理能

力と責任ある姿勢が問われていると考えます。この点について村長の考えをお聞きしたい。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  越川副村長。 

〔副村長 越川 豪君登壇〕 

○副村長（越川 豪君） ただいまご質問いただきました（１）番、朝日村の医療体制の構築

検討ということで、私のほうからまずお答えさせていただきます。 

  朝日村の医療体制につきましては、令和３年、庁内での検討が始まりました。三村医院の

三村信夫先生、相澤病院の清澤研道先生、それから信大附属病院で、今、村の産業医も務め

ていただいております野見山先生、こちら医療分野に精通された専門の方からの、いわゆる

識見者、これの意見を交えました村内医療体制相談会、これを経まして今年度より朝日村医

療の在り方協議会を発足いたしました。 

  これまで２回の協議会を開催いたしまして、村民の意向把握のためアンケートを実施させ

ていただきました。アンケートは、村内1,493世帯に実施し、806件、53.9％の回答をいただ

きました。89.2％の方が村内に医療診療所があったほうがよいと回答され、また、村の積極

的な取組が必要かとの問いにつきましては、積極的な取組が必要、あるいは一定程度の取組

が必要と答えた方を合わせますと88.2％の方が必要であると回答されています。 

  また、コメント欄にはなんですが、本当に正直なところ今まで見たこともないほどの大変

多くのご意見が寄せられております。１通につき本当にコメントがないといった感じでござ

いますが、大変多くのご意見や要望が寄せられまして、豊田議員が述べられていらっしゃる

ように、医療体制というのは村にとって、また、村民にとっての最重要課題であるというこ

とを改めて認識した次第でございます。 

  このアンケート結果につきましては、できるだけ早く村民の皆様にも周知できるように今

準備を進めておりますのでご了承ください。 

  さて、豊田議員は村に医療機関は必要である、そういうお立場のことで述べられていると

思いますが、理想は内科医であると。ただ、医師不足が深刻であることを踏まえ、実現可能

な医療体制の検討のため様々なご提案を今されております。また、そういったことは具体的

な検討に入る前に時間をかけて検討しなければいけないということも述べられています。 
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  豊田議員のこのお考えは、私どもも全く同感であり異論はございません。ただ、しかしな

がら、これまで村内医療体制相談会や朝日村医療の在り方協議会、また、アンケートなどを

実施する一方で長野県松本保健事務所や地域の病院及びその関係者からの情報収集、医療コ

ンサルによる診療情報の提供などを受けておりますし、豊田議員が述べられたような様々な

開設形態の検討も重ねてまいりました。 

  さらには、今年度に入りましてですが、朝日村と同様な医療体制の取組をして実践されて

いる飯綱町、中川村、この視察を通じまして、理事者をはじめ担当課職員、現場の医師から

行政が医療体制に取り組む姿勢や実績をヒアリングするなどしておりまして、十分な下準備、

検討はできていると感じております。 

  詳細は在り方協議会で検討いただきますが、村といたしましては公設民営の診療所、つま

りは村で建てて民間が運営する。この方式をベースにしたものが、最も村の実情に即してい

るのではないかと考えております。在り方協議会で医療体制の方向性をきちんと出すことは

もちろんでございますが、その後パブリックコメント、これなども実施して村民の合意を得

ながら進めてまいることが重要であると感じております。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） 私からは、豊田議員の２番目のご質問、朝日村の保育園、小学校の

給食の魚介類の入手方法や何産のどんなものが使用されているかについてお答えをしたいと

思います。 

  まず、朝日保育園でございますが、第１期保育期間中の給食についての調査結果でありま

す。 

  入手方法ですが、古くから納入実績がある村内業者より仕入れております。 

  魚介類については、次のとおりでございます。 

  韓国産のサワラ、太平洋沖合銚子沖合産サンマ、ニュージーランド産のアジ、メルルーサ、

北洋産のサケ、和歌山県産のシラス干しとなっております。 

  続いて、朝日小学校の１学期間の魚介類の状況でございます。 

  入手方法ですが、松本市と岡谷市にある学校給食をはじめとする多種給食施設への納入実

績が多くある業者から納入をいただいております。 

  次に、魚介類の種類ですが、次のとおりです。 
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  ニュージーランド産のホキ、アジ、チリ産のサケ、ノルウェー産のサバ、ロシア産のマス、

ペルー産のイカ、太平洋南方産のカツオ、アメリカ産の赤魚、国内産のトビウオ、インドネ

シア産のシラス干しとなっております。 

  続いて、福島県産魚介類を学校給食に提供するということについて教育長はどう考えるか

についてお答えをします。 

  まず、学校給食は子供たちに安心・安全に提供されるべきものであるとの認識を持ってお

ります。また、それが大前提となっています。現段階では、福島県産の魚介類については、

国はモニタリングをしており数値は基準内であるとしております。また、通常に市販されて

いる状況にあり、それを有害だと結論づけることについては、現在根拠はないと考えている

ところでございます。 

  私どもとしては、きちんとしたエビデンスに基づいて判断していくべきものであると考え

ます。仮に、食することが有害であるとの事実が明らかになれば、福島県産の魚介類に限ら

ず当然その食材は給食には使用いたしません。 

  また、議員のご質問にある、日本政府は福島県産魚介類を学校給食に検討するという発言

があったとのお話でございますが、これについては、与党会合において一出席者からの発言

があったことは確認しておりますが、現段階では政府からの発信は確認されておりません。

また、県の保健厚生課学校給食係においても、それらについての指示は受けていないとのこ

とですので、私のほうとしましては、それについてのコメントは控えたいと思います。 

  いずれにしましても、教育委員会としましては、子供たちに提供する給食はあくまでも安

心・安全に提供されなければならないと考えており、また、今後もそうしてまいる所存でご

ざいます。 

  私からは以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、豊田議員の朝日プライムスキー場リフトの安全運

行についてお答えいたします。 

  スキー場におけますリフト運行索道事業は、鉄道事業法で規定された許認可でございまし

て、人命を輸送する旅客事業でございます。これまでも村では索道事業者として責任を持ち

実施しておりますが、指定管理者に運営を任せる中で、一部整備状況等の把握の中で管理で

きていない面も一部ございました。ここにきて、改めて村として索道設備の安全性を確認し、
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維持管理に努めてまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員、持ち時間が４分を切りました。集約に入ってくさい。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 時間がありませんので、福島県産の魚介類についてだけちょっと要

望をお伝えしたいと思います。 

  科学的に安全だと言われている根拠は、世界原子力機関の調査結果が言われているわけで

すけれども、ほかの根拠から危険性はあるというふうに言われている方もたくさんいらっし

ゃいます。生物学者の方、生活協同組合連合会の方、それから原子力学者の方、海洋環境の

学者の方等から、普通に流されている、原子炉が通常稼働しているトリチウム水とは違う。

福島の原発事故があって炉心が解けてそこを通ってきた水が世界に流されているということ

は初めてのことであると。他国もあるから大丈夫だという論拠は成り立たないということが

言われています。 

  それから、今現在すぐに影響がなくても10年、20年、30年と体内の中で被曝に曝露されて

いる中で、どんな影響があるのかということははっきり確定できていない状況です。そうい

う状況に対してどう考えていくのかということを教育委員会としても積極的に情報収集をし

ていっていただいて。 

  はっきり言ってしまうと、一時期、海洋のものは食べないほうがいいと、有機水銀とかい

ろいろあるからと、じゃ、お肉を食べましょうと、お肉がまたいろんな化学的な飼料とかい

ろんなもの抗生物質とかがよくないと。まだ魚のほうがいいとかと言われてきた経過があっ

て、完全に安全なものというのはあるのかというところに行きついてしまうかと思われます。 

  より安全な学校給食を子供たちに提供していただくために、もう少し様々な観点から検討

していただくことを要望して終わりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） これで、豊田惠美子一般質問は終わりました。 

  ここで昼食を取りたいと思います。 

  再開を13時ちょうど、13時ちょうどといたします。 

 

休憩 午前１１時４０分 
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再開 午後 １時００分 

 

○議長（北村直樹君） それでは、時間となりました。 

  午前中に引き続き、一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 澤 あゆみ 君 

○議長（北村直樹君） 次に、６番、清澤あゆみ議員。 

  清澤あゆみ議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ６番、清澤あゆみでございます。 

  私の質問は３問です。 

  まず初めに、防災カメラ、水位計の設置について。 

  近年、集中豪雨や台風の影響で、河川の氾濫、水害があちこちで発生しています。ここ朝

日村は幸いにも近年大きな災害に見舞われていませんが、昭和58年には鎖川の堤防が決壊し

家屋が流されるなど、小野沢地区が大きな被害に遭ったと聞いています。鎖川沿い針尾橋近

くには、デイ・サービスセンターのかたくりの里があります。伺ったところ、デイ・サービ

スは１日平均25人の利用、えべやのミニデイの利用者も合わせると、曜日によっては40人、

職員も合わせると多いときには70人となります。マルチメディアに避難する訓練を行ってい

るそうですが、介添えの必要な方、車椅子の方、寝た状態の方、全員を避難させるには30分

から40分かかるということです。その日の状況次第では、もっとかかるかもしれません。迅

速な対応と判断が必要です。 

  そこで、避難する際に目安となる水位計や防災カメラがついているか、村内の鎖川にかか

る橋やその近辺を見てみましたが、防災カメラ、水位計がついているのは朝日橋のみでした。

これは、松本建設事務所が設置したとのことですが、朝日橋より上流にかたくりの里をはじ

め民家がたくさんあります。 

  以下、質問です。 

  例えば鎖川の水位が上がってきたとき、どのような判断で避難指示を出すようになってい
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ますか。 

  役場職員も状況把握のためにパトロールすると思いますが、防災カメラがついていれば、

その映像を役場にいながら監視することができ、同時にかたくりの里でもその映像が見られ

れば、状況を共有することができます。上流部の橋付近への設置の予定はありますか。 

  また、水位計には避難判断水位、氾濫危険水位等書かれていて、目視で状況を判断できる

ものもあります。各橋付近についていれば、地域住民も意識して見ることができると思いま

すが、設置の予定はありますか。 

  以上、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、最初のご質問、１番のご質問でございま

すけれども、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  鎖川の水位が上がってきたとき、どのような判断で避難指示を出すかというご質問でござ

いますけれども、鎖川の増水による避難指示の判断でございますけれども、まず、国の砂防

法で洪水予報河川また水位周知河川に指定している河川につきましては、避難判断水位とい

う基準が設けられております。鎖川につきましては、この指定河川にはなっておりませんの

で、増水時には河川管理者である長野県松本建設事務所になりますけれども、水位の監視を

行い、村に情報提供を行うことになっております。 

  このため県では、現在、朝日橋に危機管理型水位計を設置し、監視カメラにより監視を行

っておりまして、河川の断面の２割に相当する水位になったときには観測開始水位、河川断

面の７割に相当する水位を危険水位としております。最初の観測開始水位でございますけれ

ども、護岸の天端からマイナス1.45メートルの水位、また、危険水位につきましては、護岸

の天端からマイナス0.54メートル、54センチですけれども、そういった状況になったときに

危険水位ということになっております。 

  村では、この観測開始水位を高齢者等避難の判断基準に、また、危険水位を避難指示の判

断基準としておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、清澤あゆみ議員ご質問の防災カメラ、水位計の設
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置についての（２）、（３）につきまして、お答えさせていただきます。 

  防災カメラの設置につきましては、清澤議員おっしゃるとおりに、国土交通省川の防災情

報のアプリなどで、朝日町に設置されたライブカメラ水位情報を誰でも見ることができます。

朝日橋上流への防災カメラ、水位計の設置につきましては、現在予定はございません。 

  今後、防災担当総務課と協議を行い、補助事業での設置の可能性を含め検討していきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  松本建設事務所が設置した朝日橋のところの防災カメラで監視されているということで、

それを見て、先ほど言われたような水位になった場合は、朝日村のこちらのほうに連絡が来

て、避難指示が出るということ。多少なりともなんですけれども、タイムラグが少しあるの

かなというふうに思います。 

  情報や指示を待っていてはいけないときもあるのではないかなと思うんですけれども、最

近の異常気象による雨の降り方は、５分と待たずして状況が変わっていく場合もあります。

目視確認できる水位計がついていて、その水位計を映すカメラがあれば、危険な川に近づか

なくても状況を離れたところから把握することができると思うんですけれども、そういった

意味でも、防災カメラと水位計は有効かと思いますが、先ほどの答弁で、今のところは考え

ていないが、これから検討していきたいというお話でしたが、やはり実際にその映像を見て

いるのと、見ることはできるんですけれども、私も朝日橋のを見てみましたが、写真のよう

な状態で見られるということか、実際に流れているところを見られるという状態ではなかっ

たので、実際にそういったものをカメラに関しては、例えばかたくりの里の近くのところの

川の中に入ってしまうというのは、やはり松本建設事務所とか、そういった関係のがあると

思うんですけれども、カメラに関しては違う場所からの高い位置からの設置というのが可能

かなと思うので、ただ水位計に関しては建設事務所なりの許可というか、そちらを通さない

といけないのかなとは思うんですけれども、そういったことも含めて、タイムラグがあると

いうところの危険性と、あと情報や指示を待っているのではなくて、常に監視できる状況が

あったほうが安全かなと思うものですから、この点で、もう一度同じ質問になるかと思うん

ですが、防災カメラと水位計の設置について、お考えをお聞かせ願いたいと思います。 
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○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） いろいろありがとうございます。 

  昭和58年のこの水害のときにも、私もまだ現役の消防団で出動しました。家屋が流される

というところは、ちょっと間違っていますけれども、床下浸水で、小林菓子店の倉庫がさら

われたというような状況でした。 

  それで、清澤議員のおっしゃる監視カメラ等については、今後、必要があればということ

で、検討いたします。ただし、近年大雨で非常に川の氾濫も心配になって、真夜中に私も何

度も何度も、または警報が出たときには消防団もずっと夜通し監視に当たるというようなこ

とがあります。やはり橋の下だけでは全然状況が分からないものですから、いわゆるどこで

出水して、またはどこが堤防が崩れるか、そういうことを含めて、やはりそういった災害が

近づく危険性があるときには、目視で見るということがまずは大事でありますので、そうい

った点は継続してやってまいります。 

  ですから、どれだけ効果があるかないかといえば、効果は絶対この監視カメラというのは

あると思いますが、またそれを見るには誰がいつどこで見るのかということもございますの

で、そういったことも含めて、今後検討させてもらうということにしていただきたいと思い

ます。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  私がカメラと水位計が大事だなと思ったのに、もう一つ理由があったので、そこの点だけ

少しお話しさせてもらおうと思います。 

  川の水位というのは、皆さんご存じだとは思いますけれども、増水だけではなく、水位が

下がったときも危険になります。何かにせき止められて水位が下がったり水が来なくなった

場合、その後土石流となって一気に流されてくることが予想されます。平成28年１月に起き

た雨氷の被害による倒木で、スキー場のリフトの上から見ても、かなりの数、木が倒れてい

るのが分かるんですが、今回の補正予算でも倒木処理の予算がついていましたが、まだまだ

処理しなければならない倒木がたくさんあると思われます。もしも長雨が続いたり線状降水

帯等で集中的に雨が降った場合、それらが土砂と一緒に流されてくる危険もあります。そん

なときは、一刻も早く避難しなければなりません。かたくりの里の利用者やスタッフ全員の
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安全確保ももちろんですが、土石流の危険性がある針尾地区の人が中央公民館に避難すると

なった場合も、避難時間に余裕が必要です。 

  石川県で昨年線状降水帯が発生し、各地の川が氾濫しました。その後、それまで水位計が

ついていなかった河川にも水位計がつけられたという報道を見ました。一目で分かるように、

青色は平常、黄色は注意、赤色は危険といった色分けされた水位計もございます。平常時の

水位というのも分かるため、非常時のその違いにも敏感になれるのではないでしょうか。 

  防災カメラを設置し、その映像をユーチューブでライブ配信して、行政としてカメラを活

用した防災に取り組んでいるところもあります。河川の水位を適切に監視することで、いち

早い避難指示の発表など、被害を最小限に食い止めることにつながるのではないかと思いま

す。ぜひご検討いただけたらと思います。 

  以上で、私の１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ２問目の質問です。非常時の備えについて。 

  先月、議会で西洗馬にあるＡＲＣ東京堂さんの流通センターに視察に行ってきました。朝

日村は令和３年にＡＲＣ東京堂さんと防災協定を締結し、非常の際は避難場所として村民に

社屋内を提供してくれることになっています。現在、西洗馬防災センターを建設中ですが、

収容人数には限りがあります。ですので、ＡＲＣ東京堂さんも避難先になっているというの

は、とてもありがたいことです。また、村の備蓄品である水、非常食、段ボールベッド、パ

ーティション等が倉庫に相当数保管されていました。避難場所に備蓄品があるというのは、

改めて心強いことだと思いました。 

  先日、防災訓練が行われましたが、いつ来るか分からない災害に備えて訓練しておくのは、

とても大事なことだと思いました。そこで備蓄品として保管されている段ボールベッドやパ

ーティションを、訓練として作ってみるというのも大事なことだと思います。非常時は困難

が予想されます。避難生活を送るに当たりとても大事なものですが、作った経験がある人が

いるといないのとでは、スムーズな避難所運営に大きな差が出てくると思われます。 

  旧役場跡地にできた小野沢防災広場に設置されたかまどベンチ、マンホールトイレ、パー

ゴラも、実際に作ってみた経験のある人が増えれば、非常時の備えとして心強いです。 
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  そこで、以下質問です。 

  避難訓練の際はもちろんですが、実際に作ってみる機会が持てるよう働きかけをしてみる

のも大事かと思いますが、いかがでしょうか。 

  子供たちに体験してもらうようにすれば、防災意識を高める、経験することにつながるか

と思いますが、この点についてもいかがでしょうか、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清澤議員の非常時の備えについてという

ことでお答えをさせていただきたいと思います。 

  最初に、避難の備品でございますけれども、実際に作ってみる機会が持てたらどうかとい

うご質問でございます。 

  これは、先ほど羽多野議員のときにもお答えをさせていただきましたけれども、避難所に

つきましては、村が職員を地元に派遣をしまして、地区自主防災会の皆さんや地域の皆さん

と一緒に設営を行うことになっておりますけれども、災害時、役場職員は災害対策本部の初

動を優先する必要があるため、避難所の運営は今後、自主防災会や地域の皆さんが主体にな

って設営をしていただかなければならないと考えております。 

  そういったことで、今後、地区自主防災会をはじめ地域の皆さんを対象に、避難所の設営

訓練を実施していかなければならないかなというふうに考えております。そういった機会に、

多くの地域の住民の皆さんの参加を呼びかけて、そうした災害対策備品の使用方法とか講習

会も併せて実施していきたいなというふうに考えておりますので、お願いしたいと思います。 

  ちなみに、今年の地震総合防災訓練におきまして、役場職員は災害備蓄品の保管場所の確

認と段ボールベッド、パーティション、発泡スチロールの簡易トイレの組立体験を行ってお

ります。 

  続きまして、子供たちもこういった防災意識を高めるために、こういった防災の経験をす

ることはということで、ご質問をいただきました。 

  子供たちも小さい頃から防災意識を高めていただき防災体験をすることは、地域防災力の

向上を図る上でとても大切なことだと思います。村でも数年前、県の元気づくり支援金事業

を活用しまして、防災キャンプという取組を行いました。親子で参加をいただき、野俣沢林

間キャンプ場で避難所での生活を想定して非常食の試食や防災備品の使用方法など、楽しみ
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ながら災害時に役立つ知識を学ぶ取組を行っております。 

  今後、また何かいい機会等があれば教えていただきたいと思いますけれども、わくわく館

の活動みたいなところを通じて、先ほどの防災キャンプで行いました避難所での生活を想定

した防災体験、そういった取組もできるかと思いますので、今後、子供の防災体験などにつ

いても取組をしてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） すごくいいお話を聞かせていただいたなと思っています。 

  私も先日、職員の方がパーティションですとか段ボールベッドを防災訓練の際に作ったと

いうお話は聞きました。私個人としては、段ボールベッドのほうが作るのに大変だったとい

うか、手間がかかったんじゃないかなと思ったんですけれども、実際は何かパーティション

を作るほうに苦慮されていたということを聞いて、それも実際作ってみないと分からないこ

となので、やはりやってみないと分からないものだなというふうに思いました。 

  防災キャンプ、すごくいい取組だと思います。以前は小学校で学年ごとレクリエーション

というのがあって、本当に私が子育てしている頃は、学校に泊まってレクリエーションをす

るなんていうこともあったんですが、今はそういったこともちょっと学校のほうで行われて

いないと思うので、一晩泊まったりするというのも、すごくわくわくすることだなと子供に

してみたら思うので、ぜひそういったのをまたこれからもちょっと取り入れていっていただ

けたらなと思います。 

  私は商工会に所属していますけれども、各部ごとに毎年研修会を行っています。そういっ

た研修会の機会等で段ボールベッドとかパーティションを組み立ててみるというのもいいの

かなと思いました。そういった団体等に、もしそういう機会があれば、そういったときにご

利用くださいという形で案内を出してみるのもいいのではないかなと思います。 

  また、村の文化祭で実際に作れるブースを設けたり、段ボールベッドやパーティションに

実際に触って使えるコーナーがあれば、備蓄品を災害が起きたときだけに見るものではなく

て、もっと身近に感じてもらえるのではないかなと思います。 

  また、防災広場を幅広い世代の人に知ってもらうため、防災広場を会場にイベントみたい

なものを開いて、イベントの中で、かまどベンチやマンホールトイレを作る体験をするとい

ったやり方も、おもしろいのではないかなと思いました。親子で参加しやすいかなと思いま
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すし、子供たちにも体験してもらうことができます。 

  私の提案として、ちょっと考えた幾つかですが、こういった点はどうでしょうか、お願い

します。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清澤議員の２回目のご質問でございます

けれども、ただいま商工会の研修会また文化祭、そういった防災広場の活用ということでご

提案をいただきました。 

  やはり地域の住民の皆さんが、こういった知識を身につけていただくことが、非常時の防

災力の向上にもつながるかと思いますので、こういった場所での防災体験とか、こういった

防災備品の使用方法の講習等につきましては、今後、前向きに取り組んでいきたいと思って

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ありがとうございます。 

  防災広場がせっかくできました。村民の交流の場であったり、常日頃から親しみのある場

所であれば、いざ避難となったときに使い慣れている場所に行くことになります。防災広場

が身近な存在であるというのが、とても大切ではないかなと思いました。 

  あと、先日、商工会で防災セミナーというのがありまして参加しました。その中で、先ほ

どから出ている避難所運営というのを体験するカードゲームというのをやったんですが、災

害時の避難所での役割や必要なことをそれで学ぶことができたんですが、災害時に避難所を

運営していくのは、そこに避難してきた人たち自らだということを先ほど総務課長はおっし

ゃっていましたが、私はそのとき初めて学んだんですね。役場の方たちが、ずっと携わって

くれているものだというのが、どこか漠然とあって、実際はそうでないというのをそのとき

初めて知ったんですけれども、そうなると、やれる人がやれることをやっていくという中で、

経験のある人の数を増やしておけば、自主防災やスムーズな避難所運営につながるんだなと

いうことを思いました。 

  今後は西洗馬防災センターも完成してきます。整えられつつハードな面に村民の皆さんの

ソフトの力が加われば、より強い防災力になっていくのではないかなと思いますので、ぜひ

いろいろな角度から村民の皆さんの経験値を上げる方向性を探ってもらえたらなと思います。
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これは要望です。お願いします。 

  以上で、私の２番目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員の２問目の質問は終わりました。 

  ３問目の質問をどうぞ。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） ３問目です。 

  ４月より運行開始の朝日波田線について。 

  この４月より朝日村と波田駅、梓川高校をつなぐバスが運行しています。途中、ザ・ビッ

グ山形店、アイシティ21、松本市立病院を経由するため、高校生の通学のみならず、買物や

通院といった村民の足として、かねてより要望のあった路線です。 

  梓川高校に子供を通わせる保護者の方より、朝の到着時間がもう少し早まればバスを利用

したいという声を聞きましたので、８月24日、梓川高校２学期初日にバスに乗ってみました。

朝日からは３人の梓川高校生が乗りました。聞いてみると、運行当初は遅刻もあったそうで

すが、その後改善が図られ、今はスムーズに運行されているようです。バスは予定通りに到

着しましたが、授業開始まで15分しかないと１限目例えば体育だった場合、着替える時間、

移動時間を考えると間に合いません。雨の日、これからあろう雪の日を想定すると、到着時

間にもう少し余裕がほしいと思いました。 

  教頭先生ともお話をさせてもらいましたが、やはり同じことをおっしゃっていました。帰

りのバスのことも心配されていて、学校は夕方６時には施錠するため、最終の便出発７時ま

での１時間が、これから寒くなる時期で日も短くなるため、もう30分でも出発が早まればと

おっしゃっていました。最終より１本早い便は４時55分発で、５時まで部活をやると乗れま

せん。 

  以下、質問です。 

  運行が始まって半年、利用者のニーズを取り入れ、行きの便、帰りの便ともにダイヤを見

直す予定はありますか。 

  以前に秋頃よりＱＲ決済にて運賃支払いが可能になるとのことでしたが、進捗状況はいか

がですか。 

  先日、私が乗車した日の天候は晴れていました。10人乗車してバスの大きさも妥当かと思

いましたが、今後、雪が降ったときなどは利用者が増える可能性もあり、あのサイズのバス

というのは、くるりん号と同じ大きさだったんですが、それでは小さいと思います。バスの
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大きさを変更する予定はありますか、お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、清澤あゆみ議員ご質問の４月より運行開始の朝

日波田線についてお答えいたします。 

  まず初めに、行きの便、帰りの便ともにダイヤを見直す予定はあるかというご質問につき

ましては、運行開始当初、行きの便の梓川高校前バス停への到着の遅れにより、利用された

高校生の保護者の方から、何回か授業に間に合わなかったというご意見をいただいた経過が

ございます。これにつきまして、村では５月に独自で利用者へのヒアリング調査をバス停の

現地で行い、また松本市を介した運行事業者へのヒアリングにより実態を把握し、３市村で

情報共有を図っております。 

  遅延の要因としましては、新規路線のため運行開始当初、利用者が想定以上に多く、増便

対応に時間を要していたこと、また乗務員が当路線について不慣れであったことによるもの

でございます。現在は、これまで運行してくる中で、利用状況またその対応が徐々に落ち着

いてきているところでございます。 

  今後につきましては、清澤議員が懸念されておられますとおり、遅延要因の抜本的な解消

及び冬期間の運行を踏まえ、６月に３市村及び運行事業者と協議する中、朝一番の始発時間

を15分程度繰上げすることを検討しているところでございます。 

  なお、帰りの便につきましては、現時点では、車両や乗務員のやりくりの関係上、すぐに

対応することは難しい状況でございます。引き続き検討してまいりますので、ご理解いただ

きますようお願いいたします。 

  次に、ＱＲ決済の進捗状況でございますが、キャッシュレス化等につきましては、３市村

の連携事業として取り組んでおり、現在、機器の導入を進めているところでございます。た

だし、数量が多いため、全路線を一気に導入することは難しく、各路線に随時導入していく

こととなりますので、業者と調整しているところでございます。 

  また、利用につきましては、まず専用アプリのチケットＱＲを運用開始し、年度内にはク

レジットタッチ決済へ拡充していく予定となっております。スケジュールが決まり次第、周

知してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  最後に、朝日波田線の車両サイズの変更につきましては、清澤議員よりご意見いただきま
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したとおり、村としましても利用実態を踏まえ、３市村の協議の中で同様の話をさせていた

だいているところでございます。 

  運行車両の手配につきまして、当該路線を運行する車両は、運行事業者が所有する車両を

利用しており、松本地域公共交通協議会管内の運行路線の多くが同様のオペレーションを行

っております。運行路線の配車計画につきましては、路線ごとの利用実績を考慮し、運行事

業者が所有している車両及び乗務員などを管内全体で最適となるよう配置しているとお聞き

しております。このことから、特定の路線を優遇、優先するといったことが難しい状況でご

ざいまして、利用実態を見ながら協議会の中で引き続き検討を重ねてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） 今お話をお聞きして、始発の出発時間が15分繰上げになるというこ

とをお聞きしたので、この点はすごいよかったなと思います。帰りの便に関しては、まだこ

れから検討してくださるということですので、これから寒くなる時期になりますが、長い間

寒いところで待たなくて済むように、なるべく早い段階でもう一本間にダイヤを入れるとか、

もう少し出発の時間が早まるとかというふうに改善できたらいいのかなと思います。そこは

よろしくお願いしたいと思います。 

  あとＱＲ決済の件ですけれども、徐々にではあるけれども進んでいるということなので、

予定どおり進んでいるのかなというふうに思いました。とても行きの100円、帰りの100円と

いう、あと電車代というような、そういうのも考えたりして、電車代は定期もあったりする

かと思うんですけれども、本当に私も子供がバスに乗って利用させてもらっているときに、

小銭を用意するというのがなかなか大変だったので、早い段階で少しずつでも便利になって

いったらいいのかなと思います。 

  私が乗車した朝日波田線は、運転手さんから10枚つづりの乗車券を買うことができました。

これも小銭を用意しなくていいので、とても便利だなと思ったんですけれども、ただやはり

現金にての支払いが便利な利用者の方もいらっしゃると思いますので、その辺は併用して使

えるというのをお願いしていきたいなと思います。 

  あと私が乗ったときの運転手さんなんですが、対応がとても丁寧でした。高校生とか小学

生のお子さんが乗られたときもあったんですけれども、その子にもすごく丁寧に声がけをさ
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れていたりして、普通の走っているバスみたいにボタンを押せば降りるところ次ですよとい

うのと違うので、どこで降りるのかというのをきちんと確認しながら、丁寧に対応していた

のがとても印象的で、安全運転にもすごく心がけているのが分かりましたので、その辺、運

行の事業者さんにもお伝えしていただけたらなと思います。 

  あとバスの大きさについてですけれども、やはり乗車したいのに乗れないとか、ぎゅうぎ

ゅう詰めで乗っていかなくてはいけないというのは、乗車率の低下につながってくるのでは

ないかと思います。せっかく運行を始めた路線なので、より多くの人に利用してもらえるよ

うに、やはり検討していってほしいなと思います。 

  しばらくはこのままの運行でも、もしもこの先バスが替わるとか対応がちょっと変わって、

少しこういう感じになりますよというようなことがあった場合は、速やかに周知していただ

くというのがとても大事かなと思います。 

  今回、私が話をお聞きした保護者の方は、この運行当初より改善されてスムーズに運行し

ているというのを知りませんでした。なので、知っていたら、特に雨の日などは利用してい

たと思うんですけれども、周知の仕方ももう少し工夫して丁寧にやっていただけたらなと思

いますけれども、その周知の仕方という点では、何かお考えとかございますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） それでは、ご質問いただきました周知の方法でございます

けれども、現在、公共交通等につきましては、ホームページ等では広報させていただいてお

りますけれども、必要に応じて回覧板等も検討させていただくことと、一番は利用されてい

る方から周りの方にもお伝えしていただけると、大変ありがたいと思っております。 

  村のほうでもできる限りの周知はしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（北村直樹君） 清澤議員。 

〔６番 清澤あゆみ君登壇〕 

○６番（清澤あゆみ君） すみません、その周知の仕方というところで、もう一点。 

  やはりホームページとか回覧板の利用とか、できる媒体はいろいろ使って周知していただ

くのはとても大事だと思います。 

  朝日波田線ではないんですが、バスの利用というところで、火曜日と木曜日に運行してい

る買物バスは、祝日も運行していますけれども、祝日運行しているというのをやはり知らな
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かったという方がいらっしゃいました。くるりん号も予約すればザ・ビッグ山形店まで行っ

てくれるようになっていて、村民の足として便利になっているんですが、やはりこの利用の

仕方がよく分からないという方がいらっしゃるということも耳にしました。 

  どちらの路線もより多くの人に利用してもらうために、あと細かい詳細を知ってもらうた

めに、やはり方法というのを少し探っていただけたらいいのかなと思います。買物バスを利

用する方、ちょっと高齢者の方が多いかと思うんですが、紙ではなく耳から入ってくる情報

をもらえたらということをおっしゃっていたので、例えばテレビ松本でそういったことをお

知らせするとか、オレンジカフェですかね、ああいうところに出向いてバスの利用の仕方を

説明するとか、そういったこともやってみたらいいのかなと思います。 

  燃料高騰の中、せっかく走っているバスが、空や少人数で走っているのはとてももったい

ないなというふうに感じることがあります。ぜひより多くの方に利用してもらうように、工

夫していってもらえたらと思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、清澤あゆみ議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 古 池 美佐江 君 

○議長（北村直樹君） 次に、７番、古池美佐江議員。 

  古池美佐江議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） ７番、古池美佐江です。 

  私は、２問の質問をよろしくお願いします。 

  １番目の質問は、朝日の小学校プールの活用についての質問をいたします。 

  令和４年度に小学校のプールの屋根の改修工事を始めたところ、長年にわたるメンテナン

スの不備により予定以上の費用がかかることが判明し、工事を中断して工事内容の見直しと

変更、それに伴う補正予算の組み直しがあり、議会で議論がなされたことは記憶に新しいこ

とでございます。臨時議会も開かれ、結果可決され、工事が再開され、先月８月１日に引き

渡されたと村長からも定例会の開会時に報告があったところでございます。 

  完成予定は８月末でしたが、１か月も早く完成したので、２学期開始時点からプール学習
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を始めることができたらよいと教育委員会でも考え学校側に相談したとのことですが、学校

としては今からでは他の行事などからの兼ね合いもあり変更が難しいとの返答があったため、

年度当初の計画どおり、来年度からの使用開始になったとお聞きして、私個人としては、と

ても残念だと感じているところでございます。 

  さて、昨年の12月議会では、これだけの費用をプールに投資するのならば、一般への開放

など有効活用したらどうかと数人の議員から提案がなされていました。それについて、村と

してもその方向で考えていきたいと答弁していたと記憶しております。 

  小学校のプールであり、管理面には難しい課題があるとお答えもされていましたが、こう

して現物が出来上がっておりますので、当然幾つかの有効利用の案など、特に学校教育以外

での活用について、もうお考えを始めているかと思います。どのように考えているのか、お

伺いをしたいと思います。お願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） それでは、古池議員のご質問にお答えいたします。 

  朝日小学校のプール等工事につきましては、議員のご発言のとおり、請負業者のご尽力も

あり、予定工期より一月ほど早く竣工することができました。これにより、今後も長期的に

使用することが可能となり、安心で安定した水泳授業が行える環境を整えることができまし

た。議会をはじめ関係の皆様からご心配、ご理解をいただきましたこと、改めてお礼を申し

上げます。 

  また、今期の水泳の授業につきましては、既にほかの施設をお借りして進めてきており、

年間のスケジュールの都合により、残念ですが、小学校のプールでの授業は行うことはでき

ませんでした。来年度からとなるものです。 

  さて、議員のご質問の学校以外での活用についてでございますが、これまでにも議員の皆

様から一般開放などの有効活用について検討が必要であるとご意見をいただいていたところ

です。 

  そこで、まず県に、県内の学校が管理するプールを一般に開放している状況を確認したと

ころ、公立学校では現在はないと、今年の第１回の臨時会において、教育長のほうからも答

弁をさせていただきました。 

  この状況は、学校のプールは学校職員が管理をしている実態があることから、一般の方が
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利用することにより、水質や施設等の安全を含めた管理などを行う上で、学校職員の負担が

増えることなどがあると捉えております。 

  このようなことから、議員のご提案の朝日小学校プールの学校教育以外での活用について

は、教職員の働き方改革を進めていることを含め、学校職員による管理は難しく、そこで施

設の運営管理についてが課題になると捉えています。 

  しかしながら、村民を含めた一般の方が利用することは、施設利用率が上がるとともに、

村民の健康管理面からプールを使った健康教室の開催、また公民館講座での水泳教室などに

活用することもでき、活用方法は広がると捉えております。 

  そこで、今後考えられる管理方法としては、村の直接管理あるいは民間に管理委託を行う

などが考えられます。その中での課題として、村が行う場合、管理技術や水泳指導の可能な

人員人材確保と人件費、民間に委託した場合は、委託の方法、その費用などが上げられ、そ

れぞれ今後比較し、よく検討する必要があると捉えております。 

  現在、水泳事業を行っている民間事業者へも照会をしているところですけれども、今後こ

のような比較したりする調査の時間をいただき、学校教育以外の活用について可能性を探っ

てまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） やはり一番管理面が大変なことなんだなと、私も感じております。

ですので、では、どういうふうにしたらいいのかなと思うんですが、学校では今どこの学校

もそうだと聞きましたが、大体７月いっぱい、学校が１学期の間にプール授業は終えると、

ほとんどの学校が、ほかの市外でもそういう傾向にあるようです。夏休みも大分長くなって

まいりましたし、１学期中になるべく終わらせるという方向だと思います。 

  朝日小学校も毎年そういう形で、今年は別ですけれども、昨年度までは、やはり１学期で

評価も終えて、みんな閉まって、夏休みからは開放を全然しないという方向できました。 

  それで、私も一般へもし使うかなということが一番、朝日村でもどうかなということが心

配になりました。それで、ちょっと高齢者と言われる年齢層の方が村では多いので、もしそ

ういう健康教室とかした場合は、村の高齢者の方も使っていただけるのかな、どうなんだろ

うということで、社協のほうで認知予防講座などを企画している職員に尋ねたところ、そう

いう高齢者の方がプールを使用しての講座に参加してくれる人は多くは期待できない、今さ
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ら水着を買って、プールでウオーキングをやるけど、どうと言ったら、多分やるやるという

方はすごく少なくて、多分講座として成り立たないのではないかなと言われました。なので、

それは無理かなと私も感じています。 

  それで、やはり何が一番かというと、昔、10年くらいはどこも開放しなくなったと思うん

ですけれども、夏休み中に先生たちの管理でプールを開放していました。それによって保護

者や学校職員の負担もとても重かったということで、今は一切やっておりません。なので、

まず最初は、一番最初は村の子供たちに夏休みにプールにもう少し親しんでもらいたいなと

私は思います。なので、毎日ではなくても土日のどちらかとか、日にちを決めて学校のプー

ルを開放して、子供たちに水遊びとかそういうものに親しんでもらえたらいいのかなという

のを、一番考えてみました。 

  そうすると、村の管理も少し、ちょっと塩素を入れたりとか、そういう水質を管理してい

くということは必要ですけれども、その一日だけ、昼間だけとか、そういったことをしてい

けば、もう少し子供たちが楽しめるのではないかなと思っています。 

  あと、先ほども次長のほうからもありましたけれども、プールの短い期間の子供へのプー

ル教室というか、水泳教室を開くというのもいいのではないかなと思います。残念ながら、

学校の授業の中だけで、すごく泳げるようになるかというと、やはり限度があって、泳げる

ようになりません。なので、どうしても泳がせたいとか、上手にさせたいとか、そういう人

たちは民間のほうのプールのある施設のほうに塾として通わせているという状態があります

が、集中してその期間、３日とか４日でもいいんですけれども教えてあげると、子供という

のは割と上手になると思うんですね。なので、そんな短い期間の村主催の水泳教室を開くと

か、あとはおもしろい、ただ普通のクロールとか平泳ぎではなくて、古式泳法、立ち泳ぎと

か、そういうのを教えるとか、何かちょっとユニークな水泳教室みたいなのを開くと、また

子供たちも、何かおもしろそうだねと、そんな感じで参加してくれるのではないかな、人数

とかは限りがあるんですけれども、あまり大勢だと困っちゃうんですけれども、そういうも

のを開いてはどうかなと思います。 

  あと、今年、市民タイムスにも載っていましたが、山形のＰ＆Ｇ海洋センターでは、スタ

ンドアップパドルボード、ＳＵＰの体験講座があったとありました。それもまだ９月まであ

る、今月まで６回開かれていたということですが、そういう新しい水上アクティビティの体

験講座を時々開くとかできるかなと思います。 

  あともう一つは、大人も含めて親子で着衣水泳講座みたいなのを開くというのもいいので
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はないかなと、私は思っています。毎年全国で川や海での水難事故が絶えません。それで、

小・中学校では大体水泳プールの最後の授業のほうでは、水は怖いものだよ、楽しいだけじ

ゃないよねということで、着衣泳という授業を必ず行っています。その日は水着の上に洋服

を着て、それから靴も履いてという形で、子供たちは履いて泳ぎにくいよねと、そうしたら

まず靴を脱ぐんだよとか、そういうことを体験したりとか、学年に応じてですけれども、や

っているので、なかなか大人というのは、そういう経験がないのかなと思います。なので、

そういうような講座を１回でも２回でも分けてやるとか、何かそういう身近な村の人たちが

できることから少し始められるといいのではないかなと、そんなふうに思ってきました。 

  すぐにやるということは無理だと思います。さっき、検討しなければいけない、予算もあ

りますし、講師も探さなければいけないし、でも一つくらい、来年、一つだけこれをやって

みましょうかとか、そういうふうにしてやっていくのはいいのではないかなと、少し考えて

みました。これについて、教育委員会のほうは、どのように思いますか。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） いろいろ提案いただきまして、ありがとうございます。 

  先ほど社協のほうの話だと、少し高齢者の方は何か難しいというようなお話がありました

けれども、その辺、今後、プールが使用できるようになれば、また社協なり、また公民館講

座でもお年寄りを対象にしたような講座ができるか検討できるかなとは思っております。 

  また、夏休みを利用した子供たちへの開放についても、今小学校でプール、夏休み中でき

ていないのが、今年もそうでしたが、この暑さの中、子供たちが通うということの中で、熱

中症のリスクがあるということで、小学校のほうでも控えていたり、ＰＴＡの皆さんの負担

も軽減というようなことから、今小学校のほうでは、夏休みのプールを開放しておりません

が、今後どうしていくかということもあるんですけれども、ひとつあと定期的に常に利用し

ていると、水の管理も非常にいいんですけれども、週１とかで利用するについても、常に管

理しなければいけないということで、今回プールを改修してみて、新たに水を張って検査を

してみたんですが、管理しないとすぐに緑色に水が濁ってきてしまうというような状況が分

かりましたので、水の管理というのは非常に大変だなということが分かりました。 

  ということで、先ほどから出ていますまずは管理の方法を、今後しっかり詰めて、できる

だけやれる方向で、いろいろな方から使っていただける方向で、また検討していきますので、

今ご提案いただいた内容も一緒に含めて、やる方向での検討に入りたいと思いますので、よ
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ろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 管理のことについて、本当に検討していただきたいと思います。 

  将来的なことについて、ちょっとお話をしたいと思います。 

  小学校のプールは、この先約25年くらいは使えるだろうと、村としては考えていらっしゃ

ると思いますが、松本市教育委員会では、古くなったプールを壊して新たにプールを造るこ

とをやめ、民間の水泳施設を借りて水泳の授業を行うようにしています。開智小学校では、

今年が２年目ということで、今年もそれについては５月のときですかね、６月か、市民タイ

ムスに載っていました。来年は新たにもう１校、同じようにプールを改修せず、同じように

始めるそうです。 

  しかしながら、松本市内全ての学校が同じように民間の施設を借りて水泳学習ができる環

境ではないので、新しく建設しなければならない学校もあるということで、そういう施設か

ら遠いところは施設をまた造らなければいけないと思っているそうです。 

  しかし、近くの小・中学校間でプールを共同で使用する方向も考えているというふうに言

っておりました。このことで、将来的に朝日小学校のプールも近隣の学校に貸すこともでき

るのではないかなと、私は思います。特に松本市内だったら今井小学校が近いですし、今井

小学校も、とてもここの学校よりは子供の数が少ないですよね。自分たちのプール期間も、

ある程度いつでも使えますので、少し早めに終わるとかして空けて、それで隣の学校に来て

もらう、使ってもらうとかいうことも可能ではないかなと思います。 

  あとは塩尻の洗馬小学校なども近いので、バスで来やすいかなと思ったり、そういう他校

に貸す、お互いに連携をしてやっていくということも、これからはどこの市や町も財政的に

は大変ですので、そういうことも考えていったらどうだろうかなと思います。 

  ただ、残念なことに、塩尻市は昨年までに大体市内のプールは全て改修が終わりましたと

言われました。なので、将来的、今のところは大規模な改修はないとの返答でした。しかし、

私がこういう使い方を松本市もしているんですけれどもとか、そんなお話をしましたら、塩

尻市では、将来的にプールを建設せずに民間でも行うことも考える必要性があるとか、そう

いうことでヒントをいただいたので、また考えていきたいと思いますという返答をいただき

ましたので、そういうビジネス的というのはおかしいんですけれども、そういうふうによそ
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と連携をして、こんないい施設がありますので、少しそういうことを呼びかけていくとか、

そういう近隣の自治体とのつながりもやっていくといいのかなと、私は思いました。 

  そんなことで、参考にしていただければいいと思います。 

  これで、１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） では、２問目の質問をお願いします。 

  防災訓練について質問いたします。 

  ９月３日日曜日に、大地震を想定した防災訓練が村内各地区で行われ、私も地元地区の訓

練に参加いたしました。その夜には、地区の常会がありましたので、そちらにも参加して、

皆さんのお話を聞いてまいりました。 

  私の住む地区には障害者の方々が共同生活をしている福祉施設があるのですが、その代表

の方が、今日の防災訓練について私たちの施設には全く何の連絡もなかった。施設では消防

署の方をお願いして避難訓練はいつもしているが、村の防災訓練について何も連絡がないの

はどうしてか、村内の他の施設はどうだったのかと話されました。 

  このことについて、先日、課長に福祉施設の参加について確認したところ、それについて

は各地区に任せていた。今年の反省点として来年に生かしたいと回答がありました。 

  今回の防災訓練では、住民の安否確認に重点を置いて取り組む方向で進められていました。

内容も示されていましたが、地区でも福祉施設までは気を回せていなかったのだと思います。

私もそのときに代表の方に言われて、そうだった、私の地区には、そういう方たちが共同生

活で住んでいらっしゃったなということを、ああ、そうだった、そういえば今日お見えにな

っていなかったなということを初めて気がつきました。 

  なので、行政側としても、自分たちの命を守るために地域で積極的に取り組んでほしいと

いう意図があったと思いますが、そのための準備が十分ではなかったかなと思います。 

  これからの取組について、どのように考えているのかお伺いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 



－95－ 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、古池議員のご質問に、住民福祉課のほうからお答

えしたいと思います。 

  今年度実施いたしました地震総合防災訓練の趣旨を十分ご理解いただきまして、ありがと

うございます。お気づきの点、ご意見をお寄せいただき、ありがとうございます。 

  村といたしましては、全村民向けの周知を実施しておりましたが、古池議員ご質問にあり

ます福祉施設への直接の呼びかけは行っておりません。村内にあります各施設では、施設ご

と避難計画があり、村の防災訓練と同日ではございませんが、避難訓練を行っていると伺っ

ております。 

  古見区内にございます高齢者の入所施設では、防災訓練当日ではありませんが、施設があ

ります地域の方からも参加をいただいた訓練を実施していると聞いております。ちょっとコ

ロナの拡大で、今は行っていなかったということでございました。また、西洗馬にございま

す障害者のケアホームにお住まいの皆様も、西洗馬という地域で暮らしております。地域の

皆様からも、ここに暮らしていることを知っていてもらうことは、特に災害等が起きたとき

には、支援の手が届きやすくなるのだと思います。 

  総合防災訓練の実施においては、今後は各施設へ直接呼びかけを行ってまいりたいと思い

ます。ケアホームで暮らす方々は、各施設における計画により、日頃から一緒に暮らしてい

る職員が災害時も避難を一緒にしますので、皆さんお作りのお助け台帳とか、災害時の個別

支援計画等はございませんけれども、地域住民の一員として、地域の皆さんからも防災訓練

への参加を呼びかけていただければと思っております。 

  以上になります。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 今回はしなかったということで、地区としても、そのことについて

気づけなかったということもあると思います。ですので、行政側の意図としては、これから

もずっとそうですけれども、村民自ら考え行動する防災訓練にしたい、そのように重点を置

いていたと私も認識しておりますし、そういうふうにはこれから自主防災会のほうも努力を

していってほしいなと思っています。 

  しかし、今回そういうアドバイスが少し足りなかったので、うまくそういうところにも気

が回らなかったと思います。これからは、やはり自主防災会で動くということは、とても大

事なんですが、それに至るまでの間に、やはり行政側とよく打合せをしたり、こういうとこ
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ろはこういうふうにしたほうがいいかもしれないとか、こういうところには声をかけてくだ

さいとか、やはり行政側のきめ細やかな指導などやアドバイスがないと、私たちも落ちてし

まうのかなと思うので、そういう点をやはりしっかり押さえて、それで自主防災会を育てて

いくという方向で頑張っていきたいなと思っています。 

  ですので、やはりこれから今回のことを反省に挙げていただいて、また反省会はこれから

あるのでしょうか、自主防災会側の方たちに集まっていただいて、どうでしたかとかいう反

省会が持たれると思いますので、来年度に生きるように、そういうことは必ず残していただ

いて、やっていただきたいなと思います。 

  あと、私たちも地区に連絡会というか、そういうのがあるので、自主防災についての会議

が地区であるので、来ていただけますかということで言ったんですけれども、その防災会が

開かれたのが２週間前だったんですね。それで、間に合うのかしらと、ちょっと私も思って

しまって、やはりこういう事前に始めるときに、どのくらい前から行政としては打合せをし

たり指導をしたりとか、そういう会合というのはお持ちになっているのでしょうか。もうち

ょっと早いほうがいいのかしらと、そして住民にもっと早く知らせたほうがいいのかなと、

少し感じたんですが、いつ頃したのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） ただいまのご質問にお答えさせていただきたいと思

いますけれども、地震総合防災訓練の打合せでございますけれども、各地区の自主防災会長

それと消防関係者が集まっていただきまして、今年は６月の下旬に行っております。それか

ら各自主防災会の自主訓練を、それぞれ自主防災会長がどういう訓練をやるか、自主訓練の

内容を決めていくんですけれども、その訓練の提出、どういった訓練をやるかという提出を、

村のほうに７月下旬までに出していただくことになっておりまして、それを受けて、村では

消防局とか、そういうところに講師が必要な場合は、そういった関係機関と調整を行ってき

たということで、会議につきましては、いずれにしましても６月末に行いまして、計画を７

月中につくっていただく、そういった形で進めてきておりますので、お願いしたいと思いま

す。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） 私が思っているよりは早く行政側は進めてくださっているんだなと
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いうことが分かり、安心しました。しかし、やはり地元のほうに行ったときには、少しそう

いうのの計画とか、そういうのを周知するのが少し遅れ気味なのかなと思うので、そういう

全体的なことも含めて、自主防災会のほうにご指導していただけると、もうちょっと中身が

濃いものができるのかなと私は感じました。よろしくお願いします。 

  あともう一つ、ちょっとこれは最後なんですけれども、さっきの福祉施設の関係の話にな

りますが、それは来年からまた一緒にできたらいいなと思いますが、そこの施設事業所、古

見のほうのさっきのケアホームではない元のほうの事業所のほうでは、福祉避難所として指

定を受け、村と協定を結んでいますという話も聞きました。しかし、代表のＹさんは、協定

を結んだ後、村と具体的な動きなどを話し合ったことが今までにないので、実際に大規模災

害が起きて福祉避難所として受け入れることになったとき、そういう要請を受けたとき、自

分たちがどのように対応したらいいのか正直分からないので、不安だというお話をされまし

た。行政はこれについてどのようにお考えなのか、教えてください。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 古池議員のご質問にお答えさせていただきたいと思

いますけれども、民間のそういった福祉施設と災害時には福祉避難所として行っていただき

たいということで、協定を結んでいるんですけれども、すみません、私のほうもちょっと福

祉避難所と打合せということは、確かに今まで経験がないものですから、内容についてしっ

かり再確認させていただきまして、必要なものがございましたら調整していきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 古池議員。 

〔７番 古池美佐江君登壇〕 

○７番（古池美佐江君） やはりそこを使わせてもらうことになる、そんな災害は起きないほ

うがいいんですけれども、やはり最低こういう訓練、そこではそこに避難するとか、そうい

う訓練はなくても、毎年もしそういうことがあったら私たちから電話が行きます、そうした

ら私たちが行きますから、こういうふうに受入れ体制をとっていきましょうとか、具体的に

話しておくと、話すということだけでも、毎年毎年確認をするだけでも、そのときに動ける

のではないかと思うので、避難訓練の一環の中にこういうすり合わせというか、事業所さん

たちとそういうことをしていくという機会は必ず持っていくのは大事ではないかなと、お話

を聞いて思いましたので、またご検討ください。よろしくお願いします。 
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  では、今日はこれで私の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで、古池美佐江議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 小 林 弘 之 君 

○議長（北村直樹君） 次に、８番、小林弘之議員。 

  小林弘之議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ８番、小林弘之でございます。 

  今回２問の質問をさせていただきます。 

  まず１番目、高校生通学支援事業補助金交付について。 

  この制度は、昨年３月の議会で可決された事業で、２年目を迎えました。そこで、たまた

ま７月初旬に、この事業に該当する世帯の方と話をしていたときに、私が高校生通学補助金

申請はしましたかと聞くと、この方は、高校生通学補助金申請を知らないと言っていました。

私は申請締切りが６月30日であることは知っていましたが、７月初旬だったため、そうはい

っても書類を準備して役場に申請に行ってみてくださいと言って、後日確認したところ、既

に申請期限が過ぎているとのことで申請できなかったようです。 

  そこで、幾つか質問させていただきます。 

  （１）朝日村高校生通学支援事業補助金交付要綱に、補助金を交付することにより保護者

の経済的負担の軽減を図り、子育て世代への切れ目のない支援を行うことを目的とするとあ

るが、申請締切りを過ぎてしまっているが、救済処置の考えはないのでしょうか。 

  （２）令和４年度の交付世帯実績と今年度の補助金申請状況はどのようになっていますか。 

  （３）この方は、高校生通学支援事業補助金交付を知らなかったが、この補助金の事業は

２年目を迎え、まだまだ新しい事業だが、周知連絡はどのように情報出ししているのか。 

  以上、３項目について当局のご回答をお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） それでは、小林議員のご質問にお答えいたします。 
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  ご質問の朝日村高校生通学支援事業は、議員ご発言のとおり、昨年度から子育て支援とし

て村単独で行っている事業でございます。この事業は、補助金交付要綱を定め、目的達成の

ため対象者、補助金額、申請方法などを示し実施しているもので、ご質問の申請の締切り期

間については、毎年度５月１日から６月30日までとしており、期限内の申請をお願いしてい

るものでございます。 

  保護者の皆さんには、これにより申請をしていただいているところでございます。したが

いまして、申請期間が過ぎての申請日のものにつきましては、残念ながら受付し交付するこ

とはできません。 

  次に、申請状況についてでございます。 

  事業初年度の昨年度は、85件の申請でした。現在、個人情報保護の観点から、高校に通う

生徒の実数の把握は難しいため、当時の中学校卒業時の人数等から算出し、予算措置上、高

校通学者数を100名と想定しておりますので、予算に対し申請率は85％となります。 

  今年度の申請数は92件、同様に92％の申請率となります。件数で比較した場合、昨年より

７件ほど増となっています。対象者数の把握が難しい状況ですので、一概に増えたことをよ

しとすることはできませんが、昨年度より申請者数が増加したことについては、この制度を

把握していただいてきたと捉えております。 

  次に、この事業の制度の周知方法についてでございます。 

  この事業では、申請を５月からとしていることから、年度当初には回覧板、ホームページ、

告知放送を行い、５月発行の広報あさひでも掲載し、周知を行っているところでございます。

また、４月に行います区長会、地区長会においても項目として挙げ、各区、地区内への周知

をお願いしているところでございます。 

  周知方法については、引き続き有効な方法を考えて検討していきたいと思っております。 

  議員の皆様からも保護者に対し期限内での申請をしていただきますよう、ぜひお伝えいた

だければと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） （１）はちょっと置きまして、（２）の実績ですが、令和４年度実績

で85件でありますが、昨日の決算書、教育委員会の主要事業に対象者85件でありましたが、

対象者は支援を受けられる総人数ではないんでしょうか。これは受けた人の件数であって、
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対象者とは違うのではないかなと思います。 

  昨年でいきますと、今年度92件、より多くの対象者が申請したと。昨年も85件ということ

は、大体１学年約28人ですね。そうすると、本来であれば100人、もっと多いと思うんです

けれども、その点についてまずお伺いします。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 先ほどの決算書の明細のところに対象者85名ということで資料に

出ていたということですので、ちょっとそこをもう一回確認させていただきますが、確かに

議員おっしゃるとおり、対象者というと全体を捉えているような表記になりますので、そこ

については改めてちょっと確認をさせていただきたいと思いますが、いずれにしましても先

ほど申したとおり、実際に高校に通っている生徒というのが、非常に今つかみにくい状態で

はありますが、１学年30名から35名の間で推移しておりますので、それを取って３学年とい

うことで100名ということで予算の積算上はさせていただいているということですので、こ

ちらの対象者とすれば100名いるということで判断をしております。 

  ですが、年によってどうしても差が出るのと、実数がつかめないということの中で、この

数字が実際に多いのか少ないかというところは、非常に難しい捉え方になりますけれども、

100名とした場合、今年については92件の申請がありましたので、引き続き100になるかどう

か非常に難しいですけれども、多くの皆さんから、保護者の皆さんから申請していただくよ

うな対応をしたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 実際、今年は締め切っているもので、この件数でいいかと思うんです

けれども、先ほど確認するという主要事業の85件、これはまさしく85件とあります。予算

500万円で100名取ってあると。人数については、鉢盛議会でも全ての３学年進学していると

言っておりました。ですので、大体の人数は把握できるかと思います。 

  ３番目ですが、広報とか回覧板、朝日村ホームページなどにもしてあるということですが、

この方は非常に忙しくて、忙しいというか、やはり幾つも仕事を持って、回覧板もろくに見

られないとか、もともとが知らなかったものでいけないんですけれども、そういう点で、い

ろいろな情報発信があると思うんですが、直接郵送なり何なりのこういう支援事業があるの
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で受けたらどうかという案内はできるのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 直接対象者にご通知等を差し上げて申請していただくというか、

周知させていただくということができれば、そうさせていただきたいと思っておりますが、

今回のこの事業に関しては、例えば中学の卒業時、今ほぼ100％の生徒が高校に進学してい

るという状況ではありますが、２年、３年になってきた場合、どうしても高校に通っている

かどうかという把握についてはできない状況でありますので、中学卒業時にはお知らせをし

て、そういう制度があるということはできるかと思いますので、その辺は改めて中学校と話

をさせていただく中で、卒業時については周知できるような形をとりたいなと思っておりま

す。 

  あと、直接通知については、先日まで行われていました今年の世帯家計応援給付金につい

ては、これは対象者が確定しますので、各家庭に通知を差し上げ、さらに、これも申請期間

がありましたが、申請期間内の中で、まだ来られていない家庭については再度案内を出した

り、職員が分かる範囲で電話もかけさせていただいたりして、申請を促させていただいたと

いうようなことをさせていただいていますので、対象者が分かるものについては、極力申請

していただけるように職員も行っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 今言われたいろいろ支援事業があって、そうやって通知も出していた

だいて、そこまでちゃんと来ないところにはフォローしてやる、これが本来の、本来といい

ますか、優しいやり方ではないかなと思うわけです。 

  ですので、今、次長が言いましたように、中学卒業時にそういう案内を出してやれば、少

なからずともそういう世帯に満遍なく回るじゃないかと思います。その通知がいっているに

もかかわらず申請しないというのは、それはそれで、言い方変ですけれども、受ける気とい

うか、いただく気がないというようなことも言えますので、ぜひそんな形で今後万遍なく、

そういう支援事業を受けられるような形にしていただきたいと思います。 

  （１）に戻りますが、先ほどもおっしゃっていましたのは、期間を過ぎているから受けら

れないというふうに言っていましたけれども、受けられない、過ぎてしまった、これは問題
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だと私も認識しますが、国とか県の補助金とは違い、朝日村独自の交付申請というふうに思

って、緩和な対応ができるかと思っているんですけれども、その点についてはどうでしょう

か。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 村の単独事業でありますが、今、小林議員おっしゃるとおり、

国・県の事業ではないのでといいますが、村も同じ行政でありますので、やはり期限があれ

ば期限の中で申請していただかないと、なかなか公平性、いろいろな部分で不公平感が出て

しまいますので、そこはお示しをさせていただいている期限の中で行っていただくというこ

とでお願いをしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 言っていることは分かるんですけれども、この朝日村というのは、子

育てに優しい村だ、こういうふうに言われていますよね。そういう中で、この子育て世帯の

中には、母子・父子などの家庭環境で５万円は大きな支援金だと思うし、働いて５万円を稼

ぎ出す、生み出す、とても大変なことだと私は思っているわけです。ですので、喉から手が

出るほど、やはりもらいたいと思っていると思います。 

  要綱にもあるように、保護者の経済的負担の軽減を図る、子育て世代の切れ目のない支援

を行う、そういうところの中で、救済というのはできないのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 議員おっしゃることは、よく分かります。分かる中で対応はして

きているところですけれども、これ、事業を行うのには、制度説明も議員の皆さんにもさせ

ていただく中で、村民の皆さんにも制度の説明をさせていただき、予算の措置についても、

こういう制度で、こういう期間の中で、こういう皆さんを対象にしてということでご説明を

させていただく中で行っている事業ですので、そこを曲げてまで救済措置等を行うことが、

実際に逆にこちら側とすれば、議員の皆さんに説明ができなくなってしまいますので、あく

までもこの要綱で当初に説明をさせていただいた中でやらざるを得ないというところであり

ますので、そこはご理解いただきたいと思います。 
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  以上です。 

○議長（北村直樹君） 百瀬教育長。 

〔教育長 百瀬司郎君登壇〕 

○教育長（百瀬司郎君） ありがとうございます。 

  私どもは、村民のこの対象になる高校にお子さんを出しておられる保護者の方には、

100％この補助金を受け取っていただきたいというのが願いであります。またそれに近づけ

るように、何とかいろいろな広報を差し上げているところですが、まだ２年目というような

段階で、まだその点にまで至らないような状況もあるかもしれませんけれども、先ほど申し

上げましたように、中学生の卒業時のところでＰＲをさせていただいて、そしてこういう補

助金があるんだということを承知しながら高校に入っていただくということで対応を図って

いくなり、また、検討させていただきたいと思います。 

  先ほどから申し上げているように、今回受け取れなかった世帯の方がいらっしゃるという

お話でございますけれども、心情的には非常に申し訳ないという思いであります。ただ、私

どももこの期限を切らせていただいている、また、できるだけ年度の早い時期にこの制度を

活用していただいて、自転車あるいはバスの通学に活用していただきたいと、そういう願い

でもって、この早い年度のところで給付をしているということでございますので、ぜひ今回

その方には大変申し訳ないんですけれども、ご理解をいただきたいと思います。 

  例えば３日過ぎたので何とか許してもらいたいというような話もあるかもしれません。で

は、１か月はどうなのか、３か月はどうなのかと言われたら、これはちょっと私どもも対応

が難しくなってまいりますので、ぜひこのところはご理解をいただいて、ぜひ期限内にご申

請をいただきたいと、そんなふうに願っております。 

  また今後は周知については検討してまいり、またそのようにしたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

  以上であります。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 分かりました。 

  では、検討する中で、一つ私のほうから提案をさせていただければ、忘れてしまって、そ

ういうことで申請に来れなかった、では、結論から言うと、月割りとしてそういう補助金を

申請してやればできると思うんですけれども、要は遅れた分を除いて、申請が来たときから
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の月で支給してあげれば優しいかと思うんですけれども、そういう考えもあるかと思うんで

す。ですので、やはり金額が金額だけに、そういうもっと子育てに優しいそういう村であっ

たらば、そのぐらいの対応の仕方もあるのではないかというふうに思います。その点では、

どうでしょう。 

○議長（北村直樹君） 上條教育次長。 

〔教育次長 上條靖尚君登壇〕 

○教育次長（上條靖尚君） 申請の仕方なり給付の仕方のご提案をいただきましたけれども、

今の要綱上では、なかなかそういう月割りとかという形での支給というのはできない要綱に

なっていますので、行うとすれば、要綱というか本来の目的に合うかどうかも検討させてい

ただく中で、それも含めたことが目的を達成するために有効であるかどうか、有効であれば、

要綱を変えてでも、そういうことをすることが必要かもしれませんので、そういうことを含

めて、ちょっと検討はさせていただき…… 

〔「それは駄目だ」の声あり〕 

○教育次長（上條靖尚君） いずれにしましても、今の要綱上では月割りという形ではできま

せんので、いずれにしてもご提案いただきましたが、現在はできないという形になりますの

で、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。 

  この件は、我々もさんざんもみました。検討しました。でも結論は、今のとおりでありま

す。ルールがあってこそ、本来の正しい行政ができるし、村民の利益につながるということ

でありますので、なあなあのことは避けたいと思います。ですから、やはり期限内に申請す

るということかと思います。 

  それまでに周知が不足したとか、そういうのは村側の責任でありますので、それは今後改

善していくということで、今回この対象者の方には申し訳ない気持ちは同じ気持ちでありま

すけれども、これは村全体の公平さ、ルールを守るということからすれば、今回はできませ

んということであります。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） この事業を始める昨年３月のときにもいろいろあったわけですけれど
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も、私はこれをいち早く運用して、いろいろ課題は出てくる中で、出てきたときに、そうい

うことを改善して、よりよい事業にしていくというふうな、私はそういう読んで昨年可決し

た思いであります。 

  今年度そういうふうにおっしゃっているんですけれども、そういう中の要綱についても、

今後改善する余地はあるのではないかと、それと来年度中学を卒業するときに、そういうこ

とを生徒を含め家庭に周知徹底していただくというようなことを思いまして、ぜひよろしく

お願いしたいと思います。 

  以上で１問目の質問を終わらせていただきます。 

○議長（北村直樹君） 小林議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） ２問目の質問です。 

  三俣河川土砂について。 

  今回、季節柄、台風・豪雨災害に関連した質問をします。 

  近年、線状降水帯の発生、大雨・洪水による災害が多発している中、全国でも土石流災害

や土砂災害など、様々な災害が多発しており、当村でも危険性を持ったところがたくさんあ

る中、私が予知する危険を感じるのが三俣の河川土砂であります。 

  三俣は、三俣沢、中俣沢、樫俣沢が集まっているところです。中でも添付資料、三俣沢に

架かる三俣橋を見ていただきたいと思います。 

  これを見て、当局にお伺いします。 

  添付資料ですが、この写真は、６月の１日から２日にかけて降った雨での状況です。資料

２が現状、今のなっている三俣の状況で見てください。 

  質問（１）現在、三俣橋から川底まで約1.2メートルしか間隔がなく、大雨・洪水による

土砂が蓄積されていくばかりです。また、流木など橋にかかった土石流を引き起こす原因と

なる。最悪、三俣橋でせき止められ、御馬郷地区へと流れ出すおそれがあると予知されます。

天災は止められませんが、減災することの考えは当局でも思っていると思いますが、村はこ

の土砂を排除する考えはあるか、また土石流を想像した危機感を持っているか。 

  （２）土石流を引き起こす起因の一つに流木がありますが、この３本の沢の上流での雨氷

等の枯れた樹木は排除されているのでしょうか。 
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  以上、２問について当局のご回答をお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、小林弘之議員ご質問の三俣河川土砂（１）につき

まして、私のほうからお答えさせていただきます。 

  三俣橋周辺の土砂につきましては、小林議員にご指摘いただくまで確認できておりません

でした。申し訳ございません。また、河川管理者の県松本建設事務所に連絡をし、今後の対

応をお願いした次第でございます。 

  昨日、連絡をいただき、土砂の除去を９月25日の週から浚渫することになりましたので、

お願いいたします。なお、この箇所と第三堰提の土砂の除去につきましては、毎年県に要望

しており、県も年１回実施しているところでございます。 

  また、土石流への危機感でありますが、毎年６月が土砂災害防止月間です。村では土砂災

害警戒区域を持つ地区での避難訓練、土砂災害の講習会を実施しております。総務課の防災

担当、建設環境課の職員も参加し、土砂災害への対応を再確認する場となっております。 

  また、今年度は地震総合防災訓練でも全職員に土砂災害講習会を実施しております。また、

大雨が予測される場合、土砂災害への危機感を持って対応していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、小林議員ご質問の（２）三俣上流での雨氷等の枯

れた樹木の排除についてお答えいたします。 

  平成28年１月に発生しました三俣川周辺に被害をもたらしました雨氷被害につきましては、

県と村で連携し、県の治山事業による被害木処理対策及び村の事業による沢沿いの倒木処理

を実施しており、沢沿いの対応はほぼ実施済みと捉えてございます。しかし、沢以外の被害

地では、これまでの間、村におきましても被害木の処理を含めた森林整備を進めており、現

在は中俣沢において三区生産森林組合と松本広域森林組合が協働で、被害森林の整備として

森林経営計画が策定され、現在計画的に森林整備が行われている状況でございますので、ご

理解をお願いいたします。 
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  以上でございます。 

○議長（北村直樹君）  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 小林議員から指摘されたこの資料、早速、私も驚いて見に行きました。

それで、おわびを申し上げたいと思うんですが、本当にこれまでになっているのに気がつか

なかった我々、これは非常にミスであります、ミス。やはりもっと日常管理をしっかりして

いかなければいかんということで、災害が起きなくて、またはこれから撤去しますけれども、

この間の台風13号、あそこであの前に何とか土砂を撤去できないかということで、建設事務

所のほうともやり合ったんですが、ちょっと無理だということで25日になりましたけれども、

これは本当にご指摘をいただいて、本当にありがとうございました。 

  ６月２日は大雨警報が出た日であります。私も川の状況をよく見ながらいたんですけれど

も、ここがこんなになっているということは、本当に、以降、何度、三俣に行ったことか、

気がつきませんでした。 

  そういったことで、先ほどの清澤あゆみ議員の指摘も、この辺も当たるかと思います。そ

ういったことで、これは早速除去いたしますので、よろしくお願いします。この件につきま

しては、本当に我々も気がつきませんでしたので、改めてチェックの不備があったというこ

とで、おわびをしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員、再質問はございますか。 

  小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 認識していただいて、ありがとうございます。 

  昔は砂利とかが売れたことも聞いていましたが、最近ではそういうこともない。そういう

中で、言い方は変ですけれども、そのままの状態で雨が来てもたまってもそのままだったと

いうように思います。 

  今までも排除というか、今見ると横に土砂を寄せた感じで、今回は取り除く。取り除いて

ほかに持っていって除去するということでよろしいですか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） すみません、やり方といたしましては、今までどおり、やは

り横に寄せておいてから、そこから持っていくような状況に今もなっていますので、取りあ
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えずは橋の下の部分を寄せていただいて、それはまるっきり除去というわけにはいかないも

のですから、必要に応じて松本建設事務所の何か工事があるときに、それを使っているよう

ですので、あそこにためておくというところは今までと変わらない状況ですので、ご理解を

お願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 定期的に寄せて、それを排除、松本建設のほうで持っていって捨てて

もらうのが一番理想なわけで、だって一時的に寄せるという考えでいいんですかね。でない

と、大雨になったときに、寄せたところまで持っていくことになる、要は洪水でせっかく寄

せてもそれをさらっていっちゃう、そういうことは予測されますので、寄せるはいいんです

が、最終的にはそれを排除してもらうような形で、１年１年こつこつとやれば、それだけ少

しでも減災の形になるかと思いますが、それでよろしいですか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 全てをすぐ片づけるというのは、やはりちょっと現状難しい

ので、今までどおり、議員さんたち小水力のほうで見に行ったあの山が多分、砂をかき上げ

たあの状態ですので、あそこにためさせていただいて、全てが大雨で流れてしまうというわ

けではないので、あそこへ固めさせていただいて、一時避難というか、全面に広がっている

のではなくて、あそこに固めておくという形で、土砂災害が起きないような形で松本建設事

務所のほうは考えていると思いますので、それを除去するというのは、また毎年毎年そこか

ら持って建設事務所の事業のほうで使っているようでありますので、その辺は松本建設事務

所にお願いして、早くそういうためておいた土砂も片づけていただくような要望はしていき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君）  小林議員。 

〔８番 小林弘之君登壇〕 

○８番（小林弘之君） 分かりました。 

  また我々も、除去したのを見させていただいて、納得のいくような除去の仕方を取ってい

ただければと思います。ぜひよろしくお願いします。 

  以上で質問を終了いたします。 

○議長（北村直樹君） これで、小林弘之議員の一般質問は終わりました。 
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  ここで休憩を挟みたいと思います。 

  再開を３時５分といたします。 

 

休憩 午後 ２時５４分 

 

再開 午後 ３時０５分 

 

○議長（北村直樹君） ただいまより一般質問を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 沢 正 毅 君 

○議長（北村直樹君） 次に、９番、清沢正毅議員。 

  清沢正毅議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ９番、清沢正毅でございます。 

  私は質問事項２問、お願いをしたいと思います。 

  まず、第１問目なんですが、村道安全環境維持管理の実施についてでございます。 

  昨年の９月定例会、全く同じ時期ですが、一般質問でも取上げをさせていただきました。

その際は、村道５号線と11号線の村道へ張り出している樹木の枝払いをお願いして、11号線

につきましては、今期に入って早速対応していただいて、本当にありがとうございました。

引き続き５号線、ぜひご対応を期待するところであります。 

  そして、最近になって針尾区から村と議会に村道に張り出している樹木の枝払いの費用補

助の陳情が出されております。また、地域住民からの声として、村道沿いのガードレールを

乗り越えて生い茂る雑草駆除の適正管理につきましても、措置対応の要請がございます。 

  昨年の一般質問の行政回答の中にもありますように、木々の成長により村道の安全環境維

持に著しく影響を与えている実態は、村としても認識をしているとのことであります。住民

からの要望の都度、対応しているのが実態であると私は感じております。村道脇の雑草駆除

につきましては、建設環境課の職員の方が早朝よりご苦労されて対応いただいていることに

対しましては大変頭が下がる思いであります。しかし、なかなか全ての問題箇所にまで手が



－110－ 

回らないのが実情であると思います。 

  今後、針尾区だけでなく他の地区や住民からも同様の陳情や要請が出てくることも予測す

る中で、昨年一般質問の中でもお願いしたように、道路管理責任者である村として、村道の

安全環境維持管理に向けた恒久策である、これは私の仮称ですが、村道安全環境維持管理要

綱、こういったものを定めたらどうかと考えますが、村長のお考えをお伺いします。 

  その要綱の中でぜひ検討していただきたい項目として、１つ目が、雑草駆除年間計画の作

成、これはどういうことかといいますと、村としてやるべきこと、いわゆる職員が対応して

いただくこと、あるいはシルバー人材に依頼をすること、あるいは業者委託をすること、こ

ういった対応する箇所、それから、地区ボランティア活動を実施しておりますが、こういっ

た地区ボランティア活動に委ねる場所もどういったところがいいのか、それから、日頃地権

者が実施すべき箇所など、こういった部分を明確にしてこの要綱の中に年間計画を定めてい

こうという要綱をぜひ検討していただきたい。 

  ２つ目は、通勤通学の安全確保、それから、よく農家の方からも言われますが、車高の高

い貨物車、いわゆるほろ付の農業車両、こういったものを含めますが、こういったものの通

行だとか、落ち葉や枯れ木などの生活環境に影響を及ぼす箇所の樹木伐採費用の補助申請方

法、こういったものとその補助の対象となる状況がどういう状況であるかというのを明確に

盛り込んでもらいたいなと。 

  ３つ目ですが、村道沿いの道路安全環境維持のために、日常、地権者が実施すべき事項か

ら村が実施すべき事項、こういったものを明確にこの要綱の中に定めていくことによって、

全体の役割が明確になってくるだろうというふうに思います。 

  以上の項目を盛り込んだ要綱制定をぜひ区長会とも連携をしていただいたり、あるいは交

通安全協会、こういったところとも連携をして作成をし、広く村民に周知することによって、

村道の安全環境維持に向けて村と村民が一体となって取り組むことができる、これが協働の

むらづくりにも貢献し、融和あふれる朝日村づくりの一助となるのではないかと考えますが、

行政としていかがお考えでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） それでは、清沢正毅議員ご質問の村道安全環境維持管理の実

施につきましてお答えさせていただきます。 
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  初めに、（１）につきまして、年間計画の作成ですが、地区ボランティアにつきましては

年３回の計画で、村の主要道路、公園の環境美化を実施してきております。また、それ以外

の村道、県道の草刈りは、建設環境課の職員と会計年度任用職員、また、塩尻朝日シルバー

人材センターに依頼をしているところでございます。 

  今まで、村内環境整備を明確にした計画位置図等は作成しておりませんでしたので、各役

割が村内をどこが整備していくのかというようなものも併せて整備を検討していきたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、（２）につきまして、森林ではない樹木、枝の伐採に対して、村の補助は現

在ございません。原則、樹木所有者に樹木の伐採、枝打ちをお願いしております。ただし、

道路通行車両に支障が出るもの、また、通学路などに関係する枝打ちは村で行っております。

また、交通安全協会朝日支部では、６月に道路支障木の枝打ち作業を実施していただいてお

ります。 

  最後に、（３）につきまして、村内道路環境維持のため、地区ボランティア活動は大変有

意義であり、参加していただいた村民の皆様には大変感謝を申し上げます。環境維持のため

の事項の明確化ですが、村内道路の草刈りは管理者、村が行い、地先、所有者の住民の皆さ

んの土地から村道のほうへ出ているものは住民の皆さんにお願いしたい、というものが本来

の管理をお願いしたい事項になります。 

  また、地区ボランティアへのさらなるご理解とご協力と併せて、そういう地権者さんたち、

住民の皆さんにお願いするようなことも併せて周知していきたいと思います。 

  また、要綱制定につきましても、今後検討していきたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  それぞれの項目につきましては、対応している、あるいはこれから進めていきたいという

ような回答をいただきましたけれども、実際にはやっぱりこの要綱として定めて、文章化し

て明確にやるべきことを理解させていくということが必要だと思うんですよね。 

  今、課長からお話がありましたのは、こういうふうにやっています、例えば樹木の雑草の

駆除とかいろいろ年３回やっています、あるいは職員さんもいろいろやっています、それか
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ら地権者にもお願いしています、いろんなやってきた事項については、るるお話をいただい

ていますが、これが本当にルール化されているかどうかというところが、あるいは地権者が

本当に毎回安全管理を維持するために、どういうことをやったらいいかということが理解さ

れているかどうか。 

  こうやって区から陳情が出てきているということは、全然日常管理がされていないから、

ここまで安全上、あるいは生活環境にいろいろ影響を及ぼしてきている、いわゆる周辺の民

家の皆さんですね。そういうようなことが事実として出てきて、やっと陳情して陳情を受け

た段階で、じゃ、やろうやろうというふうな今ステップになっていると思うのですが、今回

針尾区が出ていますけれども、現状見ていくと、ほかの地区でもいろんなそういう現象がう

かがわれるんですよね。 

  そういうことを常日頃の日常管理の中で、維持管理条項がはっきりしていれば、村で対応

すべき事項、それから常に地権者が悪影響を与えないための環境維持のための行動だとか、

それが地区ボランティアの活動も毎年同じ場所じゃなくて、例えば年間計画の中で、今年は

あそこが一番悪影響になっている箇所だとか、その実態を把握しながら、その都度年間計画

の中で地区ボランティアにやってもらったり、シルバーにやってもらったり、役場職員にや

ってもらったり、そういうようなことを、その都度明確にしていったほうが、村民の皆さん

も理解できるし、道路環境の安全を確保するためのものもできるし、それから、実際にじゃ

自分のところだけで費用が賄えないというときには、村の補助がどういう制度になっていて、

どういう仕組みでどう申請したらいいか、こういったところが相対的に見えていて、トータ

ルとして村道の安全環境維持が常に朝日村はできているという形を目指したいと。 

  こういうふうに私は思うのですが、その要綱制定については今後検討しますということな

んですが、私の申し上げているそういう要綱に、そういうものを明確にして制定して村民に

周知していくということについての意義は、村としてどういうふうにお考えですか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。非常に難しい問題にメスを入れていただきま

した。 

  今おっしゃられるように、村全体の道路沿いの草刈りというのは、今、一応ルールがある

ようでない、ないと言っちゃいけないんですが、ルールどおり村でやっております。ただ、

これも毎年決められた手順でやるというんじゃなくて、ちょっと草の伸び具合だとか、それ



－113－ 

によっても行き当たりばったりというところがありますから、その村道、県道沿いというの

は、これはこれでいいんですが、さて、これが今もボランティアでお願いしているところは、

全部村の所有地か県の所有地なんですね。道の反対側は、今度は私有地なんですね、田んぼ

のあぜとか。この辺も全部要綱でルール化すると、これもまた全部に対して草刈りの指示を、

要請を出さなくちゃいけないというようなことで、非常に大きな複雑化した問題になってき

ます。 

  それと、あとは支障木、これもやはり地権者が全部枝打ち伐採をするというのがもうこ

れ基本的な基本でありますので、一旦はそうお願いをするんですが、いろんな諸般の事情で、

例えばお金がかかり過ぎるとか、タイムリーにできないだとか、そういう事情からやむを得

ず村が実施しているところでございます。 

  今回の針尾の神社の枝打ち、これは本来ならば神社でやらなくちゃいけないということか

と思います。ただし、補助してくれと、今そういう段階でありますので、これもルールが今

のところない中で危険性を最優先にした結果、じゃ、ちょっと見て協力はしましょうという

ことにはなっていますけれども、しゃくし定規で言うと一切できません。通学路の枝打ちも

しゃくし定規で言うと一切できません。ただし、人の命だとか、安全だとかということを、

そっちを優先すると、村で対応せざるを得ないというのが事実です。 

  この夏頃やった、あそこの御神明山の芦之久保の入り口の大きな木の伐採も、地権者の方

が他県の遠いところに住んでいて、一切もうできないという状況の中で、これは村でやらな

いと、いつ人身に関わる事故が起きるやもしれぬということでやりました。 

  ですから、これから議員おっしゃられるように、ルールをつくってもう少し明確化してい

きたいと思いますが、少し時間をいただきたいと思います。空き家対策で、村でいろいろや

るというのもかなりもんで、やむを得ずそういった空き家対策の条例を制定したなんていう

経緯もございますので、ちょっとそれに合わせたようなイメージで、村全体の美化活動なり、

そういった、今議員の提案の村道安全環境維持管理要綱、そういったものも少し検討させて

もらいたいと思います。村道、県道沿いの草刈りというのは、もう少し日程も踏まえた分か

りやすいものにしますが、さてこれを個人のところというのは、もう少し時間をいただきた

いと思います。もましてもらいたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 前向きに検討いただけるということなんですが、確かに難しさという



－114－ 

のはよく分かります。本当にこの要綱という言葉でいいのかどうかというのは、私も自信は

ありません。確かに、要綱にしちゃうとがんじがらめになって、後で変更もなかなか難しい

し、その村として制定した場合には、簡単には改正とか変革はできない。 

  ですから、それは十分に検討していただきたいということと、その要綱という言葉がいい

か、いけないか、これはまた別途審議していただきたいのですが、ただ、非常に全てをルー

ル化するのは難しいというふうに、今村長おっしゃいましたけれども、私としては、全てと

いうふうに考えずに、村道の安全確保、これを考えて一番に前提としたときのその支障木と

なる、いわゆる通行にも、あるいは通学にも通勤にも、あるいは、先ほど言っているように

農耕の高いほろ車が通ったときにも支障になってくる、こういったものと、それから、相当

大きくなっちゃって木々が折れたり葉が落ちて、村道周囲の生活環境にも著しく影響を与え

るであろうとする。こういう対象が、どういうような対象かみたいなところを少し検討しな

がらそれを対象にして、日常そうならないための運用管理をどうしたらいいかという観点で、

ぜひ検討していただきたいなというふうに思います。 

  補助のルールも、一応明確にしておかないと、そういう対象のところはもし万が一といい

ますか、どうしても必要な場合は、補助申請制度がありますみたいにしておかないと、出て

きた都度どうしようかというよりは、今回針尾でも出ていますように、ほかでも今度、じゃ

同じように考えていけるようなバランス感覚を見ておかないといけないというふうに思いま

すから、そういう補助制度のルールみたいなものもある程度分かりやすくしておいてもらっ

ていかないと、ほかもどういう判断でどう申請していけばいいか、こういうようなことが恐

らく出てくるはずだと思いますので、そんなような観点で、やっぱり見える化できる計画書

という言葉がいいのか、要綱がいいのか、この辺は検討をお任せしますが、やっぱり村民が

見える化、見えるようにして、そのボランティアさんにお願いすること、職員でやること、

先ほどからいろいろ言っていますが、業者にお願いすること、大体そういったところを年間

ごとに計画してバランスよく維持管理ができていく方法、仕組みをぜひご検討いただきたい

というふうに思っていますので、その点についてはもう前向きにご検討いただけるという回

答をいただいていますから、ぜひその内容に期待して、難しいからどんどん先送りしてもら

うと困る。 

  事故が起きちゃったら困りますから、事故が起きない前に、そういうようなことをしっか

りとぜひやっていただきたいなということで、時間をいただきたい、時間をいただきたいが、

それがずっと毎回言われると困りますので、ぜひ昨年から１年はたっていますし、そろそろ
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そういう事例が区としてからも出てきていますから、お願いしたような内容についてご検討

いただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 大池建設環境課長。 

〔建設環境課長 大池 守君登壇〕 

○建設環境課長（大池 守君） 清沢議員おっしゃるとおり、やはりそこの明確化、いろいろ

なルールがあやふやなところが多々ありますので、そういうところを明確にしたものを、要

綱なのか課の内規なのかちょっとそういうところは検討させてもらいますが、そういうとこ

ろを明確にできるようなものをつくっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） では、その制定の方向が見えてきましたので、それに期待をして１問

目の質問は、私は終了したいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） それでは、２問目の質問をさせていただきます。 

  ２問目は、村長が前回の定例会でも言われました、村長の言われる役場職員のマンパワー

充足に向けてという言葉にさせていただきました。 

  前定例会一般質問で、私のほうから「役場職員体制と今後の要員計画」というテーマで前

回質問させていただきましたが、時間が押してしまいましたので、前回ご回答いただいた内

容につきまして継続質問ということでお願いをしたいと思います。 

  職員定数条例が83名と、現状の64名との乖離は当村の財政力に応じた人件費から逆算して

はじき出している人員数であり、平成15年の自立計画によって職員数の削減に取り組んでき

たことで乖離が生じていますということでございました。条例で定めている職員定数内であ

れば条例違反になりません。また、会計年度任用職員は98名中、常勤の会計年度任用職員は

50名ですので、構成割合は31％ということで、特段多いとは行政は考えていませんというこ

とでございました。 

  それから、人材ビジョン、または要員計画なるものを作成しているかということなんです

が、これは私があくまで使ってきている言葉で、行政で捉えている表現は少し違いがあって、
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それは「定員管理計画」というふうに表現をされておりました。定員管理計画は作成してお

りませんということです。 

  財政計画の中で、現在の正規職員数と会計年度任用職員数で人件費を計上しているという

説明はございました。今後の人口減少等の動きを考慮して定員管理計画、私のほうでは人材

ビジョンとか要員計画というふうに捉えていますが、この検討が必要であるということは捉

えていますという回答でございます。 

  会計年度任用職員の最終雇用年齢は定めていないが、これから取り組む定員管理計画の中

で検討をしていく、こういったご回答を前回いただいています。この回答をいただいた中で、

さらに幾つか質問させていただきます。 

  １つ目ですが、職員定数条例の83名、これは財政計画の人件費から逆算したものだという

ふうに言われていますが、現在は正規職員数64名でございます。人件費には会計年度任用職

員の費用も入っているというふうに説明をいただいていますので、本来なら職員数は常勤の

会計年度任用職員50名、これを対象として捉えなければならないのではないかというふうに

私は考えます。であるとすれば、114名になります。ということであれば、条例違反という

対象になるのではないか。したがって、職員定数条例の職員数の見直しが必要と考えますが、

いかがでしょうか。 

  ２つ目ですが、今後、定員管理計画作成に取り組むとのことでありますが、単純に人件費

から逆算の人員計画ではなくて、職務分析に基づく工数計算、よく民間企業ではこういう形

をやっています、を根拠として適正な要員構成がどうあるべきかというのを目指して、いわ

ゆる正規要員、非正規要員、この非正規要員というのが会計年度任用職員に該当すると思い

ます。この適正化、それから年齢別、階層別、これは一般職だとか管理職の構成、こういっ

たものを考慮して、年度別採用人員などを盛り込んだやっぱり中長期的な人材ビジョン、要

員計画、この策定がベターと考えますが、行政としてのお考えをお伺いいたします。 

  以上のように、財政計画上の人件費予測だけではなくて、中長期的な人材ビジョンを明確

に定めることにより、村長が以前から言われております、現在村職員のマンパワーは整いつ

つあるとの言葉の裏づけともなります。村民への説得力、理解力が高まるとともに、職員の

皆さんのモチベーション向上にもつながるのではないかと考えます。行政のお考えを伺いま

す。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 
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〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清沢議員の役場職員マンパワーの充足に

ついてのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  最初のご質問でございます、会計年度任用職員は職員定数条例の定数になるのかどうかと

いう部分でございます。 

  こちらにつきましては、職員定数でございますけれども、地方自治法の第173条第３項が

ございまして、職員の定数は条例で定める。ただし、臨時又は非常勤の職についてはこの限

りではないということで定められております。これから、職員定数条例に会計年度任用職員

は含まれないこととなっておりますので、お願いしたいと思います。 

  しかしながら、清沢議員がおっしゃられますように、常勤の会計年度任用職員は50名とな

っておりまして、会計年度任用職員は以前の臨時職員とは異なり、正規職員と同じに村の業

務の一端を担っていただいておりますので、会計年度任用職員を含めた定数管理は必要であ

ると捉えております。 

  また、先ほど来から出ております人件費と財政面の関係でございますけれども、この定数

条例が制定されてきた目的でございますけれども、職員人件費はその職員が退職するまで長

期間にわたり義務的な予算が生じることになります。そうすると、民主的な統制が不可能と

なるため、あらかじめ条例によって人件費の総額を制限するということになっております。 

  これは、財政健全化が目的でございまして、行政側の任命権者である村長が恣意的に職員

を増やさないように、職員の給与条例、それと定数条例を村民の代表である議会が決定し、

人件費の総額を制限するというものでございます。現在の83名の職員定数条例にあってござ

いますけれども、決して財政計画の逆算ということではなく、財政の健全化を目的に当時の

財政規模、また、財政状況を基に定められたものになっております。 

  こうしたことから、今後定数条例の見直しをするには、当然今の財政規模、また、財政状

況を勘案して議会で決定していただく必要があると思います。特に、今定例会で報告された

令和４年度の決算でございますけれども、人件費を含む経常支出、毎年必ず支出しなければ

ならない経費は19億円を超えておりまして、過去最大になっております。 

  また、今後数多くの大型事業の計画、また、下水道事業への負担をどうしていくか、そう

いった問題もございます。 

  また、この人件費につきましても、会計年度任用職員を加えますと、職員定数83名が定め

られた平成11年頃の人件費の総額を既に超えている状況でございます。また、この人件費で
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ございますけれども、来年度から国では会計年度任用職員にも勤勉手当の支給を行いなさい

ということで通知が来ております。また、今年度の人事院勧告では、若年層の職員を中心に

俸給の大幅な引上げが予定されております。 

  こういったことからも、職員の定数条例、人員管理計画を策定していくには、改めて財政

面というのを人件費の上限をどうするか、そういった部分の検討が必要であると捉えており

ます。 

  続いて、２つ目のご質問でございますけれども、今後の定員管理計画の策定につきまして

は、現在の正規職員及び会計年度任用職員の数につきましては、これまで必要に応じて適正

な工数として捉えられて増員が図られてきたものと捉えておりますので、現在の要員を適正

な構成として基準として、今後見直しを考えていく必要があると思います。 

  そこで、先ほども申し上げました職員の定数条例はその財政の健全化を目的として、人件

費総額の制限を今、議会が行うということになっておりますので、財政上の検討が必要にな

ってくると捉えております。 

  そうした上で、職務分析や工数の検討により、中長期的な職員定数について、今後定員管

理計画を策定していきたいと考えておりますけれども、現在この工数の把握につきまして、

どういった形で工数を把握すればいいかということで内部で検討しておりますけれども、今

後、各課で必要な工数について把握をしてまいりたいと考えておりますので、お願いしたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） 今説明いただきましたが、自治法上、職員定数が決まっているという

話でございます。それは会計年度任用職員を外しての数字だということなんですけれども、

実際には予算の数字は人件費総額でやっているわけですよね。83人の頃は、当時６億5,000

万円ぐらい、現在は７億3,000万円、こういう実態でありますから、その83名というのは適

正な数字かどうか意味がないんじゃないですかと言いたくなるんですよね。 

  じゃ、今現在だと、例えば７億3,000万円が妥当かどうかも、これもはっきり理解できな

い。実積として７億3,000万円なんですけれども、それが適正な人件費です、あるいは職員

数ですということが理解できるような、そういうためにこういう人材ビジョンというのは必

要じゃないですかということを私は申し上げているものですから、それが理解できるような



－119－ 

形で、ぜひ、また議会の提案をお願いをしていきたいと同時に、もう一つは、人材ビジョン

に必要だというふうに私が考えているのは、正規が64名で、会計年度任用職員が短時間の人

も含めて百十何人いるんですよね。 

  短時間を除いても、さっき言っている50人ぐらいかな、50名ですよね。この比率だって、

本当に仕事を進めていく中で正規64名、非正規50名がいいのかどうか、その仕事の内容によ

ってこれは正規職種です、非正規職種ですということが、先ほど私が言っている工数計算の

中の職務分析でこれは正規職種です、これが非正規職種ですということを明確にしていかな

い限りは、正しい数字かどうかというのも見えてこないというふうに思っているものですか

ら、そういうことを見えるような人材ビジョンだとか、定員管理計画というものにしてほし

いなということが私のお願いする内容でございますから、今現在、先ほど総務課長がおっし

ゃった正規と非正規の比率は、適正だというふうに捉えているというような表現を先ほどさ

れていましたよね。 

  現在は適正だと思っています、だけど、適性の根拠というのが見えるようにしてほしいな

ということがその要望の一つでございますから、そういう意味で、やっぱりその計画の中で

見える化して進めていただきたいというのと、それからもう一つは、計画の中に欲しいのは

採用計画、毎年人件費総額ではじき出して何人かとやるのか、逆に今の職員構成の数字から、

あるいは先ほど話をしていますように、年齢別、階層別の構成からして、やっぱり採用をど

ういう形で計画して何人ぐらいずつ採っていったほうがいいのか、こういったこともやっぱ

り必要だというふうに思いますから、そういうものもこういう中に入れてほしいな。 

  もう一つだけ、自治法上でその定員数83人とかそういうふうに決まっているというんです

けれども、その決まったときに、今度、会計年度任用職員は何人だと全く決められないでし

ょう。総人件費からいけばいいんです。会計年度任用職員はどんどん採用して青天井になっ

ていっちゃうんじゃないかという、こういうことも懸念するんですよね。そういうこと全体

を含めた要員計画、ビジョンをつくっていったほうがいいだろうなというふうに要望してい

るのですが、その辺いかがなんでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 要員計画についていろいろご意見をいただきまして、ありがとうござ

います。 

  非常に難しい問題でございまして、私、こういう立場になって４年が過ぎて、今年になっ
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ているわけですけれども、まず最初に、民間企業と行政を比べたら、もう全然その辺が計算

どおりにいかないところが、行政というところのかなり現状であります。 

  どういうことかというと、私が当初担当した頃、残業はもう年間80時間の打ち止め、あと

はもうみんなサービス残業。非常にもうブラック企業ですよね。これは、今ここにいる課長

たちの一端、責任でもあると思います。まず、私が感じたのはブラック企業であったと。で

すから、残業をちゃんとやるなら残業をちゃんと申請しろということで今、公的な、民間で

いう三六協定的な年間の枠というのを設けて、月々の管理等々非常に管理をして、今、総務

課長を中心に毎月の人件費の管理ができるようにやっとなってまいりました。そういうまず

は見える化が進んできたということ。 

  それともう一つが、突発的に起きたコロナ対応のようなこと。どんどん国から仕事が入っ

てくるわけです、ある意味。何の交付金を支給しなさいというと、必ずそれに伴う諸経費と

いうのがかかるわけでして、これは人件費から始まって、ただ単にお金を渡すということが

できませんので、それはシステム的にそれを改造しなくちゃいけないだとか、また、直接担

当する職員を採用するだとか、非常にそういう仕事がどんどん増えてきている。 

  特に、ＤＸなんていうのを一つ取ってもそうです。新しくＤＸ事業をやって、諸外国に追

いつくような日本もデジタル社会にしましょうというそういうことで動いていますけれども、

それには、今まで何もなかったところから築いていかなきゃいけないということで、ハード

ウエアもそうですし、ソフトウエアもそうですし、そして一番大事な人材というところも全

てそうです。そういう中で、常に変動する要素が含まれている。 

  先ほども出てきていますが、平成15年、16年、17年くらいから村を立て直そうというとき

に、やはり一番固定的に未来永劫続くのが人件費でありますから、なるべく正規の職員を減

らして、それに代わって、もし退職者が増えた、出てきたような場合には、それを嘱託でカ

バーしようという、そういう一応流れが十数年続きまして、十何年新人採用はゼロというよ

うな時代を経て、今に至っているわけですね。ですから、今ゆがみが出てきているのが、本

当にこれは正規の仕事なの、いわゆる会計年度任用職員に任せていい仕事なのというところ

が、これは正規の仕事じゃないのというところがだんだん各課ごと、今意見が出てきていま

して、そういったところはなるべく正規職員に置き換えていこうということで、今来ていま

す。 

  それと同時に、今、村の人材構成が同じような他自治体と比べてどうかというようなこと

も、この３年くらい前からやってきておりまして、例えば、ほかの自治体は朝日村と同じ程
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度だったら約100人の正規職員がいるんですけれども、朝日村は70人ですとか、そういうい

ろんなデータの比較が出てきています。 

  ただし、この中には朝日村はコンパクトな村なもので、保育園を統合したときに要員が少

なくなったとか、または、比べる市町村はそういった保育園が幾つかある、小学校が幾つか

あるというようなそういうアンバランスだとか、そういったところも分析しながら、今、朝

日村の本当に必要とする人材、要員はどのくらいだろうと、今一生懸命それをはじいていま

すので、その一端が、毎日あなたは何をしましたかということで、作業表をつけてもらって、

工数把握をしようということで、今一生懸命やっていますので、もうちょっと時間がかかる

かと思います。ですから、要員を何人に抑えていかなくちゃいけないかというのは、もう実

際として人件費という明確なことがありますからね。 

  そこでいうと、３年前に会計年度任用職員が生まれたときに、それまでは派遣さんだとか、

今の会計年度任用職員さんの大半の部分が物件費なんていうところで計上されていて、人件

費じゃなかったなんていう妙なこともあったり、そういう中で、今、現状把握を進めつつあ

りますので、もう少したてば全体像が見えてくるということかと思います。 

  あと、細かい数字はまた総務課長のほうで説明しますけれども、全体のイメージはそうい

ったことで今進んでおりますので、ご理解をお願いします。 

○議長（北村直樹君） 上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 

○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） 今、村長からお話があったとおりでございますけれ

ども、先ほど清沢議員からご質問がありました83名の定数ですけれども、これ多分平成７年

くらいに制定されたと思いますけれども、その後は、先ほど村長からお話がありました平成

14年ぐらいに市町村合併等、朝日村の財政難というようなこともあって、人件費をそこから

削減しようということで、定数条例につきましては先ほども申し上げましたとおり、人件費

の上限を定めるものですから、それ以外で行えばいいということで、そこからは定数条例と

は別個に、定員管理計画を行財政改革プランというものを策定してきたんですけれども、そ

の中でお示ししながら来たということで、当時、大体五十数名に職員を下げるということで

そのときは取り組んできましたので、そのときは定数条例とは別個に管理計画というものを

つくってきたということになっています。 

  ご案内のとおり、令和元年を境に、会計年度任用職員制度も始まったということで、そこ

から増員に転じるんですけれども、そこからそういった定員管理計画はなくて、今まで来て
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しまっているということがありますので、ここで先ほど清沢議員からもお話がありました、

以前の人件費は６億円未満でしたけれども、今予算では、もう７億3,000万円になっていま

す。来年以降、さらに人件費が増える予想もありますので、ここでしっかり１回、財政上、

人件費がどうあるべきかということと、先ほど村長の話がありました定員が、正規がどの仕

事をやって、会計年度任用職員がどの仕事をやって、実際どれだけそれぞれ必要なのか、そ

ういったところをしっかり分析をして、また議会のほうに提示をさせてもらいたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔９番 清沢正毅君登壇〕 

○９番（清沢正毅君） ありがとうございました。 

  今、村長からるるお話がありました。今村長が表現されていることは、私と同じ会社で経

験している内容ですから、おっしゃっていることはよく分かりますし、課題として問題点が

いっぱい今出てきましたよね。村長が捉えている課題、そういったものが多分、定員管理計

画なり人材ビジョンに入るはずだというふうに思っていますから、今の言われたいろんな内

容について、従来ブラック企業的な存在だった組織、あるいは行政の部分を変えていくとい

うことで、村長の任期中にぜひ完成できるように期待をしたいというふうに思いますので、

それだけはお願いをしたいなというふうに思います。 

  それからＤＸ、これについて、当然今取り組んでいますが、政府の狙いはＤＸで人員を減

らそうということなのですから、このＤＸもしっかりやって、どういう要員にしていくかと

いうのも人材ビジョンなり要員計画の中に当然盛り込まれていく内容だというふうに思いま

すので、先ほど村長のお話の内容がこの計画の中に盛り込まれる課題だというふうに、同時

に私もそう思っていますから、ぜひそういった盛り込みをした要員計画、長期ビジョンを作

成いただきたいなと。 

  それから、今総務課長からあった職員定数条例、これに数字を入れたほうがいいのか、い

けないのか、それが会計年度任用職員は除くというふうにした場合は、本当に50とかもっと

低くなるかもしれませんが、それを本当に人員をそこに明記していったほうがいいのかどう

か、これは自治法上で決まっていることですからしようがないといえばそうですけれども、

別にそこの人件費にしたほうがいいとか、何か工夫したって問題ないんじゃないかなという

ふうに思います。 

  いずれにしても、前向きなお話を伺いましたし、そういう人材ビジョンを、あるいは職員



－123－ 

定員管理計画、こういったものをこれから作成しますというお話を伺いましたので、ぜひお

願いした内容も含めて、それを完成することを期待させていただいて、私の質問は終了した

いと思います。 

○議長（北村直樹君） これで清沢正毅議員の一般質問は終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 沢 敬 子 君 

○議長（北村直樹君） 次に、10番、清沢敬子議員。 

  清沢敬子議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 清沢敬子でございます。 

  本日は、２問の質問をさせていただきます。 

  まず１問目、行政区と防災部会について。 

  朝日村は、私の住む一ノ沢など行政区は34地区あります。一方、防災部会は、昨年度区長

さんのご尽力で21部会としました。今後10年先、20年先を考えたとき、少子高齢化の対応や

人口減少に対する施策は大きな課題です。 

  そこで、今後の行政区画の検討について課題を提供しながら質問をいたします。 

  １、昨年立ち上がった地区自主防災会は、今年の防災訓練で機能していましたか。 

  ２、人口減少が著しい地区、例えば私の住む一ノ沢では、一番若い人まで地区長が回って

きていて、次の地区長がなかなか決まらない。ほかの地区でも、地区役員が何度も回ってく

る、役を兼任している、役員が嫌だから地区から抜けたいなどの声を聞きます。このように

地区運営の負担が増してきています。このような地区が増えてきていますが、どのようにお

考えでしょうか。 

  ３、行政区を編成し直すのは容易なことではないと思いますが、各地区の実態調査はして

いらっしゃいますか。また、各地区の意見はいかがですか。 

  ４、新たな行政区画の検討が必要と考えますが、いかがでしょうか。お答えください。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條総務課長。 

〔会計管理者兼総務課長 上條晴彦君登壇〕 
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○会計管理者兼総務課長（上條晴彦君） それでは、清沢議員の行政区と防災部会についての

ご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  最初に、１番目の質問でございますけれども、昨年立ち上がった自主防災会ですけれども、

今回の防災訓練で機能していたかどうかということでございます。 

  この地区自主防災会の訓練の状況につきましては、９月下旬に地震総合防災訓練の反省会

を行う予定でございまして、そこで状況を確認していく予定でございますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  続きまして、２つ目のご質問でございます。 

  地区役員が多いという課題、また、地区から住民の方が脱退をしてしまう等の問題につき

ましては、これまでも村も幾つかの地区から状況をお聞きしておりまして、区長会議でもこ

の検討は行ってきているところでございます。また、集落支援員も各地区からそうした課題

の聞き取りを行いまして、区の運営委員につなげたり、また、その相談に乗って一緒に考え

たりする取組も行っている状況でございます。 

  村としましても、地区は同じ地域に住む人たちが相互の交流を図りながら地域の課題解決

など様々な活動を行うことで、住みよい地域づくりを行う組織でありますので、こうした課

題は地域の活力の低下、また、災害時の互助活動等にも影響を及ぼすものとして、今後解決

を図っていかなければならないものと捉えております。 

  続きまして、３番目のご質問でございます。 

  各行政区の編成につきましては、新たな地区防災部会が地区の再編も考慮して、昨年立ち

上がりましたので、新たな地区防災部会を基本として、地区を再編するかどうかということ

で、この地区防災会の立ち上げも区長の皆さんに行っていただきましたので、区長会でこの

地区防災部会を基本として、地区の見直しも行うかということで、地区長会に諮った経緯が

ございます。その中で、区長の皆さんのご意見としては、新たな防災部会が立ち上がったば

かりなので、しばらく様子を見たいということで、意見をいただいたところでございます。 

  このため、村ではまずは、地区から課題の出ている地区役員の見直しについて内部で取り

組むということにいたしまして、現在、庁内に地区役員見直しの検討会議を設けまして、検

討を行っているところでございまして、来年１月の地区長会までにある程度の方向を見いだ

していきたいというふうに現在取り組んでいるところでございます。 

  この地区の再編等のご意見につきましては、この地区役員見直し後に改めて区長会、地区

長会に意見をお伺いしながら意見集約を行ってまいりたいと思っておりまして、取りあえず
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は今、村としては地区役員の見直しに着手しているということでありますので、お願いした

いと思います。 

  ４番目のご質問でございます。 

  新たな行政区画の検討が必要と考えるが、いかがということでございます。 

  村としましても、まずは、先ほども申し上げました地区役員の見直しを行いますけれども、

それによって問題の解決が図られないようであれば、次の段階として、行政区画の再編が必

要ではないかということで考えております。その方法につきましては、先ほども申し上げま

した新しい地区防災部会を基本として地区を見直すか、まずはそこへいく前に、先ほど清沢

議員からもお話がありました人数が少ない小規模の団体同士をまず再編していくかというと

ころを今後検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） やはり、今後何かしらの検討が必要であると思います。 

  実はこの質問に至ったのは、まず入三の地区の方が強く言っていらっしゃったことが基に

あります。それで、自分の地域でもやはり地区長がなかなか決まらないということで、この

問題を取り上げさせていただきました。 

  今回の防災訓練の中で、一つ課題かなと思ったのは、私の住む針尾区では、150戸くらい

あるんですけれども、そのうち30戸ほどのご家庭が針尾ではなくて鎖川を隔てた古見地区に

お住まいだったりするんですよね。その中で、例えば区長さんが実は小野沢のほうの部会に

入っていらっしゃるんだけれども、今回は針尾区で指揮を執っていらっしゃったというそう

いうことが実際に起きています。 

  では、実際に災害が起きたときに、鎖川を隔てた向こう側に区長さんいます、要するに本

部長さんいます、地区長さんがいます、分会長さん、部長さん、班長さんがいますというこ

とも考えられるんですけれども、訓練だったからいいんですけれども、実際に災害が起きた

ときには、やっぱり混乱を招くのではないかというふうに思うのですが、その辺いかがです

か。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ありがとうございます。 
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  この問題は、30年前からやっている問題でございまして、今、我々当局といたしましても、

いろんなアイデアを出してきて今に至っていることが、先ほど上條課長が説明したとおりで

ございます。ですから、それを分かって、今例が、針尾の区長さんの話が出ましたけれども、

それを全て分かって現在があるということなものですから、もう少し時間をかけて皆でどう

したらいいのかということを我が事として捉えてもらいたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 我が事として、確かにそうだと思います。 

  なので、この問題をやっぱり取り上げていきたいと思いました。小林村政１期目で、コロ

ナの中、村民との対話活動も制限される中、集落支援員さんを設けられて、協働のむらづく

り、地区の未加入者の問題の対策、自主防災会の立ち上げなど、実際こうやってつくってこ

られて進んでおります。 

  その中で、やっぱり朝日村の人口減少ですよね。現在4,324名で、世帯数は1,543世帯、１

世帯2.8人の平均なんですけれども、今後は社人研の推計によると、７年後の2030年には694

人減、3,630人、2040年には17年後ですけれども、1,256人減の3,068人というふうになって

います。 

  先ほど、小さい地区だけまとめていこうかというお話がありましたけれども、ぜひやって

いただきたいと思います。34地区ある中で、世帯数が40世帯以下の地区というのが、34地区

分のうち22地区あります。ここに一ノ沢も入っていますけれども、やっぱりこういう厳しい

世帯が22地区、半分以上あるということですよね。40世帯から50世帯の地区が４地区、50世

帯以上の地区が８区というふうになっています。 

  なので、防災部会は分かりますけれども、できればやっぱりそういう小さいところを順次

まとめていっていただけるといいかなと思います。その辺いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 我が事のご意見が出てきたと思いますけれども、それもその第一歩が、

今回の防災部会なんですね。これ本当に、例えば20戸と20戸の何とか上、何とか下、何とか

南、何とか何とかが一緒になるというのは、私たち第三者が考えて、ほかの地区の人が考え

て、そうすりゃいいじゃないと思うでしょう。だけど、違うんですね。昔からやっぱりその

土地に根づいた常会での文化というのがあって、それが融合して、じゃ、上と下で一緒にな
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りましょうだとか、そういうふうになっていくことを私は期待しております。 

  ただし、本当にそうすれば、今度配りものをする地区が広がるじゃないとか、そうすると、

またもっと大変になるじゃないとか、そういうこともあって、まだまだまとまらないという

ことを聞いています。ですから、今回、何しろ人命救助のために防災部会でその辺を古見は

先導的にまとめていただきました。 

  ですから、もうちょっと時間がたって、このまま行政の常会も一緒になろうじゃないとい

うふうになっていけば一番いいと思います。そういうふうに私は思っていますけれども、あ

る人は、村でもって線を引いてくれという人もいます。ですから、また、あまり向こう先延

ばしすると分からなくなっちゃいますから、近々村の考えを出していくというのを今、総務

のほうでは検討しておりますので、そういった意見を提案しながら、また動きを見たいと思

います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 分かりました。 

  確かに、もうこれ長年の問題であるのは存じております。財産を持った地区もありますし、

ただ入三なんかは、もうそのままになっちゃっている部分もありますし、配りものが確かに

多くなるというのも分かります。なので、やっぱり村長のお力でみんなをリードしていただ

いて、村長の任期もあと３年半と時間がございます。その中で順次やっていっていただけた

らいいなと思います。 

  昨年度、清沢正毅議員が一般質問で同じような質問をされていましたけれども、やっぱり

集落支援員さんができましたので、集落支援員さんのお力をお借りしながらやっていってい

ただけたらと思います。 

  どうでしょう、任期中にというか、そんな期限を切れるかどうかは分かりませんけれども、

任期中に方向づけができて取り組んでいくような形にはお考えでいらっしゃいますか。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） そのように努力したいと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ぜひ、そのようにお願いいたします。 
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  では、１問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員の１問目の質問は終わりました。 

  ２問目の質問をどうぞ。 

  清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ２問目の質問です。 

  社会福祉協議会の現状と今後について。 

  先ほど羽多野議員からも質問がありましたので重複するところもございますが、読んでい

きます。 

  村長の２期目の公約の中に、「高齢者や子供や障害者に重きを置いた福祉施策を展開しま

す。役場の仕事は全てが福祉である。福祉とは「ふつうのくらしのしあわせ」」とあります。

役場の仕事は全てが福祉である、私はとても好きな言葉です。 

  社会福祉協議会の令和４年度決算によると、積立金約2,000万円を取り崩し、収入に繰り

入れた。総務・地域福祉部門での経費不足や電気代をはじめとした物価の高騰などの支出増

大に充当するためだったとのこと。水道光熱費は300万円ほどだったのが、700万円と2.3倍

に膨れ上がった。もともと地域福祉事業では財源がなく経費が足りないため、介護サービス

事業の収益分から賄っていた。 

  しかしながら、介護サービス事業デイサービスでは、利用者、令和４年度、１日23名から

24名、定員30名に対し７～８割で推移している。以前は要介護３以上の人が半分を占めてい

たが、近年は要介護１、２の人が多い状態である。介護度が低いほど介護報酬も低いため収

益は上がらない。また、介護度が低いからといって手間がかからないわけではない。となる

と、職員を減らすわけにはいかない。経費削減は難しい。送迎の運転手は３人から１人減ら

して２人にした。自助努力を重ねているが、採算が合わずとても厳しい状態である。以前は

積立てができる状態であったが、今後も積立金を取り崩していくのもやむを得ない状態であ

る。営利を目的としない福祉では、人件費を確保することは難しい。 

  団塊の世代が75歳になる2025年問題、人口減少と高齢者人口がピークに達する2040年問題。

朝日村の場合、高齢化率は全国平均よりも高い。社人研の推計によると、現在、現役世代

1.6人で高齢者１人を支えている。2040年には１人でも支えられない状況がやってくるのは

容易に想像できる。朝日村の高齢化率は50％になる。 

  このような将来を考えたとき、村長の公約である「福祉」を着実に実らせるために、また
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村民の安全・安心を守るために、村の指定管理者である社会福祉協議会をどのように位置づ

けていくお考えなのか質問をいたします。 

  １、村は指定管理者である社会福祉協議会の現状をどのように思っていますか。 

  ２、今後、村は社会福祉協議会をどのように位置づけ、またどのように関わりを持ち、継

続的な支援をしていきますか。 

  先ほど羽多野議員からもご質問がありましたので、それにプラス何かありましたら、まず

お伺いしたいと思います。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、清沢議員のご質問にお答えします。 

  すみません、私のほうでも答弁を用意してきたので、それでお答えさせていただきたいと

思います。 

  指定管理を受けている事業者の経営状況の現状をどう思っているかとのご質問かと思いま

す。 

  社会福祉協議会の経営状況については、毎年の決算報告を、事業においては中間と決算の

報告を受けておりますので、介護部門の減収についても承知しているところであり、介護部

門における減収が法人部門へ与えている影響についても承知はしております。 

  住民福祉課といたしましては、社会福祉協議会事務局との意見交換、情報共有を引き続き

行ってまいりたいと思っております。 

  また、社会福祉協議会と住民福祉課との関係は、今後も特に変わりはございませんし、社

会福祉協議会の位置づけというよりは、社会福祉協議会は地域福祉活動には欠かせないもの

であると捉えております。 

  住民福祉課といたしましては、引き続き社会福祉協議会事務局との打合せや委託事業での

モニタリングを実施し、一緒に地域福祉の施策に取り組んでいきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） 朝日村村民にとって、社会福祉協議会の役割はとても大きいです。

デイサービス、ホームヘルパー、ケアマネジャーなどの介護サービス事業、高齢者の居場所、
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子供たち、障害者の支援など、地域福祉事業は多岐にわたっています。我が家でも実際お世

話になっていますけれども、職員は本当に思いやりがあり、とても優秀で村民からもとても

信頼されています。 

  すごくご承知いただいているのであれなんですけれども、最近の新聞の記事では１月に、

2022年全国介護サービス事業の倒産が143件と、過去最多だったという記事がありました。

８割が訪問介護やデイサービスなどの在宅サービスの事業者であったとのことです。 

  原因はやっぱり介護サービスの対価として支払われる介護報酬は政府が定めた公定価格で

あること、介護現場は慢性的な人手不足で、賃金が低く人材が集まりにくいこと、地域の介

護サービスが滞れば、利用者や家族の日常生活が立ち行かなくなるおそれがあるということ

が、１月の新聞に載っておりました。 

  先日９月３日には、県内で過去５年間に訪問介護事業所を廃止した社会福祉協議会は８か

所あります。長野市２か所、飯田市、諏訪市、小諸市、佐久市、東御市、天龍村と８か所だ

そうです。ヘルパーの高齢化や人手不足、事業の収支の悪化などが響いている。政府は住み

慣れた地域で最期まで暮らせるようにという理念を掲げています。各社協は、サービスの維

持をどう図っていくのか対応を模索しているということでした。 

  この近隣では、松塩筑木曽老人福祉施設組合がありますが、朝日村でも補助金も出ていま

すし、お世話になっていますけれども、ここにお伺いしたところ、令和３年３月、デイサー

ビスをしていた６事業所全てのデイサービスを休止したというお話でした。ここの中の３か

所は、民間へ業務委託したそうです。 

  多分ご存じだと思うんですけれども、やっぱり理由は、燃料、光熱費が高騰したこと、民

間デイサービスが増えてきて利用率が下がってきていたこと、採算が合わなかったこと、人

手不足のため特別養護老人ホームの職員が欲しかったのでそちらに移ってもらったとも伺い

ました。このように、在宅介護サービスの事業所はとても難しい厳しい状態です。 

  こんな中、補助金が出ていますけれども、ここ数年、令和４年が1,378万円の補助金と、

令和５年には1,560万円に増えていますけれども、その前あたりと、それから向こう３年間、

実施計画ではどのようになっていらっしゃいますか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 補助金につきましては、先ほどもご質問ございましたとおり、

こちらで一定の数字は示すものの、あくまでも事務局と合意の上で決定していきます。この、
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あと３年間の計画というのは、一応今を基準にして考えておりますけれども、毎年見直して

いくということでこちらとしては考えておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） もう一つ、朝日村第６次総合計画の中で、実施計画令和５年度から

７年度の分に、新規で「かたくりの里」施設改修事業、個別施設計画に基づく施設改修など

ということで、令和７年度事業費7,395万6,000円が計上されていますが、地方債で6,650万

円、一般財源で745万6,000円が計上されていますが、これは指定管理者である社会福祉協議

会のほうで施設整備積立金というものも積み立てていらっしゃるようなんですけれども、建

物に関しては、例えば修理が必要、経年劣化で改修が必要というふうになったときに、村で

その費用は持つようになっていると理解してよろしいのでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） それでは、「かたくりの里」の改修の件でございますけれど

も、施設そのもの、建物につきましては村で建てておりますので、そちらの改修につきまし

ては村のほうでも相談しながらするということで、介護保険の事業所として改修する分につ

きましては、社会福祉協議会のほうで費用を負担していくというところも含まれております。

なので、あくまでもそこの６次の計画に載っている部分につきましては、建物として改修を

していくということで捉えておりますので、村での負担という部分で考えていただければよ

ろしいかと思います。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうしますと、「かたくりの里」を令和７年度に改修工事をされる

ということだと思うんですが、そうすると、施設整備積立金で社協のほうで積み立てている

金額が6,500万円ほどあるんですが、実際にはどう仕分けされているのでしょうか。この部

分が、例えばほかに回せたりするものなのか、これだけやっぱり改修費用に必要なのか、村

で見てくれるのであれば、やっぱり社協のほうも少し楽になるのかなと思ったりしますが、

いかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 
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○住民福祉課長（上條裕子君） あくまでも社会福祉協議会として積立金を積み立てておりま

すので、それを施設改修に回すものをどちらか違うところへ回していくという、今お話だと

思うんですけれども、その積立金の使途につきましては、社会福祉協議会のほうでしっかり

と検討していくところだと捉えておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうしますと、社協のほうでも何かしらに使っていくことを協議し

ながらやっていくという理解でよろしいですかね。 

  次にいきますと、近年、デイサービス利用者の介護度が要介護１、２と低い人が多い、こ

れはいいことなんですけれども、職員が国も進めている介護予防に力を入れて努力している

ことが大きいということだと思います。 

  一方、外から聞いたお話で、介護認定の基準が厳しくなっているのではないかなんていう

ことも少し聞いたりしますが、その点はどうでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 介護認定の基準が厳しくなっているかどうかという捉え方自

体も、多分個人の捉えるところも大きいかと思います。基準は全て国のほうでやっぱり決め

てきておりますので、それに伴って認定調査員の方が調査して、その上で、審査会で諮って

おります。そこにつきましては、調査員のほうも研修に出ておりますし、審査会のほうも公

平にやっていただいていると思っておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） そうしますと、今までと変わりなく審査されているというふうに考

えてよろしいでしょうかね。 

  そうしますと、あと社会福祉協議会のほうも仕事がいろいろ増えてきていて、村でも協働

してやっていきますというお言葉だったんですけれども、村が協働していくイメージといい

ますか、今、社協のほうに任せていることも多いと思うんですけれども、今後いろんな意味

で仕事が増えていったりするとも考えられるのですが、協働のイメージとはどのようなもの

でしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 
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〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 住民福祉課と社会福祉協議会は協働していくというか協力、

一緒に地域福祉を、施策を取り組んでいくというところで社会福祉協議会があくまでも自主

的に地域福祉の活動計画も持っております中で、やっぱり村の中で地域福祉を進めるために

取り組んでいただいております。 

  それに対しまして、住民福祉課といたしましても一緒にそこの、例えば参加できるところ

は参加したりとか、こちらで委託しているところについては一緒に相談に乗ったりとかとい

う部分は、一緒に取り組んでいくということで全てを社会福祉協議会にお任せっきりになら

ないようにはしていくというところで、一緒に取り組んでいくという意味になりますので、

協働という言葉がそぐうかどうかというのはあれですけれども、一緒に取り組んでいきたい

というふうに考えておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） やっぱり助け合い、助け合ってやっていくのは重要なことだと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

  もう一つ、ちょっとまた外れちゃうんでしょうか、ちょっとお聞きしたいのが、朝日村の

介護保険料、65歳以上の介護保険料が月7,000円と、長野県の中で一番高く、全国平均は８

期6,014円、平均ということで、村内で施設入所者が多いために高くなってしまっていると

いうのは分かったんですけれども、保険料を下げるためには、これも課題だと思うのですが、

どのように考えていらっしゃいますか。これから３年間ごとにこの介護保険も見直されてい

きますけれども、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 上條住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 上條裕子君登壇〕 

○住民福祉課長（上條裕子君） 介護保険料に、結局介護保険の事業の給付の部分が大きく関

わってきております。村の取組としましては、健康づくり、介護予防の事業に取り組んでき

ておりますし、在宅で皆さんが暮らしていけるというところが、施設入所者が少なくて介護

保険のほうの給付費が減るというところで捉えてはおります。 

  ですので、皆さんが健康で介護予防に取り組んでいただいて、在宅で生活していかれるよ

うな事業等にも取り組んでいきたいというところで、その結果が全体の介護の給付費のほう

に表れてきているかと思います。ただ、やはり介護が必要な方には、介護保険は十分に利用
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していっていただきたいとも考えておりますので、お願いいたします。 

○議長（北村直樹君） 清沢議員。 

〔１０番 清沢敬子君登壇〕 

○１０番（清沢敬子君） ありがとうございます。 

  そうなると、やっぱり社会福祉協議会の取組というのはとても重要だということが分かり

ました。本当にいろんな情勢が変わって世の中が変化していて、社会福祉協議会がまさかこ

んな状態になるとは思わなかったんですけれども、すごく重要な時期を迎えていて、すごい

危機感も感じています。 

  75歳以上の人が高齢化を迎えるに当たり、やっぱり日本を一生懸命支えてこられた人たち

ですので、本当にしっかり福祉があって、その人たちを助けていける社会福祉協議会であっ

てもらいたいと思います。サービスが落ちていくようなこともいけないと思いますし、やっ

ぱりその辺は社会福祉協議会がやっていける、村から見合うだけの補助というか、そういう

ものがあるべきではないかなと思います。私はそのように思います。ですので、ぜひこの社

会福祉協議会、今後も十分コミュニケーションを取っていただいて、私もずっと見守ってい

きたいと思いますけれども、しっかりサポートしていただけたらと思います。 

  以上で２問目の質問を終わります。 

○議長（北村直樹君） これで清沢敬子議員の一般質問は終わりました。 

  ここで、議長より宣言をいたします。 

  本日の会議時間は、本日の議事日程が終了するまであらかじめ延長をいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 齊 藤 正 法 君 

○議長（北村直樹君） 次に、１番、齊藤正法議員。 

  齊藤正法議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） １番、齊藤正法でございます。 

  本日、私、１問の質問をさせていただきます。 

  鳥獣被害防止対策についてになります。 

  近年、イノシシ、ニホンザル、ツキノワグマ等の生息分布域の拡大に伴い、鳥獣による農
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林業に関わる被害は、中山間地域等を中心に全国的に深刻化しております。 

  令和４年度の朝日村鳥獣被害防止計画には、「圃場整備事業により、山間部に重機や作業

員が継続的に入ったことで、鳥獣の出没が著しく減少したが、圃場整備後は再び出没するこ

とが予想される」と記載されております。予想どおり御馬越原ではサルによる農作物への被

害が報告されており、クマについては、キャンプ場を含む入三地区周辺や上組など山間部や

民家付近での目撃及び農作物への被害報告もありました。これらについては、猟友会朝日支

部や鳥獣被害対策実施隊及び産業振興課職員によって対応していただいております。 

  農水省などが掲げる鳥獣被害対策として、「個体数の管理」「侵入防止対策」「生息環境

管理」の３本柱が示されています。朝日村においても、個体数の管理は猟友会朝日支部への

委託、侵入防止対策は林縁部に防護柵、朝日村につきましては総延長が約２万2,000メート

ルになります。こちらの設置及び維持管理、生息環境管理は緩衝帯の整備、追い払いなどが

講じられております。 

  平成30年度と令和３年度を比較しますと、被害額は約４割減少、被害面積は約８割減少と

効果が出ています。しかし、防護柵は完全に鳥獣の侵入を防ぐものではなく、維持管理につ

いては住民の継続的な負担もあります。また、農林業等に関わる被害は、農林業者の営農意

欲低下をもたらし、耕作放棄地の増加等からさらなる被害を招く悪循環を生じさせる可能性

があり、今後も継続的な対策が求められております。 

  以下の項目について伺います。 

  １、今後の防護柵の保守にかかる経費の見込みはどのぐらいになりますでしょうか。 

  ２、防護柵やサル檻以外で、新たな取組事例や進捗はありますか。 

  ３、山形村や塩尻市など、隣接する市村と連携することは検討されているのか。 

  ４、鳥獣被害に強い農作物、生薬ですとか花木などの研究は可能でしょうか。 

  ５、専門的な知見を持ち合わせる職員の増員、または専門チームの設置は可能か。 

  以上、お伺いします。 

○議長（北村直樹君） ただいまの質問に対して、当局の答弁を求めます。 

  清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、齊藤議員ご質問の鳥獣被害防止対策についてお答

えいたします。 

  初めに、今後の防護柵の保守にかかる経費見込みでございますが、令和４年度実績で約
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570万円でございます。内訳は、朝日村鳥獣被害防止対策協議会が行う年２回の通電点検と、

区が実施できない箇所の除草、枝打ちや補修などの維持経費で約550万円、各区への除草剤

支援で約20万円でございます。今後も、防護柵管理には経常的に毎年同額程度の費用がかか

る見込みでございます。 

  また、平成21年度から整備した防護柵の電線が年数とともに消耗し交換が必要で、これら

の経費が今後必要となる見込みでございます。朝日村鳥獣被害防止対策協議会で今後の対応

について検討してまいります。 

  次に、防護柵やサル檻以外で新たな取組事例や進捗はあるかについてでございます。 

  村猟友会との連携におきまして、現状ではクマ等の出没時にセンサーカメラを活用し、出

没域や住所の正確な把握に努めております。また、クマ出没に当たり、寄せつけないための

忌避剤、洗剤のハイターですとか、乾燥のヒトデによる効果検証を今年度試行実施している

ところでございます。さらに、村民の皆様には誘因物の除去や追い払いなどを共同でお願い

している状況でございます。 

  次に、山形村や塩尻市など隣接する市村と連携することは検討されているのかということ

でございますが、出没の状況や被害対策については、松本広域鳥獣被害防止総合対策協議会

というものがございますが、毎年情報交換を実施しており、連携については現在のところ検

討はしておりません。ただし、この協議会の中で各自治体の取組が紹介され、いいものはい

いという判断でお聞きしている中で、よければこっちでも試してやってみるといったことは

繰り返し実施しているところでございます。 

  次に、鳥獣被害に強い農作物、生薬や花木などの研究は可能かについてでございますが、

山沿いの農地ではサルやイノシシによる農作物被害で農地の耕作放棄地が朝日村でも目立っ

てきております。有効活用し、強い農作物ができることは新たな農業振興にもつながります。

農家の皆さん、農業委員会、ＪＡ、県等と連携し、研究をしてまいりたいと思いますので、

ぜひご協力をお願いいたします。 

  次に、専門的な知見を持ち合わせる職員の増員、または専門チームの設置は可能かという

ところでございますが、鳥獣の出没や被害発生時における対応は現実として職員では対応で

きない場合が多く、負担がかかっている状況がございます。また、専門的な知識や技術、ま

た、特に法に遵守した対応が求められます。他自治体も含め広域的に野生動物管理や獣害対

策を担える専門的な人材が確保できないか検討、また協議させていただければと思ってござ

いますので、よろしくお願いいたします。 
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  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  まず、１番の防護柵でございます。 

  現在、約500万円ほどの経費がかかっており、また今後さらに経費が上積みされるという

ところになってくるかと思います。防護柵につきましても、10年経過しているところも出て

きておりますが、こちらの防護柵ですが、例えば御馬越原の奥ですと、今やぶに覆われてい

たり、キャンプ場から登ってくるものもいて、あまり効果のない状況になっている現状があ

ったりします。朝日村に設置されております防護柵につきまして、設置場所ですとか効果と

いったところについて、今後検証される計画というのはございますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、齊藤議員２問目のご質問にお答えいたします。 

  柵の関係でございますが、議員おっしゃられるとおり、一部やはり各地域でも管理ができ

ない部分とかそういったところが見受けられるのが現状でございます。そういったところも

確かにもう草等に覆われてしまって、なかなか管理上も難しい面もございますので、本当に

必要性を含めて検討する場合がございます。ただし、やっておけばイノシシは防げるだとか、

サルは無理だけれどもクマは大丈夫だとかということもございますので、いっそもう一度点

検を、各区の区長様がこの協議会のメンバーでございますので、そういったところも把握し

ながら検証していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  それから、２番と３番のところになります。 

  新たな取組ということで、また今年も幾つか検証をされているかと思います。ほかの自治

体でも様々な取組がされております。 

  幾つか例ということで紹介させていただきますが、まず、安曇野市や池田町、生坂村で行

われております鳥獣被害防止対策高度化事業というものですね。こちらでは、地理情報シス
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テムを用いたセンサーカメラ等を用いて、イノシシですとかニホンジカの生息域ですとか侵

入といったものを確認すると、被害対策を行うということで、イノシシは整備箇所での出没

頭数が約８割減少、ニホンジカの出没についても出没場所の変化等の効果が出ているという

実例が農水省のホームページのところに上がっております。 

  また、他県にはなりますが、ニホンザルにＧＰＳを装着しまして、サルの行動範囲を広域

的に確認、追って、集落への情報提供をしているといったようなところもございます。 

  また、先ほど課長がおっしゃられました忌避剤ですとか、それ以外にモンキードッグです

とか音の出るデバイス等、今いろいろ自治体で出ておりますので、こういったものをぜひ、

今村のほうで、確か職員の視察についても補助が出たりといったところがあると思いますの

で、ぜひ村の中でということになりますと経費がかかるものになりますので、ぜひそういっ

た自治体で、よその自治体へ視察等行けるようでしたらお願いしたいと思いますが、実際、

今回視察といったところは何か検討はされている場所はございますでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、齊藤議員のご質問にお答えいたします。 

  齊藤議員がおっしゃっていただきました案件は、ここの近隣の自治体でも多くやられてご

ざいます。ＧＰＳをつけてそういったサルの動きを見るとかといったことはありまして、一

部課題として、こういったＧＰＳをつけるときに、つけるはつけるんですけれども、１年く

らいで電気が終わってしまうといった、効果がそれで終わってしまうということもあったり

するようでございます。そういったことで、ただ情報だけでこうやって得ていることはいけ

ないと思っていますので、私どものほうで視察も考えてございます。 

  あとは、近隣で安曇野市さんなんかは地域住民がサルの追い払いを、そういった行動のパ

ターンを読んで、事前に被害に遭わないようにやるといった民の方々が、隊を組んでやると

いうこともありますので、まずは身近な、実際に参考になるようなことがあれば視察させて

いただきながら、村に合った方策を考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 
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  メリット・デメリットそれぞれあるかと思いますので、ぜひ研究をしていただければと思

います。 

  ４番の遊休農地での鳥獣被害に強い作物ということで、一つは生薬にはなりますが、こち

らも南木曽町の実例になりますが、南木曽町でも遊休農地の解消ということでそちらの生薬

の栽培、地域説明会に出たときに話がまとまって、製薬会社とのマッチングがまとまり、現

在生薬の栽培を行っているというような実例もございます。 

  ぜひこちらも、今なかなか遊休農地が空いたままになっておりますので、遊休農地に価値

を見いだしていただければ、またそこに人が来て、それが鳥獣を遠ざけるというような効果

もあるかと思いますので、ぜひこちらの生薬の地域説明会、今度10月に行政単位の、恐らく

確か行政の担当者の説明会があるかと思いますが、ぜひこういうものにも参加していただき

たいと思いますが、こちらの説明会の参加というのはいかがでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、引き続きまして齊藤議員のご質問にお答えいたし

ます。 

  今、齊藤議員からおっしゃっていただきましたこういった遊休農地に、生薬だとか花木に

ついてそれができるようなことで、動物にも遭わずにできることは本当にいいことだと思っ

ています。ですので、本当により積極的に農業委員さんや農家の皆さんと研究を始めたいと

思っています。その中で、県のほうからも薬物の作用の研修会の通知がつい最近来てござい

ます。こういったものを取り入れて成功している事例も多いと聞いておりますので、研修会

に積極的に参加して、そして皆様と共有させていただきたいと思っていますので、よろしく

お願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） 対応ありがとうございます。 

  ぜひ、今山際の農地ですと、年配の方が頑張ってまだ耕作をされていらっしゃいます。ぜ

ひ農家の方の体力、気力があるうちに10年後、20年後を見据えた中でいろいろ対応をしてい

ただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  ５番目の専門的な知見を持ち合わせる職員につきましても、ぜひいろいろ研究をしていた
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だきまして、対応いただければと思います。 

  こちらは村長へのお願いになります。今年、クマがたくさん出た中で、７月の３連休も産

業振興課、課長以下皆さん、環境整備等で３連休全て返上で作業されていらっしゃいました。

それ以外もやはりクマの出没ですと、朝夜問わず、土日も問わずといったところで皆さんご

対応いただいておりますので、ぜひそこの業務のバランスですとか人的補強といったところ

で職員のケアをしていただければと思います。職員がやはり疲弊してしまいますと、それが

住民サービスの低下につながるというところもあるかと思いますので、そちらはぜひお願い

をしたいところでありますが、もし村長から何かそれに対してのお考え等ありましたら、お

伺いできればと思いますが。 

○議長（北村直樹君） 小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 今のご提案ですけれども、本当にクマ、サルに関しては、この頃出没

が多くて本当に困っております。職員も非常に、例えば猟友会の皆さんに殺処分していただ

いたのも職員も一緒になって確認をしなくちゃいけないだとか、非常に精神的な不安、精神

的にも今きついような状況が続いておりますので、なるべくケアできるような体制を考えた

いと思います。今そのぐらいしか言えませんが、よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 齊藤議員。 

〔１番 齊藤正法君登壇〕 

○１番（齊藤正法君） ありがとうございます。 

  ぜひ、ケアのほうしていただければと思います。 

  今回、私が質問させていただきました項目、鳥獣被害防止計画に記載、もうされておりま

す。行政のほうで記載をされたものになります。こちらの内容、令和元年からさほど変わっ

ておりませんが、ぜひ、今回具体的なところで取組をされて進めていただけるということに

なりましたので、次回の防止計画にはさらに踏み込んだところ、いい、悪い含めて記載して、

ぜひ朝日村の鳥獣被害がさらに減少するようなところで、これはお互いに協力しながらとい

ったところになりますが、ご対応いただければと思います。 

  私の一般質問は以上で終わります。 

○議長（北村直樹君） これで齊藤正法議員の一般質問は終わりました。 

  以上で一般質問は全て終了いたしました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（北村直樹君） お諮りいたします。９月５日村長から提出された認定第７号について、

９月８日付で訂正請求がありました。 

  認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定についてに係る訂正請求について

を日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題としたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  よって、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定についてに係る訂正請求

についてを日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第７号の訂正 

○議長（北村直樹君） この際、追加日程第１、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会

計決算認定の訂正請求についてを議題といたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第７号の訂正理由の説明 

○議長（北村直樹君） 村長から、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定に

ついてに係る訂正請求の理由の説明を求めます。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） ただいま上程させていただきました案件について、ご説明を申し上げ

ます。 

  提案いたしました案件は訂正請求１件でございます。 

  認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定についてでございますけれども、
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それに関わる訂正につきましては、議会９月定例会でご提案申し上げました令和４年度朝日

村下水道事業会計決算認定につきまして、議案説明後に数値の記載誤りが見つかったため、

訂正をお願いするものでございます。 

  訂正箇所は、収益的支出の決算額でございまして、２億6,171万4,631円を２億5,414万

8,040円に訂正するものでございます。 

  今後、このようなことがなきよう再発防止に努めてまいります。 

  以上、提案いたしました案件につきましてご説明を申し上げましたけれども、担当課長及

び担当者から補足説明をいたしますので、ご審議を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（北村直樹君） お諮りいたします。訂正理由の内容説明は全員協議会において行いた

いと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、訂正理由の内容説明は、本会議を閉じ、全員協議会で行いますので、暫時休

憩いたします。 

 

休憩 午後 ４時５８分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午後 ５時０２分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております認定第７号 令和４年度朝日村下水道

事業会計決算認定についてに係る訂正請求についてを許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定の訂正請求について

を許可することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 
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○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ５時０３分 
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地方自治法第１２３条の規定により署名する。 
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令和５年朝日村議会９月定例会 第３日 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

令和５年９月１５日（金）午前９時開議 

    開  議 

    議事日程の報告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 諸般の報告 

第 ３ 常任委員長の報告 

第 ４ 常任委員長報告の質疑、討論、採決 

第 ５ 議案第５０号から議案第５６号まで及び認定第１号から認定第７号までの質疑、討論、

    採決 

 （追加付議事件） 

第 ６ 発議第 ３号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準

           に戻すこと」を求める意見書について 

第 ７ 発議第 ４号 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書について 

第 ８ 発議第 ５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書について 

第 ９ 発議第 ６号 「健康保険証」の存続を求める意見書について 

第１０ 発議第 ７号 私立高校への公費助成に関する意見書について 

第１１ 発議第３号から発議第７号までの議案提案説明 

第１２ 発議第３号から発議第７号までの議案内容説明 

第１３ 発議第３号から発議第７号までの質疑、討論、採決 

第１４ 議員派遣について 

第１５ 閉会中の継続審査の申出について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  齊 藤 正 法 君      ２番  中 村 文 映 君 

     ３番  羽多野 美 映 君      ５番  豊 田 惠美子 君 

     ６番  清 澤 あゆみ 君      ７番  古 池 美佐江 君 
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     ８番  小 林 弘 之 君      ９番  清 沢 正 毅 君 

    １０番  清 沢 敬 子 君     １１番  北 村 直 樹 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 小 林 弘 幸 君 副 村 長 越 川   豪 君 

教 育 長 百 瀬 司 郎 君 
会計管理者兼 
総 務 課 長 上 條 晴 彦 君 

企画財政課長 清 沢 さおり 君 住民福祉課長 上 條 裕 子 君 

建設環境課長 大 池   守 君 産業振興課長 清 沢 光 寿 君 

教 育 次 長 上 條 靖 尚 君   

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 山 本 珠 明 君 書 記 北 林   薫 君 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（北村直樹君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名で、定足数に達しております。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（北村直樹君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（北村直樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により 

    ７番  古 池 美佐江 議員 

    ８番  小 林 弘 之 議員 

 を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  報道関係者から取材の申出がありましたので、これを許可いたしました。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎常任委員長の報告 

○議長（北村直樹君） 日程第３、常任委員長の報告を求めます。 

  中村社会文教委員会委員長。 

  中村文映委員長。 

〔社会文教委員長 中村文映君登壇〕 

○社会文教委員長（中村文映君） 本委員会に付託された請願３件及び陳情２件を審査した結

果、次のとおり決定しましたので、会議規則第94条及び第95条の規定により報告します。 

  委員会は、９月８日に開催し、慎重に審査した結果、全ての請願・陳情を全会一致で採択

すべきものとしました。 

  主な審査の経過を申し上げますと、請願第１号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当

等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める請願書については、長野県

では、文部科学省令で定めるへき地手当について、2006年度に大幅減額をし、若干回復をし

たものの現在も近隣県と大きな隔たりが生じていることから、へき地教育を担う人材の不足

につながり、児童・生徒の教育環境の低下が危惧されることを理解し、採択すべきものとし

ました。 

  次に、請願第２号 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書の採択を求

める請願書につきましては、小学校では35人学級が実現できたが、中学校では40人学級のま

まである。学校現場では課題が山積しており、子供の豊かな学びや教員の働き方改革実現の

ため、早期に国の負担による少人数学級の推進と教育予算の増額を求めることは理解できる

ことから採択すべきものとしました。 

  次に、請願第３号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願書については、小

泉政権下で義務教育費国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体で教育予

算の確保に努めているが、自治体間の財政力の差が教育の質の差につながるとの懸念があり

ます。義務教育は、国の責任において行われ、等しく教育を受ける機会が確保されることが

重要であることから採択すべきものとしました。 

  次に、陳情第２号 「健康保険証」の存続を求める意見書の提出を求める陳情書について

です。国は、現在の健康保険証を廃止し、2024年にマイナンバーカードとの一本化したマイ

ナ保険証を運用するとしていますが、申請主義であるマイナンバーカードに一本化すること

は、特に高齢者や障害者には対応が難しいことが多いことから、国民皆保険制度の根幹を揺

るがしかねないとの説明でした。 
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  審議では、マイナンバーカードの保険証利用が始まり、様々なトラブルが報告されている

が、この陳情ではマイナンバーカード利用を否定するものではなく、現行の健康保険証を残

して、全ての国民が安心して医療を受けられるようにとの陳情の内容は理解したということ

で、採択すべきものとしました。 

  次に、陳情第３号 私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書についてです。私学助

成の主体をなす国・県からの補助金は、一定の前進は見られるものの、生徒減少期の現在、

私立高校の運営は極めて厳しいものとなっております。令和２年度には法改正により、国は

経済的負担を軽減する必要があると認められる者へ就学支援金が拡充され、私学に通う生徒

にも就学支援金が支援されることとなりましたが、昨今の厳しい経済状況の中で、保護者の

学費負担の深刻な状況は今も続いており、多くの保護者、生徒が公立高校との学費差をなく

してほしいと感じているとの説明がありました。 

  私立学校はそれぞれ独自の建学精神に基づいた教育を行い、独自の生徒確保のための方策

に励んでいることを理解し、採択すべきものとしました。 

  議員各位には、十分ご賢察の上、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

  なお、議決後は、５つの請願・陳情について関係機関へ意見書案を提出したいと思います。 

  以上、報告いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎常任委員長報告の質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第４、これから、常任委員長報告に対する質疑、討論、採決を行

います。 

  初めに、請願第１号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水

準に戻すこと」を長野県知事に求める請願書について質疑を行います。質疑はございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから請願第１号を採決いたします。 
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  この請願に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、請願第１号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

  次に、請願第２号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を

求める請願書について質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから請願第２号を採決します。 

  この請願に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、請願第２号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

  次に、請願第３号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願書についての

質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから請願第３号を採決します。 

  この請願に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 
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  したがって、請願第３号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

  次に、陳情第２号 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書について

質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第２号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第２号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

  次に、陳情第３号 私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書について質疑を行いま

す。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから陳情第３号を採決します。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、陳情第３号は委員長の報告のとおり決定することにいたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第５０号から議案第５６号まで及び認定第１号から認定第７号ま

での質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第５、議案第50号から議案第56号まで及び認定第１号から認定第

７号までの質疑、討論、採決を行います。 

  初めに、議案第50号 朝日村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第50号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第50号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第51号 字の区域の変更についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第51号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第51号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第52号 令和５年度朝日村一般会計補正予算（第４号）についてを議題といた
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します。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第52号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第52号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第53号 令和５年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

を議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第53号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第53号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第54号 令和５年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第１号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第54号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第54号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第55号 令和５年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はございませんか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 事前にお伺いすべきだったかとは思いますが、分からないことをこ

の場で教えていただければありがたいです。 

  179ページのところに関連するんですけれども、修繕費についての明細のところでお伺い

します。ごめんなさい。その前に…… 

○議長（北村直樹君） ここで、一旦、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時１６分 

 

再開 午前 ９時１８分 

 

○議長（北村直樹君） ただいまより本会議を再開いたします。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 申し訳ありません。通告文なしの突然の質問を取り上げていただい

てありがとうございます。ルールを守るということについて、今後気をつけていきたいと思

います。大変申し訳ございませんでした。 

  ５－４の歳出のところの公債費についてお聞きいたします。 
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  これは、村が借金をしているというふうに理解してよろしいんでしょうか。公債費が支出

として61万562円が計上されていますが、これについて詳しく教えていただければありがた

いです。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

○５番（豊田惠美子君） あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算書の５－４で

す。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

  今は、あさひプライムスキー場の特別会計の補正予算のことです。 

○５番（豊田惠美子君） すみません。 

○議長（北村直樹君） いかがいたしますか。引き続き質問は。それとも、質問は一旦ここで

取下げにいたしますか。 

○５番（豊田惠美子君） はい。 

○議長（北村直樹君） 一度、ここで暫時休憩を取ります。 

 

休憩 午前 ９時２０分 

 

再開 午前 ９時２２分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

  豊田議員、質問がなければ、自席にお戻りください。 

  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第55号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 
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  したがって、議案第55号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第56号 令和５年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第２号）についてを議

題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから議案第56号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、議案第56号は原案のとおり可決されました。 

  次に、認定第１号 令和４年度朝日村一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といたし

ます。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第１号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第１号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第２号 令和４年度朝日村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第２号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第２号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第３号 令和４年度朝日村介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてを議題

といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第３号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第３号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第４号 令和４年度朝日村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

を議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第４号を採決します。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第４号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第５号 令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

  豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 先ほども申し上げましたが、通告書なしの質問で大変申し訳ござい

ません。お願いいたします。 

  ５番、豊田惠美子でございます。よろしくお願いいたします。 

  令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算書でございます。５－４ペ

ージです。 

  歳出の公債費についてお伺いいたします。 

  この公債費は、61万562円が支出されていますが、これはいつからの公債で、いつ償還が

終わるのかということについて、教えていただければありがたいです。 

○議長（北村直樹君） 清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 豊田議員のご質問につきましては、手元に明細がございま

せんので、後ほど確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） 分かりました。すみません。それでは後ほど教えていただければあ

りがたいです。 

  あと、細かいところですが、歳出についての５－15ページのところです。 

  施設管理費の中で、５－15ページに修繕料56万9,800円が計上されておりますが、これは

何に対しての修繕なのかを教えていただければありがたいです。 
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○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、豊田議員のご質問にお答えいたします。 

  修繕料でございますけれども、56万9,800円は、第２リフト落雷による改修の費用でござ

います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

〔５番 豊田惠美子君登壇〕 

○５番（豊田惠美子君） ありがとうございました。よく分かりました。 

  それから、そのページの下のところで、工事請負費の中の工事請負費、リフト施設等修繕

工事請負費321万900円が計上されていますが、これは、リフトの索道に関しての修繕だとい

うふうに理解いたしますが、それでよろしいでしょうか。 

○議長（北村直樹君） 清沢産業振興課長。 

〔産業振興課長 清沢光寿君登壇〕 

○産業振興課長（清沢光寿君） それでは、豊田議員のご質問にお答えいたします。 

  豊田議員ご承知のとおり、リフト施設に関する工事を行ったということでご理解賜ればと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（北村直樹君） 豊田議員。 

  質疑は３回となります。これで自席にお戻りください。 

○５番（豊田惠美子君） ありがとうございました。 

○議長（北村直樹君） 一度ここで、暫時休憩を取ります。 

 

休憩 午前 ９時３２分 

 

再開 午前 ９時３８分 

 

○議長（北村直樹君） ただいまより本会議を再開いたします。 

  認定第５号 令和４年度あさひプライムスキー場事業特別会計歳入歳出決算認定について、

豊田議員から質疑がございました。その回答の準備が整いましたので、報告をお願いいたし

ます。 
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  清沢企画財政課長。 

〔企画財政課長 清沢さおり君登壇〕 

○企画財政課長（清沢さおり君） 先ほどの豊田議員のご質問にお答えいたしますけれども、

スキー場会計の地方債の関係でございますが、借入年度が平成27年度、償還の終了年度は令

和７年度でございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（北村直樹君） ほかに質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第５号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第５号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第６号 令和４年度朝日村簡易水道事業会計決算認定についてを議題といたし

ます。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第６号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第６号は認定することに決定いたしました。 

  次に、認定第７号 令和４年度朝日村下水道事業会計決算認定についてを議題といたしま
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す。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから認定第７号を採決いたします。 

  本案は認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、認定第７号は認定することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第３号から発議第７号までの上程 

○議長（北村直樹君） この際、日程第６、発議第３号から日程第10、発議第７号までの議案

を上程いたします。 

  提出されました議案はお手元に配付のとおりであります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案提案説明 

○議長（北村直樹君） 日程第11、ただいま提出されました発議第３号から発議第７号までの

提案理由の説明を求めます。 

  この際、お諮りいたします。発議第３号から発議第７号までの議案内容説明につきまして

は、先ほどの委員長報告の際、説明が尽くされており、採択に伴う意見書の提案であります

ので、議会会議規則第39条第２項の規定により提案理由の説明を省略したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、発議第３号から発議第７号までの議案につきましては、提案理由の説明を省

略することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案内容説明 

○議長（北村直樹君） 日程第12、発議第３号から発議第７号までの議案内容説明を求めます。 

  お諮りいたします。議案内容説明は、全員協議会において行いたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案内容説明は全員協議会で行いますので、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時４３分 

〔全 員 協 議 会〕 

再開 午前 ９時４４分 

 

○議長（北村直樹君） これより本会議を再開いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第３号から発議第７号までの質疑、討論、採決 

○議長（北村直樹君） 日程第13、発議第３号から発議第７号までの質疑、討論、採決を行い

ます。 

  初めに、発議第３号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水

準に戻すこと」を求める意見書についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第３号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

  次に、発議第４号 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書についてを

議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第４号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

  次に、発議第５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書についてを議題

といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第５号を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

  次に、発議第６号 「健康保険証」の存続を求める意見書についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第６号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第６号は原案のとおり可決されました。 

  次に、発議第７号 私立高校への公費助成に関する意見書についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これから発議第７号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（北村直樹君） お座りください。起立全員です。 

  したがって、発議第７号は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議員派遣について 

○議長（北村直樹君） 日程第14、議員派遣についてを議題といたします。 

  議会会議規則第127条の規定により、別紙のとおり派遣したいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、別紙のとおり派遣することに決定いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続調査の申出について 

○議長（北村直樹君） 日程第15、閉会中の継続調査の申出についてを議題といたします。 

  各委員長より、目下、委員会において調査中の事件について、議会会議規則第75条の規定

により、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りいたします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることでご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（北村直樹君） ご異議なしと認めます。 

  委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て終了いたしました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（北村直樹君） ここで、村長から挨拶したい旨、申出がありましたので、これを許可

いたします。 

  小林村長。 

〔村長 小林弘幸君登壇〕 

○村長（小林弘幸君） 発言の機会をいただきましたので、閉会に当たり一言ご挨拶を申し上
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げます。 

  本定例会では、特に決算認定を含め、多くの案件にご審議をいただきました。原案どおり

可決をいただきましてありがとうございました。 

  今年は、例年に比べ、熊の出没が多く確認されております。これからきのこ狩りシーズン

となりますので、山に入るときには特段の注意をお願いいたします。そして、台風シーズン

を迎えます。村民の皆様におかれましては、大雨による避難指示等が出ましたら、自分や家

族の命は自分で守るということで、早目早目の行動にご協力をお願いいたします。 

  今定例会、ありがとうございました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（北村直樹君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  以上で、令和５年朝日村議会９月定例会を閉会といたします。 

  皆様、大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午前 ９時５０分 
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